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ＡＸＩＤＡプロジェクト紹介

多

○インド連邦カルナタカ州無医村

　　地区巡回診療プロジェクト1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医

　　療プロジェクト※巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト※

　　（東京･大阪）

　1991年4月17日にAMDA国際医療情報センターを

設立。93年5月より（財）東京都健康推進財団の外

国人医療関連事業の委

託もうける。在日外国

人を初めとする関係者

からの医療に関する電

話相談、受け入れ医療

機関の紹介などを実

施。

○

＠

クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1991年ピナツボ火山噴火被災民救援

医療プロジェクト※　　　1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援

医療プロジェクト 1992年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●

アジア多国籍医師団
●

●

1993年5月22日に創設。アジアの自然災害や：
●　　↓ﾉ/-zl･ﾉﾉJ�g4sμ-41~411JRS･U/ ヾタ’´LJij･ﾉゝr11　●
・難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か・

Ｉら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援１
：医療部門である。

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

※現在継続中

●ＡＭＤＡ支部所在地

＠バングラデシュ・ミャンマー

　　難民緊急医療プロジェクト1991年

＠ネパール国内ブータン難民

　　緊急医療プロジェクト※

　1992年５月よりネ

パール支部により活動

開始。現在難民と地元

ネパール人民双方を診

療する第二次医療セン

ターとしてその地の基

幹医療機関の役割を果

たしている。

＠カンボジア地域医療プロジェクト※

　1992年より、プノ

ム・スロイ群病院の支

援を開始。近辺の村を

予防接種、蚊帳の無料

配布プロジェクトを実

施。

＠　カンボジア精神保健プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　　1993年

●　ソマリア難民緊急援助医療プロジェクト奈

　1993年１月よりケニ

ア、ジプチ、ソマリア

本国難民救援医療活動

を「アジア多国籍医師

団」として開始。
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゛●

＠ネパール・バングラデシュ大洪水

　　被災民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1993年

＠　インド西部大震災民緊急救援

　　　リハビリテーションプロジェクト※

　1993年10月よりイ

ンド支部との合同プロ

ジェクト。マハラシュ

トラ州ソラプール地震

被災地区でリハビリ

テーションクリニック

プロジェクトを展開。

●　モザンビーク帰還避難民

　　プロジェクト※

　1994年２月よりモザ

ンビーク南部カザ州に

おいて開発医療活動を

開始。

●　タンコット村眼科医療＆母子保健

　　プロジェクト※

　　　　1992年よりカトマン

　　　ズ近郊のタンコット村

　　　で眼科検診・診療と母●’●

子保健を中心に据えた

　　　総合地域保健プロジェ

　　　クト開始。

●　旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　　NGOグループ援助プロジェクト※

　1994年6月より日本緊急救援NGOグループ(JEN)

の活動として、クロア

チア、セルビアにおい

て、緊急医療、生活改

善指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多

方面にわたる援助を行

う。

＠ルワンダ難民緊急救援プロジェクト※

　1994年８月より、ゴ

マ難民キャンプで、ル

ワンダ難民を対象に緊

急救援プロジェクトを

開始。現在は、ブカブ

で難民ニーズの医療活

動を展開。

　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影　山本将文氏

●ルワンダ国内病院再建プロジェクト※

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

●阪神大震災緊急救援プロジェクト
　1995年１月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

・　チェチェン難民救援プロジェクト※

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

●サハリン大震災緊急プロジェクト
　1995年５月ロシア・

サハリン州地震被害者

に対する救援活動を実

施。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

＠　スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

＠　アンゴラ帰還難民プロジェクト※

　95年７月よりアン

ゴラヘの難民帰還を促

進する為、北部ザイー

ル国境付近の病院を再

建する。

ｅ　北朝鮮大洪水救援プロジェクト

　95年９月に起こった

大洪水の為、医薬品と

生活物資を２回に分け

送った。

調査団として医師ら２

名を北朝鮮に近い中国

に派遣した。

[理　念]

[沿　革]

[現　状]

　　　　　　　　　　　　　　　※＠　インドネシア大震災緊急救援プロジェクト

　95年10月に発生し

た大震災緊急救援の

為、医薬品と医師ら４

名を派遣。

　インドネシア支部と

の合同プロジェクト。

＠　メキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　95年10月に発生し

た大震災緊急救援の為

医薬品と医師ら４名を

派遣

ｅ
＠

フィリピン台風被害緊急救援プロジェクト

インドネシア中央スラウェシ島地震救援

プロジェクト

●中国雲南省大震災緊急救援プロジェクト

ＡＭＤＡ　概要

Better Quality of lifefor a Better Future

1979年タイ国にあるカオイダン難民キャンプにかけつけた

一名の医師と2名の医学生活動から始まる。

アジアの参加国は15ヶ国。会員数は日本約700名。海外約200名。

世界各地で種々のプロジェクト、フォーラムを実施中。

［入会方法］　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。

　　　　　　　　　　　　・医師会員　　　15,000円

　　　　　　　　　　　　・一般会員　　　7,500円

　　　　　　　　　　　　・学生会員　　　5,000円

　　　　　　　　　　　　・法人会員　　30,000円

　　　　　　　　　　　　・賛助会員　　　2,000円（個人に限る）

　　　　ただし，会計年度は4月～翌年3月です。入会の月より会報を送付します。

　　　　賛助会員には「ＡＭＤＡダイジェスト」をお送り致します。

　　　　　　　　　　　　　　　振込先：　郵便振替口座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座名義　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座番号　01250-2-40709
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＾●



；
ｘ
ト

即
刻
ご
ー

｛●

や･●

●代　表

　副代表

　　　　　　役員（AMDA日本支部）

菅波　茂（菅波内科医院）
小林米幸（小林国際クリニック）

高橋　央（長崎大学熱帯医学研究所）

●プロジェクト実行委員長

　ルワンダプロジェクト委員長

　旧ユーゴスラビアプロジェクト委員長

　モザンビークプロジェクト委員長

　ソマリアプロジェクト委員長

　カンボジアプロジェクト委員長

　ネパールプロジェクト委員長

　インドプロジェクト委員長

　スーダンプロジェクト委員長

●72時間ネットワーク代表

●事務局長　　近藤祐次

　事務局次長　津曲兼司（菅波内科医院）

●本部

中西　泉

大脇甲哉

高橋　央

山本秀樹

山本秀樹

桑山紀彦

山本秀樹

三宅和久

山本秀樹

鎌田裕十朗

中西　泉(町谷原病院)

山本秀樹(岡山大学公衆衛生学教室)

　(町谷原病院)

　(愛知国際病院)

　(長崎大学熱帯医学研究所)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

　(山形大学精神科)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

　(菅波内科医院)

　(岡山大学公衆衛生学教室)

(かまた病院)

　〒701-12　岡山市楢津310-I　TEL 086-284-7730　FAX 086-284-6758

●東京オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

　TEL 03-3440-9073 FAX 03-3440-9087

代表

所長

中西泉

友貞多津子

［AMDA国際医療情報センター］

●AMDA国際医療情報センター東京

　〒160　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1ハイジア

　TEL 03-5285-8086,8088,8089　FAX 03-5285-8087

●AMDA国際医療情報センター関西

　〒556　大阪市浪速区難波中3-7-2　新難波ビル704

　TEL 03-636-2333,2334　　　FAX 06-636-2340

●五反田オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

●所長　　　　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　副所長　　　　　　　　中西　泉（町谷原病院）

　センター関西代表　　宮地尚子（近畿大学衛生学教室）

　　　　　　副代表　　福川　隆（福川内科クリニック）

　事務局長　　　　　　　香取美恵子
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　　　　　今なぜNGOなのか二MDA国際大学構4‾ﾆﾆｺ

AMDA代表　菅波茂

　日本憲法は「平和」を第一としている｡世の中には多種多様な価値観が存在するが､そ

の存在は「平和」を大前提としているものが多い。「平和」は努力して得られるものであ

る｡AMDAは相互扶助にもとづいた人道援助活動によって得られる相互信頼感を「平和」

への礎としている。

　「頼の見える日本」とは「日本が何を大切にしているか」を世界に向かって発信するこ　　4●

とである。世界の人達にとって最もわかりやすいのが「親切」である。「究極の親切」は

緊急援助である。次なる親切は貧困対策であり、これを社会開発という。緊急援助とい

い社会開発といいプロの人材を必要とする。日本が必要とする国際貢献のプロの人材と

は何か。日本には既におのおのの分野に多くの専門家がいる。ただし、これらの専門家

が緊急援助や社会開発活動の場でその実力が発揮できるように場づくりをするコーディ

ネーターというプロが必要である。活動が成功するか否かはコーディネーター次第であ

る。

　コーディネーターとして必要とされる条件は少なくとも三点ある。一つは語学力、二

つは交渉力、三つは海外で活動をするための知識である。人間社会はいかなる場合でも

ルールがある。たとえ国境を越えても。宗教なくして国際社会は語れない。ダイナミッ

クな動きをする社会をどう理解し対処していくのか。それが国際法、宗教学そして社会

学などである。

　ＡＭＤＡ国際大学（仮称）は上記のような国際貢献のプロの人材を養成する四年制の

大学である「国際貢献学部」の名のもとにカリキュラムは編成される。一年生は英語お

よび選択外国語を集中的に学ぶ。ニー三年生は国際法、宗教学、社会学などの専門教育　¢●

を受ける。四年生は海外の難民キャンプ、社会開発の現場、国連機関および国際機関で

のフィールド実習で体験を豊かにする。教職員は国連､NGOそして海外の大学などと連

携して世界中から公募する。学生は高校卒業生のみならず社会人、帰国子女そして留学

生なども大歓迎である。

　国際貢献と地域おこし。世界が必要とする岡山をめざして。岡山に本部を置くＡＭＤ

Ａの原点である。幸いにして岡山県下で複数の自治体が計画に賛同してくれている。

　ＡＭＤＡ国際大学。五年以内に開校できれば。 1996年新春の初夢である。

６　国際医療協力vol.19 N0.2 1996



ぶ　　　　RiS一　　　　乖斤　　　　7ilri

　　1996年(平成８年)２月４日　　日曜日

、
　
一

畷

ぽ

るう際脱

退

§昌

則

弐芯否

関
心
を
寄
せ
て
い
る
自
治
体
が
現
状
で
「

も
多
い
。
　
　
　
　
　
　
ピ
ジ
ョ
ン
が
‘

県
外
か
ら
も
、
米
軍
基
地
な
る
ま
で
様
子
を
見
た
い
」

跡
地
の
平
和
利
用
を
進
め
る
と
今
の
と
。
。

合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

　
▽
膨
大
な
資
金

　
設
立
へ
の
大
き
な
ネ
ッ
ク

と
な
る
の
が
資
金
面
。
国
か

ら
の
助
成
金
が
下
り
な
い
開

　
　
　
　
　
’
学
後
四
年
間
の

す
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
、

開
校
実
現
に
向
け
、
具
烋

な
設
立
プ
ラ
ン
の
検
討
瓦

け
て
い
る
。
近
藤
祐
次
Ａ

Ｄ
Ａ
事
務
局
長
は
「
設
｀

計
画
を
ま
と
め
次
第
、
｀

献
の
中
心
に
」

vol.19 N0.2 1996　7国際医療協力

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
・
大
学
設
立
構
想
進
む

－
の
ニ
ー
ズ
は
ま
だ
ま
だ
少
な
流
、
貢
献
の
拠
点
と
し
て
だ
け

い
。
こ
の
た
め
、
菅
波
代
表
は

　
「
広
く
国
際
的
視
野
を
持
っ
た

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
各

企
業
や
国
際
交
流
を
進
め
て
い

治
体
は
県
内
十
、
県
外
二
に
上

る
。

　
岡
山
市
は
昨
年
十
月
末
か
ら

運
営
形
態
、
大
学
の
具
体
的
な

中
身
な
ど
に
つ
い
て
市
長
自
ら

が
問
い
合
わ
せ
恋
打
っ
た
。
誘

致
先
、
予
算
な
ど
具
体
案
は
全

く
白
紙
の
状
態
だ
が
「
国
際
交

で
な
く
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
沖
縄
県
南
部
の
十
二
市
町
村
だ
。

ア
意
識
の
高
揚
な
ど
波
及
効
果
で
つ
く
る
沖
縄
県
南
部
地
域
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
第
三
セ
ク
心

は
大
き
い
」
（
寺
田
和
子
・
同
振
興
期
成
金
や
新
潟
県
か
ら
Ｉ
に
よ
る
運
営
や
、
キ
方

市
企
画
審
議
監
）
と
期
待
の
声
具
体
的
計
画
に
つ
い
て
問
い
パ
ス
を
分
散
す
る
こ
と
で
Ｉ

は
強
い
。

　
津
山
市
は
、
四
月
に
移
転
と

な
る
作
陽
音
大
跡
地
な
ど
に
誘

致
す
る
案
な
ど
が
一
部
で
浮
上

し
て
い
る
。
同
市
は
「
音
大
側

と
跡
地
利
用
に
つ
い
て
話
し
合

が
ら
も
（
時
代
の
要
請
に
合
っ
る
と
五
十
傭
～
百
億
円
と
い
ア
の
会
）

た
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
で
あ
り
、
う
資
金
が
必
要
と
な
る
。
菅
は
「
大
｛

魅
力
を
感
じ
る
｝
（
同
市
企
画
波
代
表
は
「
民
間
財
団
な
ど
も
大
き
む

調
整
部
）
と
話
し
て
い
る
。
　
か
ら
の
協
力
は
期
待
で
き
る
り
、
期
待
は
大
き
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
市
の
活
性
化
の
が
、
実
現
に
は
自
治
体
側
の
に
向
け
会
と
し
て
も
ｙ

た
め
、
市
民
か
ら
『
誘
致
し
て
資
余
協
力
は
不
可
欠
』
と
し
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
ヴ

は
ど
う
か
』
と
い
う
声
が
上
が
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
て
い
き
た
い
」
と
話
ト

っ
て
い
る
」
（
備
前
市
）
’
「
国
　
し
か
し
各
自
治
体
で
は
誘
る
。

卵●

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
か
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
大
学
、

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
国
際
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
広
く
自
治
体
な
ど
、
卒
業
生
の
進

檜
津
）
が
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
く
海
外
か
ら
公
募
す
る
予
定
。
路
の
幅
を
広
げ
た
い
」
と
し
て

学
」
の
設
立
構
想
を
進
め
て
い
文
部
省
に
大
学
設
置
を
申
請
し
い
る
。

る
。
国
際
貢
献
の
プ
ロ
養
成
と
て
、
平
成
十
年
春
の
開
学
を
目
　
▽
打
診
相
次
。

い
う
世
界
に
も
例
の
な
い
大
学
指
し
て
お
り
ヽ
菅
波
茂
代
表
は
　
　
　
　
　
・
’
く

で
、
県
内
外
の
多
く
の
自
治
体
　
「
今
年
三
月
に
は
設
立
場
所
を
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
構
想
に
対
し
、

が
関
心
を
示
し

て
い
る
。
し
か

し
、
約
五
十
億

～
百
億
円
に
も

上
る
事
業
費
を

ど
う
調
達
す
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
f
　
f
l
‐
1
!
i
l
‐
7
　
&
　
　
　
M
営
だ
け
で
も
界
や
県
レ
ベ
ル
の
支
援

多
く
の
自
台
体
　
関
已

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
試
視
野
に
入
れ
て
、
大
学
の

　
　
　
　
　
　
4
a
4
9
i
!
!

'
‐
'
l
“
　
；
で
は
三
十
億
4
1
S
I
’
必
要
性
を
Ｉ

卒
業
生
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
Ｉ
な
ど
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

器
甥
事
業
費
調
達
な
ど
課
題
も
　
。
。
「
ｍ
ｌ

含
め
た
具
体
的
プ
ラ
ン
を
ま
と
現
在
ま
で
に
誘
致
な
ど
の
打
っ
て
お
ら
ず
、
候
補
地
と
決
ま
円
が
必
要
。
校
舎
、
グ
ラ
ウ
け
る
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡

構
想
に
よ
る
と
、
同
大
学
は
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。
　
　
診
、
問
い
合
わ
せ
鳶
尽
た
自
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
な
ン
ド
な
ど
の
整
備
費
を
含
め
構
想
を
推
進
す
る
会
（

ｌ
ｓ
＆
ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｓ
ｌ
＆
ａ
ｌ
ａ
ｌ
ｒ
＆
＝
ｌ
　
　
　
　
　
．
ｓ

国
際
貢
献
学
部
一
学
部
の
み
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
、
各
国
際
機

で
、
語
学
な
ど
の
一
般
教
養
、
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

国
際
法
、
社
会
学
な
ど
の
専
門
－
タ
ー
的
役
割
を
果
た
す
人
材

科
目
を
学
ぶ
ほ
か
、
世
界
各
国
養
成
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か

の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し
、
「
諸
外
国
に
比
べ
二
十
年

生
か
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
な
ど
遅
れ
て
い
る
」
（
菅
波
代
表
）

で
の
実
習
も
取
り
入
れ
る
。
講
と
い
わ
れ
る
日
本
の
国
際
貢
献

師
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
の
現
状
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

f●

―
　
　
　
　
函



（夕子こJ）

木曜日

　　匯劉

　１９９６年(平成８年)２月１日

原匹三日　　　　匹

●

　
国
境
を
超
え
る
緊
急
医
療
活
動
を
展
開
し
て
き
た
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
）
の
背
教
茂
代
表
が
、
国
際
貢
献
の
プ
ロ
を
育
成
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学

設
立
構
想
」
を
国
連
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
ボ
務
総
長
が
一
月
三
十
一

目
、
提
案
を
支
持
す
る
返
書
を
送
っ
て
き
た
。

｢国際貢献のプロ｣育成大学設立構想

提
案
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
返
書

ガリ事務総長が賛意
　
菅
彼
氏
に
よ
る
と
、
緊
急
援

励
や
社
会
開
発
の
現
場
で
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
活

動
し
や
す
い
よ
う
に
、
現
地
で

の
調
整
役
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
不
可
欠
だ
。
菅
彼

さ
ん
の
提
案
は
、
そ
う
し
た
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
四
年
制

大
学
を
岡
山
に
設
立
。
「
国
際

貢
献
学
部
」
の
名
の
下
に
外
国

語
、
国
際
法
、
宗
教
学
な
ど
に

力
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

の
実
習
な
ど
を
通
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
家
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
る
人
材
を
育
成
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
。

　
ガ
リ
氏
は
返
書
の
中
で
「
国

連
が
そ
の
使
命
を
遂
行
す
る
中

で
、
近
年
ま
す
ま
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
率
直
に
認
め
た
上
で
。

　
「
新
し
い
大
学
の
目
的
は
国
連

の
目
的
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す

る
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

ＡＭＤＡ

国際大学構想

　
　
　
　
噂

ガ
リ
事
務
総
長
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ

『
　
　
　
　
　
一
・
　
　
　
　
・
1
1
1

　
　
・
　
』
　
　
　
　
　
・

　
国
際
的
な
入
道
援
助
活
動
に

貢
献
す
る
専
門
家
の
育
成
を
目

的
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

師
濾
絡
協
議
会
）
が
計
画
し
て

い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
（
仮

称
）
構
想
に
対
し
、
国
連
の
ガ

リ
事
務
総
長
か
ら
三
十
一
日
、

構
想
を
評
価
す
る
フ
ァ
ク
ス
が

岡
山
市
楢
津
の
本
部
に
揃
い

１９９６年（平成８年）２月１日（木曜日）

　　　　　　　蓄４日1目l-

金曜日

　陥罰

１９９６年(平成８年)２月２日

　　　IΞい籤FF笈月
た
。

　
　
「
平
和
と
国
際
協
刀
に
役
立

つ
人
材
を
育
成
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
を
後
押
し
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
大
学
設
立
の
考
え
に
共
鳴
し

ま
す
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
構
想
で
は
、
世
界
各
地
の
緊

急
援
助
や
社
会
開
発
の
靭
で
活

躍
す
る
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、
県
内
に
四
年
制
大
学
を
設

立
。
国
際
貢
献
学
部
を
設
け
。

一
年
生
は
一
般
教
養
と
語
学
、

二
、
三
年
生
は
国
際
法
、
社
会

学
な
ど
の
専
門
課
程
、
四
年
制

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
活
動
す
る
海
外

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
国
連
機
関

な
ど
で
実
習
を
体
験
す
る
。
教

職
員
は
国
連
や
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
世
界
か
ら
募
集
す
る
。

　
既
に
県
内
の
複
数
の
自
治
体

が
構
想
に
賛
同
し
て
お
り
、
菅

波
茂
代
表
は
「
構
想
の
趣
旨
が

国
連
に
認
め
ら
れ
、
う
れ
し
い
。

人
道
援
助
大
国
を
目
指
す
に
は

人
材
養
成
が
不
可
欠
。
活
動
に

弾
み
を
つ
け
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

ガ
リ
総
長
、
構
想
に
エ
ー
ル

　
国
境
を
廻
え
る
緊
急
医
療
活

動
を
展
開
し
て
き
た
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
）
の
菅
彼
茂
代

表
が
、
国
際
貢
献
の
プ
ロ
を
育

成
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学

設
立
構
想
」
を
国
連
に
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ

リ
事
務
総
長
が
一
月
三
十
一

日
、
提
案
を
支
持
す
る
返
書
を

送
っ
て
き
た
。

　
菅
彼
氏
に
よ
る
と
、
緊
急
援

助
や
社
会
開
発
の
現
場
で
は
、

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
活

動
し
や
す
い
よ
う
に
、
現
地
で

の
調
整
役
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
不
可
欠
だ
。
菅
波

さ
ん
の
提
案
鴫
そ
う
し
た
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
四
年
制

大
学
を
岡
山
に
設
立
。
「
国
際

貢
献
学
部
」
の
名
の
下
に
外
国

語
、
国
際
法
、
宗
教
学
な
ど
に

力
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

の
実
習
な
ど
を
通
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
家
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
る
人
材
を
育
成
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
。

　
ガ
リ
氏
は
返
書
の
中
で
「
国

辿
が
そ
の
使
命
を
遂
行
す
る
申

で
、
近
年
ま
す
ま
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
」
と
率
直
に
認
め
た

上
で
、
「
新
し
い
大
学
の
目

的
は
国
連
の
目
的
と
ぴ
っ
た
り

一
致
す
る
」
と
歓
迎
し
て
い

る
。

　
菅
彼
氏
は
昨
年
八
月
、
世
界

平
和
に
貢
献
す
る
研
究
者
ら
に

贈
ら
れ
る
「
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ

賞
」
を
受
賞
。
そ
の
お
礼
を
兼

ね
て
十
二
月
に
同
構
想
を
提

案
す
る
手
紙
を
ガ
リ
氏
に
送
っ

て
い
た
。
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国連ガリ事務総長から

２９　Ｊａｎｕａｒｙ　１９９６

Ｄｅａｒ Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ Ｓｕｇａｎａｍｉ，

　　　　　工　ｓｈｏｕｌｄ　ｌｉｋｅｏｎｃｅ　ａｇａｉｎｔｏｃｏｎｇｒａｔｕｌａｔｅ ｙｏｕｏｎ

ｙｏｕｒ ｒｅｃｅｉｐｔ　ｏｆ　ヒｈｅ　１９９５　Ｂｏｕｔｒｏｓ－ＧｈａｌｉＡｗａｒｄ．

工　ｒｅｇｒｅヒ　ｔｈａヒ　ｉｔｗａｓ ｎｏヒｐｏｓｓｉｂｌｅ　ｆｏｒ ｍｅ　ｔｏｐｒｅｓｅｎｔ

ｔｈｅ ａｗａｒｄ ｔｏｙｏｕ ａｎｄ ｔｈｅ ｏしｈｅｒ ｒｅｃｉｐｉｅｎヒｓ ｐｅｒｓｏｎａｌｌｙ

　　　　　Ｙｏｕｒ　ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅｔｏｓｅｔ　ｕｐ ｔｈｅ ＡＭＤＡ 工ｎｔｅｒｎａｔ二ｉｏｎａ１

Ｃｏｌｌｅｇｅ　ｉｎｏｋａｙａｍａ ｓｏｕｎｄｓ ｐｒｏｍｉｓｉｎｇ ａｎｄ ｍｏｓｔ

ｃｏｍｍｅｎｄａｂｌｅ．　工　ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｔｈａｔ　ｔｈｅ ｐｒｉｎｃｉｐａｌ　ｍｉｓｓｉｏｎ

ｏｆ　ヒｈｅ Ｃｏｌｌｅｇｅ　ｉｓ　ｔｏｄｅｖｅｌｏｐ ａ ｐｏｏｌｏｆ ｈｕｍａｎ ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ

ｗｈｏ ａｒｅ ｅｑｕｉｐｐｅｄ ｗｉｔｈ ａｎ ａｐｐｒｏｐｒｉａｔｅ ｍｉｘｏｆ　ａｃａｄｅｍｉｃ

ｅｘｐｅｒｔｉｓｅ，ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　ｓｋｉｌｌｓａｎｄ ｆｉｒｍ ｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔ　ｔｏ

ｐｒｏｍｏｔｅ ｐｅａｃｅ ａｎｄ ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ，ａｎｄ

ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙｔｏｓｕｐｐｏｒｔ ｎｏｎ－ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌ　ｏｌ‘ｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ

(ＮＧＯｓ)．

　　　　　Ｔｈｅｓｅｏｂｊｅｃｔｉｖｅｓｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｃｌｏｓｅｌｙ ｔｏｔｈｏｓｅｏｆ

ｔｈｅ ｕｎｉｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎｓ，ｗｈｉｃｈ ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇｌｙｃｏｏｐｅｒａｔｅｓ ｗｉｔｈ

ａｎｄ ｒｅｌｉｅｓ ｕｐｏｎ ＮＧＯｓ ａｎｄ ｖｏｌｕｎｔａｒｙ ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ　ｉｎ

ｃａｒｒｙｉｎｇ ｏｕｔ　ｉｔｓ ｍａｎｄａｔｅｓ．　Ｙｏｕ ｈａｖｅ　ｓｅｔ　ａｎ

ｏｕｔｓｔａｎｄｉｎｇｅｘａｍｐｌｅ　ｉｎｔｈｅ ｍｅｄｉｃａｌ ｗｏｒｋ ｙｏｕ ｈａｖｅ

ｐｉｏｎｅｅｒｅｄ ｉｎ ｍａｎｙ ｃｏｕｎﾋｒｉｅｓ　ｉｎ Ａｓｉａ ａｎｄ Ａｆｒｉｃａ．

Ｓｔｕｄｅｎｔｓ ａｔ ＡＭＤＡ 工ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１Ｃｏｌｌｅｇｅ　ｓｈｏｕｌｄｂｅｎｅｆｉｔ

ｇｒｅａｔｌｙ ｆｒｏｍ ｙｏｕｒ ｇｕｉｄａｎｃｅ ａｎｄ :［　１ｏｏｋｆｏｒｗａｒｄ ｔｏ ｔｈｅｉｒ

ｅｖｅｎｔｕａｌ　ｃｏｎｔｒｉｂｕｔ-ｉｏｎｓｔｏ ｔｈｉｓｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ．

　　　　　Ｗｉｔｈ ｍｙ ｂｅｓｔ ｗｉｓｈｅｓ　ｆｏｒｙｏｕｒ ｓｕｃｃｅｓｓ　ｉｎｔｈｉｓ

ｅｎｄｅａｖｏｕｒ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｙｏｕｒｓ　ｓｉｎｃｅｒｅｌｙ，

゛‰゛｀‰1｀)｀･44ムーa4･ぶ)，

Ｂｏｕｔｒｏｓ Ｂｏｕｔｒｏｓ－Ｇｈａｌｉ

Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ Ｓｈｉｇｅｒｕ Ｓｕｇａｎａｍｉ

Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆ Ｍｅｄｉｃａ１ Ｄｏｃｔｏｒｓ ｏｆ Ａｓｉａ

Ｏｋａｙａｍａ
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匹

１

２

会議「国際貢献における関西国際空港の役割」

－APROネットワークと近隣空港との連携－

３．会議内容

　１）基調スピーチ

報　告　書

菅波　茂

大森

近藤

緊

関

章夫

祐次

●

噂

岡山航空協会常務理事　中塚総一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　催　　ＡＭＤＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援　大阪府

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　1995年12月15日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　KKRホテル大阪

。会議の目的

　アジア、アフリカ地域を中心とした地域において、発生した自然災劣等に対し、

急救援のために物資人員を派遣するにあたり、円滑かつ迅速な対応を行うために、

西国際空港の利用方法について意見を聞くこととした。

出席者

ＡＭＤＡ、運輸省大阪航空局、関西国際空港株式会社、関空就航エアライン、

その他関西空港関係者、使用事業者、国際貨物業務取扱業者等々

｢国際貢献における関西国際空港の役割J

　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ代表

･APROネットワークについて

・関西国際空港と岡山空港との役割について

２）オリエンテーション「国際緊急救援活動における協力の可能性について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山航空協会常務理事　中塚　総一郎

　　　　　　　　　　　・フローチャートによる活動の流れの説明

　　　　　　　　　　　・迅速な救援活動のためのポイントの確認

３）ケーススタディー「本年度のＡＭＤＡの緊急救援活動から」

　　　　　　　　　　岡山航空協会理事

　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ事務局長

・サハリン大震災緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　・朝鮮民主主義人民共和国大洪水緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　・インドネシア大震災緊急救援医療活動プロジェクト

　　　　　（１）エアラインの可能な協力について

　　　　　　IATAの救援規定の適用については、各社のポリシーによる。

　　　　　　最も早く、便利の良い便を確保することが先決。

　　　　　　緊急連絡網を利用して、判断を仰ぐ必要がある。

10　国際医療協力vol.19N0.2 1996
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（2）24時間対応の可能性について

　　　CAB情報官（24H）を通じて対応を依頼する方法がある。

　　　関空サービスセンター（24H）が連絡先等の問い合わせに応じられる。

　　　各業者（ライン、ハンドリング）としては、運用現場だけでは即断できない。

　　　小型機、ヘリの利用に間しては、事前に契約を交わしておく必要あり。

（３）関空への小型機の乗り入れについて

　　　緊急時には、地上ハンドリング受入が明確であれば、支障なし。

　　　荷降ろし→通関→ラインヘの引き渡しの過程の責任者が明確であること。

（4）CABのコメント

　　　原則としてライン中心の制約のある空港で､小型機の乗り入れ乗り継ぎは考

　　　慮外であるが、人道目的の場合には、積極的に配慮する。

（５）その他

　　　CIQ､ハンドリング､エアラインの役割分担と引き継ぎの境界を、明らかに

　し、ＡＭＤＡに担当者を置く必要がある。

４．関西国際空港関係者に緊急時希望する事

　１）エアライン各社に対してお願いしたい事項

　　　　　特にアジア地域への派遣に関しては、関空に乗り入れている各国ナショナル

　　　　　フラッグ等、直行使を利用したい。ついては、

　　（１）最も早い使に、搭乗できるように手配に応じてもらいたい。

　　　　カウンター営業時間外の予約の受付に関する情報入手方法について､連絡先、

　　　　海外アクセス方法などはあるか。

　　（２）現地の災害状況、国内事情､空港到着後現地までの交通手段等々についての情

　　　　報提供を受けたい。

　　（３）人員と回送する物資に対する配慮を願いたい。

　　　　手荷物扱いの可能な範囲は、また制約、条件は。

　　　　出発、到着空港における物資のハンドリングに関する便宜、援助

　　（４）物資のみを急送する場合のハンドリングについて

　　　　自社使にとって都合の良いハンドリング業者の指定､紹介等適当なルートを示

　　　　してもらいたい。

　　（５）各種の割引運賃、無償搬送等の適用等の便宜供与

　　　　関空営業所で判断のできる範囲の増大と、緊急連絡網による上部組織の判断の

　　　　迅速化の体制を整えてもらいたい。

　２）空港関係者に対してお願いしたい事項

　　（１）空路で関空に入る場合の手続きの迅速化

　　　　小型機（ヘリ含む）の乗り入れ、乗り継ぎを可能にしてもらいたい。

５．総括

　24時間対応可能である関西国際空港のアジア太平洋地区における災害救援活動におけ

る役割が評価された。ただし休日および祝日における対応、定期航空便活用そして岡山

空港との連携等に関する詳細を詰める必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力vol.19 N0.2 1996　1 1
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国際貢献に於ける関西国際空港の役割

　　　　　　会議の様子
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乃Ir¶乖斤iti一一､』､Ｊ土曜日１９９５年(平成7年)１２月１６日

より迅速な救援を
趨尽偏空港との連携模索

　
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア
ジ

ア
医
師
連
綿
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）
は
十
五

Ｒ
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
『
国

際
貢
献
に
お
け
る
関
西
国
際
空

港
の
役
割
』
と
題
し
た
会
議
を

開
催
。
よ
り
迅
速
な
緊
急
救
援

活
動
を
目
指
し
、
空
港
と
連
携

･"●

す

る

シ
ス

テ

ム

づ

く

り

に

つ

い

吏
　
会
議
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波

茂
代
表
は
じ
め
、
岡
山
県
航
空

協
会
、
同
県
、
運
輸
省
大
阪
航

空
局
、
関
西
国
際
空
際
会
社
、

航
空
会
社
な
ど
か
ら
二
十
八
入

が
出
席
。
菅
波
代
表
が
「
災
害

時
の
人
命
救
助
は
最
初
の
二
十

四
時
間
が
勝
負
。
こ
の
た
め
国

外
の
現
地
に
入
る
に
は
飛
行
機

が
不
可
欠
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
サ
ハ

リ
ン
大
震
災
や
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
大

洪
水
な
ど
で
出
動
し
た
実
例
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
休
日
の
空

港
の
対
処
や
通
関
業
務
の
簡
素

化
な
ど
の
問
題
点
を
提
起
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
ら
は

「
関
西
空
港
は
二
十
四
時
間
対

空港との連携について積極的にＳ見が交わされた
ＡＭＤＡの●譜

応
す
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
そ
こ
に
連
絡
が
入
れ
ば
、

緊
急
受
け
入
れ
態
勢
を
と
る
こ

と
も
可
能
。
人
道
援
助
岑
最
優

先
し
た
い
」
（
関
西
国
際
空
港

会
社
）
、
「
飛
行
機
恚
画
す

る
た
め
、
各
航
翌
荘
に
緊
急

連
絡
網
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
」
（
航
空
会
社
）
、
「
報
道

用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
従
来
か

ら
二
十
四
時
間
態
勢
な
の
で
協

力
で
き
る
」
（
報
道
機
関
）
な

ど
と
意
見
交
換
。
岡
山
空
港
か

ら
関
西
空
港
へ
の
連
絡
に
つ
い

て
岡
山
県
は
「
岡
山
空
港
は
十

三
時
間
態
勢
な
の
で
、
現
状

で
は
適
用
時
間
外
の
対
応
は

難
し
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

13VOI.19 N0.2 1996国際医療協力
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｢今度は日本がお返し｣
　
ア
ヽ
ン
ア
に
国
際
救
助
の
拠
点
を
Ｉ
。
十
七
日
、
神
戸
で
聞
か
れ
た
ア
ジ
ア
防
災
政
策
会
議
で
、

村
山
塞
市
首
相
が
提
唱
し
た
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
ー
シ
ス
テ
ム
構
想
。
阪
神
大
震
災
で
は
多
く
の

国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
災
害
時
の
国
際
協
力
の
あ
り
か
た
が
問
わ
れ
た
。
「
今
度
は
日
本
が

お
返
し
す
る
番
だ
」
「
民
間
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
」
。
災
害
多
発
地
帯
と
い
わ
れ
る

ア
ジ
ア
。
最
前
線
で
活
躍
す
る
民
間
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
「
防
災
先
進
国
」
日
本
の
り
Ｉ
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
熱
い
思
い
で
見
守
っ
て
い
る
。

　
今
年
九
月
、
阪
神
大
震
災
を
教

訓
に
発
足
し
た
「
日
本
レ
ス
キ
ュ

ー
協
会
」
（
大
阪
市
、
打
間
奈
障

子
会
長
）
。
自
ら
も
被
災
し
た
事

諮
局
長
の
大
山
直
高
さ
ん
（
’
一
色
は

　
「
人
命
救
助
が
何
よ
り
も
先
決
」

と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
創
設
を
歓
迎

す
る
。

　
十
月
の
メ
キ
シ
コ
地
震
で
は
救

助
犬
二
頭
と
隊
員
六
人
を
派
遣
し

た
が
、
空
港
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な

援
助
や
便
宜
を
受
け
た
こ
と
を
振

り
返
り
、
「
大
震
災
で
ス
イ
ス
の

救
助
犬
が
二
日
間
も
空
港
に
足
止

め
さ
れ
た
の
と
は
大
違
い
。
大
災

害
で
は
行
政
だ
け
で
対
応
で
き
な

い
部
分
が
必
ず
あ
る
。
正
確
で
迅

速
な
情
報
の
提
供
に
加
え
、
民
間

も
ノ
ー
ピ
ザ
で
活
動
で
き
る
環
境

を
」
と
訴
え
る
。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
大
規
模
自
然

災
害
が
絶
え
な
い
。

　
平
成
三
年
六
月
の
雲
仙
・
普
賢

岳
の
大
火
砕
流
。
同
じ
こ
ろ
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
で
今

ｱｼﾞｱ防災政策会議民間も熱い期待

康司
つ

菅

世
紀
最
大
級
の
噴
火
が
あ
っ
た
。

今
年
も
、
阪
神
大
震
災
に
続
い

て
、
五
月
に
は
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ

ン
州
で
二
千
人
以
上
が
死
亡
す
る

地
震
が
発
生
。
七
月
に
は
中
国
華

南
・
華
東
地
域
の
大
洪
水
で
千
人

以
上
が
死
亡
。
十
一
。
月
初
旬
に

は
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系

の
大
雪
崩
で
、
日
本
人
十
六
人
を

含
む
六
十
二
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
。

　
世
界
中
の
災
害
現
場
に
援
助
を

送
っ
て
き
た
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
」
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
）
の
菅
披
茂
代
表
（
四
八
砿
「
大

震
災
で
百
数
十
力
国
か
ら
援
助
を

受
け
た
お
返
し
と
い
う
意
味
で

も
、
日
本
が
ア
ジ
ア
の
た
め
に
ぜ境を」とアジア防災政策

会議に注文する大山さん
＝大阪市淀川区

rl●

関空の機能生かそ
ひ
や
ら
ね
ば
」
と
語
気
を
強
め

る
。

　
菅
放
さ
ん
は
防
災
セ
ン
タ
ー
を

有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
条
件

と
し
て
、
相
手
国
の
要
騨
が
な
け

れ
ば
援
助
を
送
れ
な
い
「
要
諦
主

義
」
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る
か
、
初

勣
が
重
要
な
二
十
四
時
間
以
内
に

民
間
チ
ー
ム
を
い
か
に
取
り
込
む

か
Ｉ
な
ど
の
課
題
を
指
摘
。

　
そ
の
う
え
で
関
西
国
際
空
港
が

二
十
四
時
間
空
港
と
し
て
の
機
能

を
生
か
し
、
近
隣
空
港
と
の
連
携

を
強
め
な
が
ら
ア
ジ
ア
の
防
災
の

核
と
な
る
こ
と
を
提
言
。
「
関
空

を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
防
災

セ
ン
タ
ー
は
絶
対
に
関
西
に
設
置

す
べ
き
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。



関西国際空港就航路一覧表

地域 行先 路線 航空会社

アジア フィリピン マニラ

セブ

PR,TG,NW

PR
インドネシア ジャカルタ

デンパサール

ＥＧ,ＧＡ

ＥＧ,ＧＡ

タイ バンコク TG,JL,NH

マレーシア ペナン

クアラルンプール

ＭＨ

ＭＨ,ＪＬ,ＮＨ

インド ボンベイ

デリー

AI

AI

ベトナム ホーチミンシティー ＶＮ,ＪＬ

ネパール カトマンズ ＲＡ

シンガポール シンガポール SQ,JL,NH

プルネイ バンダルスリブガワン BI.

台湾 台北

高雄

ＥＧ,ＣＸ,ＳＱ

ＥＧ

韓国 ソウル

釜山

済州

光州

ＫＥ,０Ｚ,ＪＬ,ＮＨ

ＫＥ,０Ｚ,ＪＬ

ＫＥ

ＯＺ

中国 北京

上海

大達

青島

香港

ＣＡ,ＭＵ,ＪＬ,ＮＨ

ＣＡ,ＭＵ,ＪＬ,ＮＨ

ＣＡ,ＮＨ

ＭＵ,ＮＨ

ＪＬ,ＣＸ,ＮＨ,ＡＩ

ミクロネシア グァム グァム UA,CS,JL,NH
サイパン サイパン ＵＡ,ＪＬ,ＣＳ

フィジー ナンディー FJ

オセアニア ニュージーランド クライストチャーチ

オークランド

NZ,JL

NZ,JL

オーストラリア プリスベーン

ケアンズ

シド二ー

メルボルン

ＡＮ,ＱＦ,ＮＺ,ＪＬ,ＮＨ

ＱＦ,ＪＬ

ＱＦ,ＡＮ,ＪＬ,ＮＨ

ＱＦ,ＡＮ

アフリカ エジプト カイロ ＭＳ

ヨーロッパ オランダ アムステルダム KL

デンマーク コペンハーゲン SK

フィンランド ヘルシンキ AY

フランス パリ AF,JL

ドイツ フランクフルト

ミュンヘン

LH

LH

スイス ジュネープ

チューリッヒ

ＳＲ

ＳＲ

イタリア ローマ ＮＨ

トルコ イスタンブール TK

イギリス ロンドン BA,JL,NH

アメリ力 カナダ 卜ロント

バンクーバー

ＡＣ

ＡＣ

ＵＳＡ シカニ1

デトロイト

ホノルル

ロサンジェルス

サンフランシスコ

シアトル

ニューヨーク

ＵＡ

ＮＷ

ＵＡ,ＪＬ,ＮＷ

ＵＡ,ＪＬ,ＮＷ

ＵＡ

ＮＷ

ＵＡ,ＮＷ
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会議参加者名簿

(順不同・敬称略)

所属団体 役職 御芳名 TEL FAX

岡山県航空協会 常務理事 中塚総一郎 086,472-2709 086-472,2700

岡山県航空協会 理事 大森車夫 086-234-5105 086-234-5120

岡山県土木部都市局空港整備室 主事 根石憲司 086-224-2111 086-226-3687

大阪府環境保健郎医療対策課 参事 青谷賢治 06-944-9045 06-944-6691

運輸省大阪航空局関西国際空港課 補佐官 楠　千年 06-949-6209 06-949-621７

運輸省大阪航空局総務部 企画調整官 傍士清志 06-949-6211 06-949-6218

運輸省大阪航空局関西国際空港事務所総務部総務課 課長 伊藤　毅 0724-55-1321 0724-55-1325

関西国際空港株式会社総務部国際課国際一係 係長 萩本昌史

関西国際空港株式会社運用管理部運用課 課長代理 西田孝雄 0724,55-2215 0724-55-2053

朝日航洋株式会社大阪支社営業部 次長 塗芳一 06-368-8870 06-368-8875

中日本航空株式会社企画室 取締役 福富英行 0568-28-0381 0568-28-5677

株式会社ジャパンエアトラスト運航部 操縦士 高尾裕司 086-263-4001 086-263-0323

エア・インディア旅客営業部 次長 横田寛幸 06-264-5911 06-264-5998

日本通運株式会社大阪航空支店国際貨物業務課 課長 福本伸明 06-534-5230 06-534-5915

国連ボランティア計画 UNVﾘｴｿﾞﾝｵﾌｨｻ 新垣尚子 075-465-0042 075-465-0042

日本レスキュー協会 事務局長 大山直高 06-305-4900 06-305-4203

日本レスキュー協会 航空担当 椋浦誠一 06-305-4900 06-305-4203

日本レスキュー協会 企画室長 村田隆真 06-305-4900 06-305-4203

産経新聞大阪本社航空郎 部長 廣瀬彰 06-343-3478 06-345-4632

朝日新聞大阪本社航空部 操縦士 三田幸典 06-855-1326 06-853-1665

読売新聞大阪本社編集局航空課 課長 友部　博 06-361 -1 1 1 1 06-366-1755

聖隷三方原病院 副院長 岡田蔵人 053-436-1251 053-438-0652

ＡＭＤＡメディカルコーディネーター 篠原　明 0729-65-0731 0729-65-2022

ＡＭＤＡネパール 代表 R.ポカレル 0726,81-3801 0726-82-3834

ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西 横山雅子 06-636-2333 06-636-2340

ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西 伊勢田員純 06-636-2333 06-636-2340

ＡＭＤＡ 代表 菅波　茂 086-284-7730 086-284-6758

ＡＭＤＡ 事務局長 近藤祐次 086-284-7730 086-284-6758

ＡＭＤＡ 鶴藤浩徳 086-284-7730 086-284-6758
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報告書資料

略号 会　　　　　　社　　　　　　名

ＡＡ American Airiines アメリカン航空

ＡＣ AjrCanada エア・カナダ

ＡＦ ﾒMrFrance エールフランス

ＡＩ ﾒMrlndia エア・インディア

ＡＮ Ansett Australia アンセット・オーストラリア航空

ＡＹ Finnair フィンランド航空

ＡＺ Alitalia アリタリア航空

ＢＡ British Airways ブリティッシュ・エアウェイズ

ＢＧ Biman Ban91adesh Airlines ピーマン・バングラデシュ航空

ＢＩ Royal Brunei Airlines ロイヤルブルネイ航空

ＢＲ EVA Airways エバ=一航空

ＣＡ AirChina 中国国際航空

ＣＩ China Airlines 中華航空（台湾）

ＣＰ Canadian Airlineslntemational カナディアン航空

ＣＳ Continental Micronesia コンチネンタル・ミクロネシア航空

ＣＸ Cathay Pacific jajrways キャセイパシフィック航空

ＣＺ China Southem jjrlines 中国南方航空

ＤＬ Delta Air Ljnes デルタ航空

ＥＧ JapanAsiaﾒsjrways 日本アジア航空

ＥＬ AirNippon エアーニッポン

ＦＪ ﾒsjrPacific エア・パシフィック

ＧＡ Garuda lndonesia ﾒMrways ガルーダ・インドネシア航空

ＩＢ lberiaﾒMriines of Spain イベリア・スペイン航空

ＩＲ |｢anA｣｢ イラン航空

ＪＤ Japan AirSystem 日本エアシステム

ＪＬ Japan Airlines 日本航空

ＫＡ Hong Kong Dragon Airiines 港龍（ドラゴン）航空

ＫＥ KOrean Air　　　　　　　‘ 大韓航空

ＫＬ KLM Royal Dutch Airlines KLMオランダ航空

ＬＨ Lufthansa German Airiines ルフトハンザ・ドイツ航空

ＭＨ Malaysia Airlines マレーシア航空

ＭＳ Egyptair エジプト航空

ＭＵ China Eastem jajriines 中国東方航空

ＮＨ ﾒsJINippon Ajrways 全日本空輸

ＮＷ NOrthwest Airlines ノースウエスト航空

ＮＺ AirNew Zealand ニュージーランド航空

ＯＳ Austrian Airlines オーストリア航空

ＯＺ Asiana Airiines アシアナ航空

ＰＫ Pakistan lnternational Airlines パキスタン国際航空

ＰＲ Philippine Ajrlines フィリピン航空

ＱＦ Qantas the Australian Airline カンタス・オーストラリア航空

ＲＡ Royal Nepal Airiines ロイヤルネパール航空

ＲＧ varig Brazilian Airlines ヴァリグ・ブラジル航空

ＳＫ Scandinavian AjrlinesSystem スカンジナビア航空

ＳＮ Sabena World Airlines サペナ・ベルギー航空

ＳＱ Singapore Ajrlines シンガポール航空

ＳＲ Swissair スイス航空

ＳＵ Aeroflot Russian lntemational Airlines アエロフロート・ロシア国際航空

ＴＧ Thai Airways lntemational タイ国際航空

ＴＫ Turkish Ajriines トルコ航空

ＵＡ United Airlines ユナイテッド航空

ＵＬ AjrLanka エアランカ航空

ＶＮ vietnam Airlines ベトナム航空

ＶＳ virgin Atlantic Airways ヴァージンアトランティック航空

ＷＨ China Northwest Airlines 中国西北航空
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地域防災民間緊急医療ネットワークフォーラム

マ
所
優

一テ
場
共

参加予定

地域防災民間緊急医療ネットワーク構想　相互扶助と社会貢献

兵庫県医師会館　　　　　日　時　　２月16日　14 : 00～17 : 00

日本医師会　全日本病院協会　ＡＭＤＡ

医療関係者　行政関係者　通信関係者　航空関係者　製薬関係者

医療機器関係者　報道関係者　コンピューター関係者

ボランティア団体

　　　昨年の阪神大震災発生から１年を迎えようとしています｡被災者の方々にとって

は未だに厳しい状況が続いていますことに心を痛めるとともに速やかな復興を願う日々

です。 ＡＭＤＡも救援医療活動に参加して、特に日本国内の災害発生から２４時間以内

における迅速にして効果的な緊急医療活動の展開のために民間レベルでの災害時緊急医

療協力体制の確立を痛感しました｡具体的には被災地におけるフロントライン､通信､輸

送の確保、さらには医療ボランティア、医薬品、医療機器の補給支援と重傷患者の後方

搬送体制等です。

ｔ
の
医
療
機
関
が
所
属
す
る
民

日
ウ
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
、
画
会

　
　
に
呼
び
か
け
て
合
意
。
会
員
約

毎
十
三
万
人
の
医
師
会
ヽ
約
二
千

新』口重リ９９６年（平成8年）1月１９日（金曜日）
　
民
間
の
国
際
医
療
援
助
団

体
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）

が
日
本
医
師
会
、
全
日
本
病
院

協
会
（
全
日
病
）
と
共
同
で
地

域
防
災
民
間
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
構
想
が
、

十
八
日
ま
で
に
ま
と
ま
っ
た
。

阪
神
大
震
災
で
も
救
援
活
動
に

携
わ
り
、
緊
急
救
援
の
ノ
ウ
ハ

間
病
院
組
織
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
災
害
時
に
迅
速
で
効

果
的
な
医
療
活
動
が
期
待
で

き
る
。
近
く
実
現
の
運
び
で
、

来
月
十
六
日
、
神
戸
市
の
兵

庫
県
医
師
会
館
で
三
者
共
催

の
第
一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

く
。

　
構
想
で
は
、
活
動
拠
点
と
な

る
病
院
や
担
当
医
師
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
。

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
情
報
交

換
す
る
ほ
か
、
全
国
を
七
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

緊
急
医
薬
品
や
医
療
機
器
の
備

蓄
基
地
と
な
る
病
院
を
指
定
、

そ
れ
ぞ
れ
一
万
人
分
の
医
薬
品

三
日
分
を
常
備
す
る
。
今
後
、

航
空
会
社
な
ど
に
も
協
力
要
請

し
、
患
者
や
救
援
物
資
の
輸
送

ル
ー
ト
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
活
動
に
参
加
で
き
る
医
者

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
一
般
病
院

の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
備
す

る
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
相
互
扶
助

と
社
会
貢
献
」
を
テ
ー
マ
に
開

く
が
、
三
者
の
ほ
か
に
通
信
、

航
空
、
行
政
関
係
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
約
百
人
が
参

加
、
役
割
分
担
な
ど
も
話
し
合

う
。

　
兵
庫
県
医
師
会
の
瀬
尾
癩
会

長
（
日
本
医
師
会
理
事
）
は
「
震

災
は
行
政
の
限
界
を
示
し
た
。

十
分
な
治
療
が
で
き
ず
、
歯
が

ゆ
い
思
い
を
し
た
医
師
が
多
か

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を

生
か
せ
ば
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
え
る
は
ず
』
と
話
し
て
い

る
。

医
師
会
、

2
0
0
0
の
医
療
機
関
と
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■中国雲南省大震災緊急救援活動報告

中国雲南省大震災緊急救援プロジェクト

［概要］

　２月３日午後７時１４分（日本時間午後８時１４分）中国雲南省の北西部でＭ７の大

地震が発生。 DHAの情報によれば、死者は２２８名、負傷者は１４、０００人。また家

を失った人は３０万人に上る。

［ＡＭＤＡの動き］

　２月５日、第一陣３名が関西空港よりキャセイ航空５０３便　１０時３０分発で香港

に向け出発した。香港で中国のビザを取得後、広東省の広州に入り、広東省人民病院の

医師１名と合流。

　２月６日朝、現地時間午前９時３０分昆明に到着。しかし、被災地に入る許可が中国

政府よりおりず、重傷患者が搬入されている昆明の病院数カ所で後方支援（重傷患者に

対し診察の助言）を行っている。

　２月７日、第一陣が持って入った医療品４０キロと中国で購入した７００キロ（１０

０万円相当）は雲南省衛生庁を通し、政府の飛行機で被災地に運ばれる。被災地の病院

は被害が大きく、全く機能していない状態。医薬品、医療機材の必要性が叫ばれる。

　第二障は、中国東方航空５ １６便　１３時３０分関西空港発で上海に到着。上海医科

大学の医療チームと合流。

　２月８日、第二障は昆明に入り第一陣と合流の予定だったが、北京政府より許可がお

りず、上海で「現地入りの許可」を得るため調整中。

　第二障が持って入ったWHO Emergency Kits8 3 0 キロについては被災地に送るべく、

上海で手配中。本部では医療品、医療機器、防寒具、毛布の寄付を企業や各関係団体に

呼びかけ、２月１１日、エア・テャイナをチャーターし昆明まで上海経由で搬送予定。

［第一陣　３名］

　１．笹山　徳治

　２．岩永　資隆

　３．加藤　奈津子

[第二陣　５名]

　１．汪　達紘

　　(Wang Da-Hong)

　2.吉開佳代子

３．菊池和雄

４．日谷明裕

５．小松昭良

調整員１９５１年２月生まれ　福山市在住

医師（医療法人アスカ会）１９６０年８月生まれ　岡山市在住

看護婦１９４３年５月生まれ　大阪市在住

医師（岡山大学医学部公衆衛生学教室）１９６０年４月生まれ

北京出身

看護婦（弘恵会ヨコクラ病院）１９６５年１月生まれ

福岡県大牟田市在住

調整員１９５１年７月生まれ　横浜市在住

１９９４年ルワンダ救援プロジェクト、９５年アンゴラ救援プ

ロジェクト

医師（国立療養所明星病院）１９６５年７月生まれ　三重県多

気郡在住

調整員１９５８年９月生まれ　泉佐野市・上海市在住
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加II在萱l　　　　j謳し　　　　命Ｆ

１９９６年（平成８年）２月５日（月曜日）

●

１１
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
‘

晋
一
ｍ
一
、
忿
一
１
万
四
大

中国雲南省鯖江で、毛布にくるまリ塞さに耐

える被災者たち（テレビ画面から、ロイター）

　
　
「
北
京
４
日
＝
大
江
志
仲
」

四
日
の
新
華
社
通
信
に
よ
る

と
、
中
国
雲
南
省
北
西
部
の
鯖

江
納
西
（
ナ
シ
）
族
自
治
県
一

帯
で
三
日
午
後
七
時
十
四
分

　
（
日
本
時
間
間
八
時
十
四
分
）

ご
ろ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

７
・
Ｏ
の
強
い
地
震
が
発
生

し
、
四
日
夜
ま
で
に
少
な
く
と

も
死
者
二
百
二
十
八
人
と
一
万

三
千
七
百
人
の
け
が
人
が
出
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
雲
南
省
当
局
は
災
害
救
援
本

雲南省

部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
軍
隊

を
投
入
し
て
救
援
作
業
を
続
け

て
い
る
が
、
同
自
治
県
付
近
で

は
老
朽
家
屋
の
一
割
が
倒
壊
し

て
お
り
、
犠
牲
者
は
さ
ら
に
増

え
そ
う
だ
。
中
国
政
府
も
同
日

午
後
、
呉
邦
国
副
首
相
を
団
長

と
す
る
慰
問
団
を
現
地
に
派
遣

し
た
。
慰
問
団
は
雲
南
省
政
府

と
と
も
に
救
援
活
動
の
指
揮
を

と
る
。

　
地
元
の
地
震
観
測
当
局
に
よ

る
と
、
震
源
地
は
同
省
の
省
都

・
昆
明
か
ら
北
西
約
三
百
渋
’
付

近
の
納
西
族
自
治
県
と
中
旬
県

の
中
間
地
点
。
負
傷
者
の
内
訳

は
重
傷
約
三
千
七
百
人
、
軽
傷

●
約
一
万
人
。
現
地
で
は
電
気
、

水
と
も
供
給
不
能
に
な
っ
て
お

り
、
外
部
と
連
絡
が
と
れ
な
い

地
域
も
出
て
い
る
模
様
だ
。

　
地
震
発
生
後
、
人
民
解
放
軍

を
中
心
と
す
る
約
二
千
人
の
救

援
隊
や
医
療
班
が
現
地
入
り
し

被
災
者
の
救
出
、
捜
索
に
あ
た

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
独
特
の
民
族
伝
統
文
化
を
誇

る
雲
南
省
は
海
外
と
く
に
日
本

か
ら
の
旅
行
者
の
多
い
地
域
だ

が
、
現
地
当
局
者
に
よ
る
と
被

害
者
に
外
国
人
は
い
な
い
模
様

だ
。

　
雲
南
省
で
は
、
昨
年
十
月
に

も
Ｍ
６
・
５
の
地
震
が
起
き

た
ば
か
り
。
中
国
国
家
地
震

局
は
今
年
一
月
、
同
省
周
辺
で

Ｍ
６
－
フ
ク
ラ
ス
の
地
震
が

起
き
る
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
師
ら
を
派
遣

　
中
国
・
雲
南
省
で
死
者
二
百

二
十
八
人
、
一
万
三
千
七
百
人

の
け
が
人
を
出
し
た
地
震
で
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
は

四
日
、
医
療
支
援
と
し
て
医
師

ら
三
人
を
派
遣
す
る
こ
と
を
淡

め
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
岩
氷
質
隆
医
師

（
一
£
）
（
岡
山
市
）
と
看
護
婦
の

加
藤
奈
津
子
さ
ん
（
五
二
）
（
大
阪

市
）
、
調
整
員
の
笹
山
徳
治
さ

ん
（
四
四
）
（
広
島
県
福
山
市
）
。

栄
養
補
給
の
点
滴
セ
ッ
ト
や
抗

生
物
質
、
解
熱
鎮
痛
剤
計
四
十

諺
の
支
援
物
資
な
ど
を
用
意
し

て
五
日
朝
、
関
西
国
際
空
港
か

ら
香
港
経
由
で
広
州
へ
行
き
、

広
東
省
人
民
病
院
の
医
師
ら
三

人
と
合
流
し
、
百
万
円
相
当
の

医
薬
品
を
調
達
。
早
け
れ
ば
六

日
に
も
現
地
入
り
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
中
国
地
震
義
援

金
の
振
込
先
は
郵
便
振
替
で

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
０
１
２
５
０
・

２
・
４
０
９
０
９
）
」
へ
。
通

信
欄
に
「
中
国
」
と
明
記
す
る

こ
と
ｏ

-
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氏祠まＦご宣．含蓄こ１９９６年（平成８年）２月１２日（月曜日）

薬
な
ど
3
5
ブ
集
ま
る

1
6
ン
積
み
岡
山
空
港
離
陸

　
中
国
・
雲
南
省
で
起
き
た
地
震
の
被
災
地
へ
救
援
物
資
を
運
ぶ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）

の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
十
一
日
午
後
一
時
三
十
五
分
、
岡
山
空
港
か
ら
飛
び
立
っ
た
。
市
民
団
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
物
資
は

三
十
五
ジ
に
も
な
り
、
う
ち
十
六
ジ
を
積
み
込
ん
だ
。
昨
年
六
月
の
サ
ハ
リ
ン
大
震
災
の
救
援
時
よ
り
り
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
、
菅
波
茂
代
表
は
「
実
践
経
験
が
よ
り
豊
富
に
な
っ
た
」
と
満
足
そ
う
な
表
情
で
話
し
て
い
た
。

　
県
内
の
宗
教
団
体
を
中
心

に
、
隋
内
外
の
市
民
グ
ル
ー
プ

や
製
薬
企
業
な
ど
十
九
団
体

一
か
ら
医
薬
品
や
毛
布
、
衣
料
品

･‘喝

チャーター機に続々と積み込まれる救援物資

な
ど
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
日

朝
、
大
学
生
や
神
戸
復
興
の

グ
ル
ー
プ
か
り
ｔ
十
人
が
駆
け

付
け
て
こ
ん
包
作
業
を
手
伝

っ
た
。

　
医
療
活
動
で
被
災
地
近
く
の

雲
南
省
の
省
都
・
昆
明
に
入

り
、
十
日
に
帰
国
し
た
岩
永
資

隆
医
卿
£
に
よ
る
と
、
現
地

の
医
師
は
足
り
て
い
る
が
、
医

薬
品
な
ど
の
物
資
が
足
り
な
い

状
態
。
中
国
国
際
航
空
チ
ャ
ー

タ
ー
機
の
任
志
軍
機
長
（
Ｊ
一
）
も

「
感
謝
し
ま
す
。
責
任
を
持
っ

て
確
実
に
届
け
ま
す
」
と
話
し

て
い
た
。

救
援
物
資
を
空
輸

7Sfll

月曜日

ふ　　　iね一一　　　乖斤

　　１９９６年(平成８年)２月１２日

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
国
地
震
被
災
地
へ

　
中
国
雲
南
雀
北
西
部
の
震
災

被
災
者
救
援
の
た
め
、
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
岡
山
市
檜
津
）
が
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
貨
物
機
が
十
一
日
、

医
薬
品
な
ど
の
救
援
物
資
を
積

ん
で
岡
山
空
港
（
同
市
日
応
寺
）

か
ら
中
国
へ
向
か
っ
た
。
岡
山

空
港
で
は
昨
年
六
月
の
ロ
シ
ア

・
サ
ハ
リ
ン
地
震
救
援
に
次
い

で
二
回
目
。

　
搭
載
し
た
の
は
、
抗
生
物
質

や
点
滴
の
セ
ッ
ト
な
ど
の
医
療

物
資
や
衣
料
品
、
毛
布
、
懐
中

電
灯
、
靴
な
ど
計
約
十
六
ト
ン
。

今
回
は
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
は
派
遣
せ
ず
、
物
資
の

み
を
空
輸
。
貨
物
機
は
中
国
・

上
海
経
由
で
被
災
地
に
近
い
雲

雨
省
の
毘
明
に
向
か
い
、
同
省

政
府
に
救
援
物
資
を
渡
す
。
。

　
同
機
の
任
志
軍
機
畏
（
？
）
は

　
「
岡
山
県
民
ら
の
心
の
こ
も
っ

た
救
援
物
資
提
供
な
ど
に
と
て

も
感
動
し
た
。
被
災
者
に
代
わ

っ
て
感
謝
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
救
援
物
資
は
、
岡
山
県
下
の

宗
教
団
体
や
大
学
、
国
際
協
力

団
体
、
企
業
、
阪
神
大
震
災
の

被
災
地
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
や
自
治
体
な
ど

･|?●

約
二
十
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ご
一
百
の
地
震

発
生
以
後
、
救
援
活
動
を
辰
問

こ
れ
ま
で
に
第
一
、
第
二
障
で

計
ハ
人
を
中
国
に
派
遣
。
第
一

陣
で
昆
明
入
り
し
帰
国
し
た
岩中国に向かうチャーター機に積み込まれる医薬品

や毛布などの救援物資＝11日午後、岡山空港

氷
貴
賤
医
師
？
五
）
＝
岡
山
市
＝

は
「
骨
折
や
首
の
脱
き
ゅ
う
の

患
者
が
昆
明
の
病
院
に
運
ば
れ

て
い
る
。
被
災
地
で
は
医
師
は

多
い
が
、
医
薬
品
な
ど
が
不
足

し
て
い
る
状
況
だ
」
と
話
し
た
。

　
　
四
川
省
で
は

　
　
豪
雪
救
援
へ

　
中
国
四
川
省
で
豪
雪
に
よ
り

約
二
十
万
人
が
孤
立
し
て
い
る

と
の
情
報
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
十
一

日
、
医
薬
品
な
ど
の
救
援
物
資

の
空
輸
や
医
療
チ
ー
ム
派
遣
を

決
め
た
。

　
計
画
で
は
、
広
島
－
中
国
・

西
安
の
定
期
航
空
使
な
ど
で
輸

送
。
現
地
で
は
軍
の
飛
行
機
に

よ
る
投
下
で
被
災
者
に
物
資
を

届
け
る
ほ
か
、
震
災
被
災
者
救

援
の
た
め
雲
南
省
・
毘
明
に
い

る
医
療
チ
ー
ム
の
一
部
を
四
川

省
に
派
遣
す
る
。
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喝

嘩●

梱包された

救援物資

医薬品などの

救援物資を

チャーター機に

積みこむ

　(岡山空港)
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● 9 ミ ゛

-ス地域のニュ
６年（平成８年）２月１２日（月曜日）

雲台日お闇雲

１９９

四 = = - = = = 一 － = =

雲南省地震

●

一
層
の
支
援
が
必
要
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
師
が
状
況
報
告

　
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
中
国

喪
南
省
に
十
一
日
、
チ
ャ
ー
タ

ー
機
で
救
援
物
資
を
送
っ
た
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
は
同
日
、
岡
山
空
港
内

で
記
者
会
見
を
行
い
、
医
療
チ

ー
ム
の
第
一
陣
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
岩
永
資
隆
医
師
（
Ｊ
）
が

「
超
緊
急
の
事
態
は
乗
り
切
っ

た
よ
う
だ
が
、
復
興
に
向
け
て

一
層
の
支
援
が
必
要
」
と
現
地

の
様
子
を
報
告
を
し
た
。

　
岩
永
医
師
ら
は
当
初
、
上
海

医
科
大
の
チ
ー
ム
と
合
流
し
、

被
災
地
に
入
る
予
定
だ
っ
た

が
、
許
可
が
下
り
ず
、
昆
明
市

内
で
移
送
さ
れ
て
き
た
重
傷
患

者
を
診
た
り
、
関
係
者
か
ら
現

中
国
の
被
災
地
に
向
け
て
積
み
込
ま
れ
る
救
援
物
資

地
の
情
報
を
収
集
し
た
。

　
救
援
物
責
の
こ
ん
包
作
業
に

は
、
県
内
の
個
人
や
大
学
の
で

ル
ー
プ
、
中
国
人
留
学
生
な
ど

約
七
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

あ
た
っ
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
機
の

機
長
、
中
国
国
際
航
空
の
任
志

軍
さ
ん
（
Ｊ
一
）
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を

は
じ
め
岡
山
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。
真
心
の
こ
も
っ
た

物
資
を
無
事
届
け
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。

加呵左宜こ　　　　j謳む　　　　奈ＦＦ

　　　１９９６年（平成８年）２月ワ日（水曜日）

嘱1

月曜日

　7塑丿四l宍

平成８年(1996年)２月１２日

●
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

　
救
援
物
資
送
る

　
　
　
　
雲
南
省
地
震

　
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、

本
部
・
岡
山
市
）
は
十
一
日
、

中
国
雲
南
省
北
西
部
で
発
生
し

た
地
震
の
被
災
者
救
援
の
た

め
、
医
療
品
な
ど
の
救
援
物
資

約
十
六
一
を
、
岡
山
市
の
岡
山

空
港
発
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
、

雲
南
地
震

救
援
の
輪

同
省
昆
明
ま
で
送
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
に
、

医
師
や
看
護
婦
ら
を
二
回
に
分

け
て
派
遣
し
て
お
り
、
今
回
の

物
資
輸
送
は
第
三
陣
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
に
入
っ
た
連
絡
に
よ
る
と
、

余
震
は
千
三
百
四
十
六
回
発

生
。
こ
れ
ま
で
に
二
百
四
十
五

人
が
死
亡
し
、
一
万
四
千
人
が

負
傷
。
う
ち
三
千
七
百
人
が
重

傷
を
負
っ
て
お
り
、
三
十
四
万

棟
の
建
物
が
壊
れ
た
と
い
う
。

　
中
国
雲
南
省
を
襲
っ
た
地
震

の
被
災
者
を
救
耀
す
る
た
め
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
は

七
日
午
後
、
第
二
陣
と
し
て
医

師
ら
五
人
を
派
遣
す
る
。
抗
生

物
質
な
ど
医
療
物
資
八
百
三
十

♂
を
積
み
、
関
西
国
際
空
港
か

ら
上
海
に
向
け
出
発
す
る
。

　
五
人
は
、
医
師
日
谷
明
裕
さ

ん
（
Ξ
〇
）
（
三
重
県
明
和
町
）
、

中
国
出
身
の
医
師
圧
迫
紘
さ
ん

（
三
五
）
（
岡
山
市
）
ら
。

　
雲
南
省
の
地
震
に
対
し
、
神

戸
を
中
心
と
し
た
市
民
グ
ル
ー

プ
「
阪
神
大
農
災
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ

救
援
連
絡
会
議
」
（
草
地
賢
一

代
表
）
が
六
日
、
義
援
金
や
救

援
物
資
の
募
集
な
ど
の
支
援
を

始
め
た
。
神
戸
華
僑
総
会
（
林

同
春
会
長
）
が
進
め
て
い
る
支

援
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

義
援
金
は
同
総
会
を
通
じ
て
役

立
て
る
。

　
義
援
金
の
振
込
先
は
郵
便
振

S
(
)
(
)
(
7
)
t
‘
o
‐
‐
‐
c
‐
‘
‐
c
y
)
(
7
)
t
z
'

２
８
、
口
座
名
義
「
阪
神
大
震

災
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会

議
」
で
通
信
欄
に
「
中
国
雲
南

地
震
救
援
」
と
明
記
を
。

　
物
資
は
〒

6
5
0
神
戸
市
中
央
区

中
山
手
通
一
の
二
八
の
七
、
カ

ト
リ
ッ
ク
社
会
活
動
神
戸
セ
ン

タ
ー
ヘ
。
問
い
合
わ
せ
先
は
同

連
絡
会
議
（
０
７
８
・
３
６
２

・
５
９
５
１
）
。
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ｌ
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接収椙贈書

尊敬的AMDA雲南代表世山徳治先生:

　　我謹代表麗江、大理、迪慶、怒江地匯的災

民。接受ＡＭＤＡ壹ｲ百萬人民幣替療救援物資井致

深深的謝意！

　　我椚游ほ最快捷的速度、把追批物資遅刻災

匯、役人讐療救護工作中。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　致

檀
１
１
一
一

雲南省衛生斎庭長

。゛南´衛　　からの礁=　゛

贈呈書をお受けいたします。

尊敬するＡＭＤＡの雲南代表　笹山徳治先生

湯煎生

1996年2月12

　雲南省麗江・大理・迪慶の被災民たちを代表いたしまして、謹んでＡＭＤＡから贈呈

していただいた百万元に相当する医療救援物質を受け取り、心から深く感謝の意を表す

る次第です。

　我々は一刻も早く、これらの救援物質を負傷した被災地の人々の救援のために届けよ

うと思っております。

疆！

致

雲南省衛生庁庁長

楊慈生

1996年2月12日

国際医療協力vol.19 N0.2 1996　25



■ボスニア避難民救援医療活動報告

-

●

●

ア
ー
’
ｌ
ｌ

ｊ
ｊ

ｇ

ｇ

　　　　　ボスニア調査団報告書（１）

　　　　　　　　　　　　　　　深谷幸雄、及川雅典、木山啓子

【１】ボスニア内クロアチア人居住地区調査

＜１＞調査員

＜２＞期間

＜３＞調査地

深谷幸雄、及川雅典、木山啓子

1996/01/27~01/28

ボスニア内、|日セルビア人居住区、今後クロアチア人居住区

になる予定

　＜４＞目的

　１　今回のボスニア人道援助は複雑な背景から判断し､三つの勢力に対して均等に援

助を行う事を必要条件とした。したがってモスリム系のサラエボ、セルビア系のバニャ

ルカ、クロアチア系のモスタールが候補として上がった。しかしモスタールは地図でも

わかるとおりクロアチア人とモスリム人が川をはさんでにらみ合っており、非常に緊張

がたかまっている状況である。したがってモスタールの調査は今回不可能である。しか

も今後の状況次第で援助そのものが不可能となる可能性があり、候補としては不適当と

判断した。

　２　今回候補としてあげたのは、紛争前にはセルビア人居住区であり、セルビア人が

全てセルビア勢力内に逃避した町である。現在はクロアチア勢力範囲内で、ボスニア内

からのクロアチア難民が居住を始め、また国外避難クロアチア人の帰還候補地となって

いる。しかし食料も含め補給が不足しているという情報で調査地とした。

　＜５＞行動

　1/27am9 : 30 Zagreb 発-Karlovac-Gracac-Kfin-Strmica着pm3:00ここの国境は閉鎖され

ておりIFORしか通過できないとのことであった。Splitへ行き宿泊

　1/28am6 : 30 Split発-Branze-Kamensko am7 : 20 国境通過。Livno-Glamoc am8 : 30 着。

町は全く人影がなくIFORとポリスだけがいた｡その後通りがかりのおぱあちゃんの家に

行った。そこの家族４人からこの町の状況（後述）を聞き、おばあちゃん、おじいちゃ

ん、おかあちゃんの診察をして、適当な薬を置いて退出。病院の建物を見る。クロアチ

ア兵が一人警戒に当たっていた。

＜6＞Glamocの状況

1　10000~12000程度の人口の町が現在500人ほどになっている。建物はほとんど形

　　をとどめて残っている。

２　電気は来ている。

３　水は来ている。

４　英国からのIFORが町の警戒に当たっていた。
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　５　食料の供給は不足しているが､飢餓に落ちいっている状態ではない｡ CARITASが
食料を一ヵ月前に持ってきた。

　＜７＞医療状況

　１　診療所はない

　２　医療関係のＮＧＯはない。

　３　病院はクロアチア兵が一人警戒に当たっている。だいたい100床程の３階建ての

建物。一階は外来、事務、２階は検査室、３階は病室、ベッドは骨組みは使えそう。病

院の暖房に関しては不明。

　＜８＞考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………j　　　　　　　。

　クロアチアが領土の関係からクロアチアに接した部分にクロアチア居住区を広げ､将

来領土問題が起きたときに利用しようと考えている事から、政治的に問題となる可能性

はある。しかしそれは現在ボスニアのどこを考えても同じである。

　総括的に見てこの地方の医療を含めた全体のneedsは非常に大きく、他のN（j（jも入っ

ていず、今の建物を利用してかなり早い時期に活動を開始できると思われる。今後国外

にいるクロアチア人難民の帰還が勧められる場合この地方が候補になり、人口はどんど

ん増加するであろう。ボスニア政府の（モスリム系）保護が及びにくい状況を考えると

この地方の活動の意義は大きいと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　＜９＞今後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　Ｉ　この地方への帰還難民の程度を関係機関にて把握できないか。

　2　Tjtov-Drvar､Bosansko-Grahovoの状況を調べると同時に、Bihac －Bosanski-Petrovac

からのアプローチの可能性を調査する。（Zagrebからの支援が可能になり有利）

【２】ボスニア内モスリム人居住地区＝サラエボ調査（second edition）

＜1＞調査員　　　　及川雅典、木山啓子、深谷幸雄

＜２＞期間　　　　　1996/01/29~02/01

＜3＞調査地　　　　ボスニア内、モスリム人居住区＝サラヱポ

＜４＞目的

　１　援助要請のあったサラエポ大学Faruk Korijhodzic氏にあい、援助要請の具体的

　　　内容について調査、検討する。

　２　サラエポ地区の具体的needsを調査するために、関係機関と接触する。

　　　WHO､UNICEF､UNHCR､collective centerなど。

　３　サラエボで活動しているＮＧＯと接触し、出来れば協同事業の可能性について

　　　調査、検討する。　　　　　　　　　　　　　　‾
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　　＜５＞行動

　　1/29 6 :40 JEN 発　7 : 05 Zagreb 空港、IFORへ到着、手続き（木山氏の名前がリスト

　から抜けていたため交渉。名前が読みにくいため？リストから落ちた事がわかり、搭乗

　可能となった。一一奇跡的なことだ）

　　　　　8:30zagreb発Split経由にて1 1 :00 Sarajevo 着。

　　＊国連の貨物輸送用のプロペラ機が使用されている。これは48時間前に登録せねばな

　らず、手続きも繁雑で批判が多い。たとえ席が空いていても乗せてくれないので、予定

　を立てるときに注意。

　　さすがに空港は警戒が厳しい。通訳が空港まで迎えに来ていた。

　　＊現地の人間はたとえタクシーでも空港まで入る事ができない。迎えを頼むときは要

　注意。彼等は特別なパスをもっていた。

　　ＵＮＨＣＲまでいき今回SarajevoでのサポートをしてくれるMileと接触。民泊のアパー

　トヘいく（JENのZagrebスタッフの両親の家）昼食をとりながらサラエボでのこちらの

　希望を伝えると共にサラエボでのアポ取りを開始する。しかし全て失敗。

　　＊サラエボでは殆ど全ての機関で（UN関係以外）はPM2時になると皆自宅へ帰り始

　めるとのこと。初日に取るべきアポに全て失敗した。

　　　　　19:00ボスニアホテルにてＵＮＨＣＲスタッフ４人と夕食を共にする。

　　＊気軽に当地の状態や、ＵＮＨＣＲの一般的な考え方を聞き非常に参考になると共に、

　我々のやろうとしていることに勇気と確信をもつことができた。にれは深谷の感想）

　　＊我々ガス出に調査したGlamoc地方（ヘルチェボスナ）に彼等も非常に興味をもって

　おりぜひ実行すべきだとのコメントをもらった。

　　＊KOQjhodzic氏はちょうどサラエボにいないことがわかった。 Mileのいとこの友人の

　ってからChief of Board of ClinicalHospital とSa伺evo red crossのchiefのHaracic氏に面会

　できることになった。

　　1/30 8 :00 よりCity Parliament との接触を試みるが失敗（全て予定がつまっている）

　　　　　9:00から市役所にいってCollective center への許可証を要請するが、自分は係

　ではないといった様子で受け付けてくれない｡（自分達はコーヒーを飲みながらおしゃべ

　りしているだけでたとうともしない。なんという官僚的なやつらだ！と怒ってはいけな

　い）

　　　　　10 :00Haracic 氏と面会。サラエボのClinical Centerの全般的状況を聞く。（後述）

　その後、病院ないの施設を見学する。

　　＊Konjhodzic氏からのproposalは生理検査部からの要求であり、病院全体として重要

　なものの要望書を2/1午前中に用意し、ふたたび面会することにした。

　　＊Collective centerへは1/3 1 red crossの職員が同行してくれることで解決。

　　　　　15 : 00 Merhamet （モスリム系NGO）DrDzumhur氏と面会する。サラエボ旧市内

　でモスリム教会の地下のような、救援物資置き場の事務所。鉄のノックをたたくと中か

　ら扉があけられ入っていく（なかなからしい所だ）。 Merhametのproject内容を聞く。

　　＊セルビア人に対する憎悪はかなり強い。明石代表に対する怒りもかなり強い。発言

　には要注意。結果的に共同作業の可能性は低いと思われた。

　　　　　18:00　アパートヘ帰る。 meetingお疲れさま
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現地の病院でミーティング中の

スタッフ　手前から汲川氏、

通訳、木山氏、深谷氏

サラエボ大学クリニカルセンター

グラジュデで２日前に不発弾によ

り負傷し、転送されて手術直後の

こども

サラエボ市内　破壊されたビル
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　1/31 8 :40 UNCEFで女史と面会。 Unicefがこのサラエボで行っている仕事の概要を間

く。

　　　　10:00サラエボ赤十字でmeeting。日本のＮＧＯと会うのは初めてだ。なぜもっと

早く来てくれなかったのかといわれる。一応謝っておいた。

　　　　12:00役所の係と通訳をともなって、Collective Center､ Social reconstructivecenter、

に見学にいく。

　＊どこにいっても最初からこの戦争中の概況を説明され､一般的な窮状を話しされる。

それがあまりに全般的で、しかも多くの時間をかけるので、医療面の、具体的な、実現

可能なプランヘの話しになっていけない。ここのところにこの国の置かれている物質的

窮状と伴に、ダイナミズムを失った社会、政治の窮状があるのかもしれない。

　　　　16 :00 UNHCR 氏と面会する。彼は昨日Gorajdeに行ったとのことで、まだ閉鎖

されたままの状態で、かなり厳しい状況のことを話してくれる。しかしそれ故にいま精

神的な援助が必要であり、我々が希望するなら同行してすぐにでも行ってくれるとのこ

と。Gorajdeでの精神的援助はどこも手がけてはいずに彼もかなり意欲的である。スケ

ジュールの面で行かれないの残念である。

　　＊戦闘が一応終結し、軍隊に行っていた若者遠がサラエボなどの町に今帰って来て

いる。町では武器が氾濫し、しかし仕事は少なく、仕事につけるのは技術をもったわず

かな人間だけである。物質的には徐々に満たされつつあるがそれを手にいれることがで

きるのは現金をもったものであり、仕事をもったものである。この４年間全く教育も職

業訓練も受けておらず、そういった若者遠の精神的荒廃が大きな問題となっていくだろ

う。精神的careをこれから進めねばならない。

　2/1　9 : 00 WHO Junsen 氏と面会。 ＷＨＯの進めている仕事の概況を間くと伴に、

Gor4jdeの情報ももらう。

　　　　10 :30 Haracic 氏と再び面会。結局、臨床検査センターの補修、医療機器の補充、

専門医の派遣、輸血運搬用車の要望を聞く。これらの件について英文によるproposalを

午後までに作るよう依頼し、退出。

　　　　11 : 30 CRS でNGOのリストをコピーさせてもらう。この時の情報で、水曜日に

CRSでGorajdeに関するmeetingをしたとのこと。現在Go哨deで活動している団体が参

加したとのこと。参加はIMC MSF､ICRC､AICF

　　　　12:00前線、モスリムの大きな墓地を見て周り、空港へ。

　　　　15:55サラエボ空港発－16 :40 Spnt 着－1 8:05 Zagllb 着　夕食後meeting AMDA

へ報告書第二報未完をFAXする。　お疲れさま

　　＜６＞サラエボ及びサラエボ大学の状況

　　１　サラエボ

　　現在の人口はおよそ３０万人

　　食料、医療品はほぼ足りてきている。薬局は6~7軒あるが医薬品は期限切れが多い

　　１次診療所umburantaは沢山あり、医者も数としては足りている。

　　町は人出が多くりfiぼでは若者がfeverしている。仕事がない

　　セルビア人を憎悪している人もおり､IFORが引き上げた後はどうなるか心配している
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人もいる。もともと多くの人は人種、宗教は関係なくいい関係で暮らしてきた。しかし

戦争で肉親を殺されてしまい、戦闘が終わってももとの関係に戻れるかは大きな問題と

思っている人が多い。

　セルビア人とクロアチア人で結婚した人も多く、そのような家族はどちらの地域でも

迫害を受ける可能性があり、国外に逃れるしかない。

　２　サラエボ大学

　戦闘が始まった８ヵ月で170発の砲撃が病院に命中した。全部で300発が落ちた。

　施設の多くが被害を受けた。戦争中に120000人の人間を治療した。 65000人が重傷で、

こどもは3000人含まれている。

　2500人が手や足の切断された。 600人の子供が含まれている。

　四肢麻峰の人間が200人いる。

　義足を待っている人が現在500人。一時的な義足をつけた人が1000人。既に義足をつ

けた人が数百人いる。

　リハビリテーションは一つしかなく、足りていない。

　1720床で、90％が稼働している。外来患者は600~800人／日、新入院は30~50人／日

　医者は600人、pgamedicalは1700人いる。数としては足りているが、専門家は足らな

いで、専門家でない人をまわしてやりくりしている。

　治療は全て無料である

　特に必要としている専門家は形成外科、泌尿器科、放射線料、麻酔料である。

　建物の修理をしようにも材料はないし、金もない。

　医療機器は故障したものも多く、足らないでいる。

　外科病棟の見学

　機械、器具、消耗品、薬品が足らない。

　麻酔科が少なく手術ができない。

　病院給食の質が悪い。

　建物、電気の供給、水の供給が悪い。修理できないでいる。

　腹部外科：一般の腹部外科（胆石、大腸の手術後）の患者であった。

　胸部外科:手術室は日本の二十年前にできてまだそのまま使っている感じの手術室で

ある。カテーテル類がなくて困る。胸部外科医は２人で、一応autosutureはあった。20~25

例／月の手術があった。

　形成外科：爆撃などで受けた傷の皮膚欠損などの形成外科の術後の患者が多い。二日

前､Dov（!jで不発弾で遊んでいた子供の兄弟が手の指を吹き飛ばされて運ぱれ､手術を受

けていた。

　小児科：一般の肺炎関係の子供が多い。薬は足りているとのこと。

　＜7＞Merhametとの会見

　旧サラエボ地区のイスラム系ＮＧＯメルハメットMERHAMET事務所にてDrZzumhur

Zlatan(ジュンフルズラタン)氏と面会サラエボ地区でのMERHAMETの活動状況につ

いて聞き取りを行った。活動の主点は＜１＞一人暮しの老人などを対象としたfamily
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doctor survice（医師、看護婦が訪問）によって衛生医療を行う。＜２＞市内で二箇所の薬

品供絵所の運営、診療所サ＝ビスを行うことなど。問題点としては戦争中多くの図書が

焼け、医学教育に大きな支障が出ていること。薬品の使用期限切れが近いということな

どがある。フィ＝ルドサービスにおいてはこの旧サラエボ地区の人口49000~50000人をカ

バーするため、フィールドワーカーを350人配置していた（戦争中）が、現在は50人程

度である。 1994年の資料では

　訪問サービス472件／相談1748件／身障対策（70％以上）324件／

　身障対策（50~69％以上）624件／親なし児対策432件／一人暮し老人対策349件

　妊婦対策370件／病気、怪我の子供対策4471件、

　その他栄養補給、精神対策を行った。

　子供の望ましい成長にとっては親の教育が重要であるから、こうした役割をになう看

護婦の教育を行う必要があり、こうした人材も求められる。もし可能であれば申請した

い。

　戦争終結によって一般的なニーズは低下しており、新たな診療所を開設する必要性は

この地区においてはないとのことである。しかし脳外科、形成外科などの専門医の必要

性が語られたことはクリニカルセンターでの聞き取り調査と結果を一とするもので、サ

ラエボにおける教育的立ち場の医師（専門家）の派遣を実現する必要があるであろう。

　旧サラエボ地区を中心とした、イスラムの福祉活動

　１医者などによる家庭訪問の活動をしている。薬局も二つもっている。

　２一般家庭の教育、両親の教育、保険活動。パンフレットや本の発行。

　３医者や看護婦を教育できる専門家の育成。

＜8＞Unicefからの情報

　　　　Unicefの施行しているproject

　　　　l vaccination　　　　2 pediatricdrug

　　　　3　primary health care healthy survice data　information system

　　　　4　psycosocial project mental psycologic

　　　　5　school health project

　　　　対象モスリムの子供30000、学校は32.セルビアの子供10000学校は８

　　　　　　学年あり、午前、午後にわかれる授業

　　＜9＞Conective centerおよび関連福祉施設の状況

　　　サラエボ全体で2000人の難民がいる

　　　　1　Bosna correctivecenter

　　　235人の難民、71人の子供、65才以上が39人、165人がボスニア西部から来た。

　　　服、靴が足りない。家の修理ができない。

　　　　2　Home forelderry＝老人ホーム

　収容者85人、在宅が160人、83才が最高、医師１人、アシスタント５人、スタッフ45人

　　　3　Social reconstructioncenter（Hospita一一center一一home）

　　　　社会復帰センター、老人、障害者　150人の入所者、63人が自力で動ける
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＜１０＞ＵＮＨＣＲからの情報

　１　訪問プロジェクト：老人の援助

　2　youth center: compuler center,expert 育成

　3　psychologic project:　councering center

　4　Hope 87 : community center2Austria

　　　　　　　　　　　　　　amphtase / phemlacy / plasticsurgery / prostheticsufgery

＜ 11＞Gorazdeの状況

1　40000人の人間がいる。 200人の四肢マヒの患者がいる。

２　水、電気の供給はいまだない。（ＷＨＯが発電機を設置した）

３　医療面はNSFが活動を始めた｡ＷＨＯもNSFをとおして医薬品を供給している。

４　電話、郵便などの通信手段が不備

５　メンタルな面での活動はまだ開始されていない。

６　政府は市民の流出防止策を打ち出しており、精神的、肉体的な閉鎖状況が今

後も続く。

７　ＮＧＯとしてはIMC､NSF､ICRC､AICFが活動を始めている。

８　ＵＮＨＣＲの車なら入ることが可能で、サラエボから1.5時間でいける。

＜12＞Medical center からの要望

　１　臨床検査センターの補修、医療機器の補充:約6300万円の見積りによる計画所

　　を受け取った。建物の修理と、超音波診断装置などを含めており、約半年間の間

　　に補修と補充を終了し、100％稼働するものである。計画書は受け取ったがクロ

　　アチア語なので英訳のものを要望してある。

　２　専門医の派遣:形成外科､泌尿器科､放射線科､麻酔科の派遣を要望された。

　正式のproposalを要望中。

　３　輸血運搬用車:現在輸血センターでは５台あった車のうち１台しか使用できず、

　　サラエボ中の輸血用血液の運搬が困難になっている。５人が乗れる運搬用車が１

　　台必要である。ジーゼルであれば中古車でもいいから、出来るだけ早く欲しいと

　　のこと。これはproposalをすでにうけとった。

　＜１３＞考察

　１　ヘルツェボスナ（Tjtov-Drvar､Bosansko-Grahovo､Glamoc）についてはやはりまだ手

付かずの所として注目される。 Banja Lukaの後調査に入る必要あり。 ＷＨ０､ＵＮＨＣＲの管

轄がわかったので電話にて今後の可能性について問い合わせる。

　２　サラエボはすでに60のＮＧＯがひしめいており、メンタルな面のプログラムも開

始されようとしており、新たなプロジェクトはCnnical Centerでの活動にしぽった方が実

際的と考える。したがってClinical centerへの、専門家の派遣、臨床検査センターの修理、

医療機器の充実、輸血輸送用の車の寄付を至急検討すべきと考える。

　３　モスレム人地区としてGor･!jdeはいまだ閉鎖されており、水や電気の供給もいまだ

なく、基本的な生活面、医療面ではいままさにNGOが入り始めた時である。まだメンタ
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ルな面の活動は不充分で、しかもＵＮＨＣＲが非常に興味をもっている。クロアチア内で活

勣しているsocial workerでボスニアに帰ることを希望する人かおり、実現の可能性も、活

動の有効性も大きい。出来るだけすみやかに行動を起こすべきと考える。

　＜１４＞今後の活動

　1　B哨a Luka への調査2/2~2/6

　2　’｀ルツェボスナ（Tjtov-Drvar､Bosansko-Grahovo､Glamoc）の調査2/7~2/8

現地地図

　　一一一一

　Fruぽ一nb●tw●側llr鴫●

一一一一
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■旧ユーゴスラビア難民救援医療活動報告
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ブコバル活動報告
　　　(AMDA

Nepal)
医師　Rajeeb Khanal

　1991年以前には、セルビア人、クロアチア人、ハンガリー人、スロベニア人といった

異なった国々の人々が東スラボニアで平和に暮らしていました。高い異種族間の結婚率

がその証拠です。旧ユーゴスラビアの崩壊によりこの幸せは引き裂かれました。 1991年

8月に勃発した戦争は民族の特性を強く反映したものとなりました｡この民族間の対立に

より、何千という死者、負傷者、避難者、難民が発生し、彼等の多くは家族や家を失い

ました。多くのクロアチア人がこの地域から去りました。そして1992年、国連は戦争を

仲裁し和平への道を開くべくその軍隊を派遣したのです。

　1994年の６月から７月にかけてJENでは、緊急を要する物品の査定プログラムを実行

し、東スラボニアの南部において多量の医療援助が必要なことが分かりました。この結

果を受けて、JENはブコバルの社会的弱者のグループ同様に、８月に避難者および難民へ

の薬剤支援プロジェクト等の人道的援助を開始しました。

　この地域はセルビアとの国境となっているＤＵＮＡＶ川の土手に位置し､Drava川により

北部と南部に分けられています。ここは大変肥沃な地域で、大部分の住人は農業に従事

しています。現在のところ、７万人の避難者あるいは難民を含む約15万人がここで暮ら

しています。ブコバルは東スロベニアの南部の中心地です。戦前は小さな穏やかな町で

した。不幸なことに、75％以上の家屋が戦争により完全に破壊されたのです。この町を

通り過ぎて行く人々は、こんな非人間的な状況下においてどうやって人間が生活できる

のだろうかと思っています。にもかかわらず、明るい未来そして平和を待ち望んでいま

だに２万人以上もの人々がここで生活しているのです。

　この社会の社会的、経済的そして文化的な部分は戦争のマイナス面の打撃を受けまし

た。地方自治体は途方もない経済危機に瀕しています。若者達は殆どの時間をざんごう

あるいは軍事訓練に費やしているので、経済を立て直す力にはなりません。大変高い失

業率となっています｡労働者の平均的な収入は最低限の生活費にも満たないものです｡社

会福祉機構は殆ど機能していません。理論上では、全ての避難者および社会的な介護は

社会保険機構によりカバーされることになっているのですが､実際は行われていません。

人口の殆どが人道的支援に頼っているのが実情です。彼等は緊急を要する薬剤でさえ入

手できないほど経済的に行き詰まっていますし、また少なくともセルビアまで行かなけ

れば簡単な外科および医療用品でさえ手に入りません。

　避難者および難民の生活状態は極めて貧しいものです。彼等はホストファミリーと生

活を共にするか、あるいは、衛生的であり台所用品が整っているといった通常の生活に

最低限必要な設備すらない半壊し放棄された家に住んでいます。避難者達は戦争の辛い

記憶に悩まされ続けています。彼等の多くは高血圧症、虚血性心疾患、リューマチ、気
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管支喘息そして不安神経症といった慢性的な病気を抱えた中高齢者達です。若い世代の

自殺は著しく増加しています。

　当地区は常に緊迫した状況下にあり、Bihacでのセルビア人に対するNATOの空爆後は

更に悪化した状況となっています｡2人のJENメンバーは、セルビア当局から発せられた

移動制限により、11月に２週間ほど国連本部に留まざるをえませんでした。この地区の

数カ所では､国道および人道的支援者に対して1年以上前から移動制限が設けられていま

す。ピストルをつきつけての車の強奪は日常茶飯事です。ピストルで脅され、45台以上

もの国連車両が今までに強奪されています。強奪されたそのすぐ翌日に、セルビア軍が

緑色をしたその車両を乗り回している光景が見受けられます（強奪された直後に白い国

連車両は緑色に塗り替えられるのです）｡地元の軍は国連職員を緑色に塗り替えられた車

で何度か護送しました。地方自治体は、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）および人

道的支援団体に対し､このような事件はニ度と発生させないと何度も保証してきました。

にもかかわらず､塗り替えられた車が戻ってきたにせよ、UNHCR（国連難民高等弁務官

事務所）そしてICRC（赤十字国際委員会）の車両は強奪されたのです。

　総体的に見て当地区の状況はデイトンでの交渉後改善されつつあります。少なくとも

人々には平和への期待が芽生え初めています。しかしながら、この区域の将来を思い描

く時、人々は混乱しジレンマに陥ります｡･

　JENの活動プロジェクト

　（１）調剤プロジェクトー前にも述べたように、JENは調剤プロジェクトを94年8月に

スタートさせました。調剤プロジェクトの目的は、避難民、難民そして最も社会的弱者

であるグループの人々に彼等の健康を維持するための医療援助を与えることにあります。

95年には合計14､494人の患者がJENの医療援助を直接受けました。医療援助の要請を見

てみると、高血圧等の心臓病、心筋梗塞、心臓疾患が最も多くなっています。次は不安

神経症で、現状からみて当然と言えるでしょう。抹消循環疾患症、消化性潰瘍、糖尿病、

てんかん、リューマチ性関節炎等は一般的によくみられる病気です。ここに各月の受益

者数を記載しました。（第１表）

　　　　　　　　　第１表　１９９６年　月別受益者数

月 受益者数（人） 月 受益者数(人)

１月 ５０３ ７月 １６５４

２月 ７０２ ８月 １５３４

３月 ７６４ ９月 １６４８

４月 7 3.6 １０月 １５３９

５月 ７７３ １１月 １３８７

６月 １５００ １２月 １７５４
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　（２）緊急援助基金プロジェクト

　前にも述べましたように社会福祉機構は存在していません。避難民および社会福祉受

益者達は、軽度の負傷者でさえ医療援助を受けるために人道的支援団体を頼らなければ

なりません。人手が乏しく医療設備もないプコバルの病院では、二次的な医療サービス

は行えません。簡単な整形外科的あるいは婦人科的な相談でさえ、人々はセルビアまで

行かねばなりません｡彼等の収入を考えるとその経済的負担はかなり大きなものです｡こ

れらの現状を把握した上で､JENは緊急援助基金を通して二次的レベルの医療および外科

的処置を受けられるよう避難民および社会福祉受益者達をサポートしてきました。

　（３）シャレングラード老人ホーム支援プログラム

　1993年以降、シャレングラード老人ホームは老人、身体障害者および退役者に避難所

を提供してきました。現在115人の中高年者がこのホームに住んでおり、うち58人は避

難民です。その大部分の人が何らかの慢性的な病気を患っており、特別なケアが必要で

全く動かせない人も何人かいます。この老人ホームもまた他の施設同様、経済的な圧迫

から、薬剤、衛生的な用品、新鮮な食品、家財道具等の欠乏に喘いでいます。

　当初より、JENでは優先的に人道的支援をこの老人ホームヘ行ってきました。 1994年、

更に多くの中高齢者を収容するためにJENは新築された建物へ、ペッド、食器棚、椅子、

台所用品そしてその他の必需品を供給しました。そして95年の初めには、中高齢者を冬

の寒さから守るために1万リットルの暖房燃料を届けました｡ JENでは、月々の必要高に

応じて薬剤を供給しています。

　是非お知らせしておきたいことがあります。 95年３月に、ポシェット（袋）を配るた

めに日本のボランティアの方々がこのホームを訪問しました。日本の歌を聞き、踊りを

見て、これらの寂しいそして退役した中高齢者達がどれほど喜んだか言うまでもありま

せん。その胸は幸せに満ち、瞳には涙が光っていました。

　（４）文房具用品ポシェット（袋）配布プログラム

　95年3月、JENは日本の学生から贈られた文具が入った12､863の袋をこの地域の全て

の小学校児童に配りました。袋の中身は何であれ、文化交流プログラムの一環として何

千キロも離れた遠い国日本からボランティア違が携えてきた袋を、子供たちは喜んで受

け取りました。この4年間にもおける戦争の中で､この地域における子供たちにとって最

も嬉しかった間接的な親睦プログラムだったに違いありません。
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■旧ユーゴスラビア難民救援医療活動報告

-

●

●

ベオグラード活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター　浅川　葉子

　現在セルビアには、ボスニアからの難民とクロアチアからの難民がいます。最初に、

1991年クロアチアから、そして1992年にボスニアからの難民が加わって、去年の８月に

再びクロアチアから、クライナ難民と呼ばれる難民が大量に、セルビアに逃げてきまし

た。

　ユーゴにいる難民の人達の、他の国の難民と一番違うところは、個別の家庭に受け入

れられている難民が多いことです。集団収容センターにいる難民は、全体の20％ばかり

で、残りは親戚や知人の家、又はアパートを借りて住んでいます。

　新しくこの８月に来たクライナ難民は、あまりに１度に大量に避難してきたので、セ

ルビア政府・国連･ＮＧＯなどの機関の対応が追い付かず、暖房施設のない、大きな体育

館に、60人、80人の人々が一緒に寝泊まりしているところもあります。少し状態の良い

ところでも、一部屋に10人から15人が一緒に収容され､老人､小さい子供などが一緒に

生活しているところも少なくありません。ただでさえ、自分の生まれ育った家を出てき

てストレスに駆られているのに、この生活状況では、ストレスを解消するどころか、ま

すますストレスがたまるばかりです。

　そして神戸の震災などと一番異なるところは、彼等の将来が見えないことです。彼等

の将来は、彼等の手にゆだねられていません。デイトン合意が結ばれたところで、かれ

らは将来に多大な不安を抱えています。「帰りたい」か「帰りたくない」かではなくて、

「帰れる」か「帰れない」かなのです。

　帰りたくてもいつ帰れるようになるのか、実際自分の家に帰ることができるのかわか

らない｡帰りたくなくても、セルビアが彼等に市民権を与えるのかどうかわからない､す

べてはお上の支持に従うまでなのです。

　　そんな不安のなか、私たちJENは、「心理カウンセリング・ソーシャルサービス・プロ

　ジェクト」を行っています。

　　前に申し上げたように彼等のストレス、不安は大変大きなものです。家に閉じこもり

　がちになる、子供は攻撃的になる、することがない（働けない、図書館にいけないなど）。

　そういったなかで､JENのコモンリレームに来て、ソーシャルワーカーと心理学者に、心

　の緊張をほぐしてもらおう、というのが目的です。

　　私たちのコモン・ルームは、集団収容センター（現在４ヵ所にJENコモンリレームが

　ある）に住む難民および、個別受け入れの難民（現在５ヵ所にJENコモンリレームがあ

　る）両方をターゲットにしています。ソーシャルワーカーと心理学者の個別・グループ

　カウンセリングのほかに､英語や美術､ダンス、スポーツなどのインストラクターを雇っ
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て、各種アクティビティーにも参加してもらっています。一人でこもっていないで、み

んなで集まって心の痛みを話し合える場を持とう、何かスキルを身につけて将来に役立

てよう、一時でも辛い過去を忘れて楽しい時を過ごしてもらおう、二度とこの悲劇を繰

り返さないように子供たちに互いの違いを認めあうワークショップに参加してもらおう、

などなどこういった多くの目的のために、この「ソーシャル･サービスプロジェクト」を

行っています。

　去年の12月、新しくペトロバッツというところにある難民集団収容センターで、子供

中心のワークショップを始めました。ここには､去年の8月に避難してきたクライナ難民

が450人ほど住んでいます。そのうちの120人ほどが子供です。他のコモンリレームは、

全ての年齢の難民を対象としていますが、ここは子供が多いので、子供中心にプログラ

ムを組むことにしました。もう一つ他のコモン・ルームと違うところは、この集団収容

センターに住む難民の人達が、ワークショップをいくつか担当しているところです。 20

歳前後の女性が二人、ドラマとダンスのワークショップを担当、ギターの上手な青年が、

ギター・ワークショップ担当、もと体育の先生だった、60前後の男性が、スポーツ・ア

クティビティーを担当しています。ほかに、小学生を対象とした、心理ワークショップ

という、心理的なゲームやパントマ゛イムを使って、心の傷を癒し、将来に向かってポジ

ティブな行動へと結び付けるワークショップを行っています。どのクラスもとても人気

が高く、平均10人から20人の参加者がいます。ワークショップをリードすることで、担

当者の難民の人達も、やりがいを感じてがんばっています。これからも彼等を精一杯応

援していきたいと思っています。
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■モザンビーク難民救援医療活動報告

-

●

●

１月モザンビークプロジェクト活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　看護婦　妹尾　美樹

　現在真夏であるここモザンビークは、５年ぶりに雨季らしい雨が降っています。十分

な雨量が得られることはいいのですが､道路状況の悪いこの国では雨のため通行不可能

になってしまう道路が出てきます。さらに隣国である南アフリカやジンバブエでも雨量

が多く洪水を引き起こす可能性もあり、普段は閉鎖されている水門が開けられそれらの

水がモザンビークに流れてきています｡おかげで一部の地域では家屋が浸水し避難命令

が出されました。結果的にはそれほど大きな被害にはならずにおさまったのですが､現

在も川にはあふれんぱかりの水が流れています｡我々のプログラムでも道路状況が悪い

ためワクチンプログラムが予定通り進まず､ほかに交通手段がなく待つしかないという

状況です｡今回は96年のプロジェクトとして本格的に開始するマバラーネ地域のプログ

ラムについて報告します。この地域で95年から3つのヘルスポスト、1つのマタニティー

の建築とヘルスセンターの修復を行っています。これらのものが完成すると同時に本格

的な医療プログラムを始めていきます｡幸いこの地域では他のＮＧＯと協力してプロジェ

クトを進めていくことができ、お互い役割分担をして地域医療にかかわっています。現

在ＡＭＤＡのほかに、LWF､WorldReliefがマバラーネ地域で活動しています。96年度の

プログラムとして次のことを計画しています。

１．医療活動の強化プログラム

　１）巡回指導プログラム

　中央のヘルスセンターから村にあるヘルスポストを定期的に巡回しヘルスポストでの

　活動を指導監督する。特に96年度に開設されるヘルスポストが6ヵ所あり、活動が軌

　道に乗るように重点的にサポートする｡指導者として地域のヘルスダイレクターおよ

　びチーフナースとともに訪問する。

２）教育プログラム

ヘルスセンター、ヘルスポストの医療スタッフを対象に医療活動の基礎知識（疾患、

診断、治療、予防）ならびに活動の報告、評価、統計についてセミナーを実施する。

また各村で活動している産婆を対象にマタニティーケアについてセミナーを実施する。

この教育プログラムは定期的に継続して実施する予定である。

３）ワクチンプログラム

現在実施中のプログラムの強化を目的として車のサポートならびにプログラムの指導

監督をする。
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２．地域住民への教育プログラム

　各村で主に母親を対象に保健衛生の知識をレベルアップするために教育する。すでに

　教育を受けたローカルスタッフが村に入り彼等が母親に集う機会を利用して教育する

　内容である。６ヵ月ごとに話題を変え、マラリア、下痢、ワクチン、母子保健、栄養

指導、家族計画について教育するプログラムである。

　上記のプログラムの中でＡＭＤＡは医療活動の強化プログラムを主に担当しLWFと

WorldReliefは地域住民の教育にプログラムを担当します｡他のＮＧＯと協力するメリット

として担当のプログラムに力を入れて集中できること、お互いが意見情報交換ができる

こと、資金を出しあってプログラムをサポートできることがあげられます。特に一つの

地域だけでも広範囲で地域医療に携わるといってもやるべきことはたくさんあります｡と

ても一つのNGOだけではカバーしきれません｡地域医療の改善を目指すには医療機関サ

イドと地域住民サイドの両方へのアプローチが必要です。今回のように両側面からお互

いがサポートできることは理想的です｡定期的にNGOと地域のスタッフが集まり活動の

報告や情報交換をしながら進めていきたいと思います。
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ザイ“ルFeedingセンターレポート

看護婦　大谷敬子

　今年に入ってから、ＵＮＨＣＲが難民達に使う予算を減らすことになり（難民帰還の為

の予算を確保するため）、私たちの活動も困難になってくると予測しているなか、栄養

プログラムの方針も少し変わったのでその内容とFeeding centerの状態についてまとめて

みました。

　主に変わったのは、Supplementary Foodの対象に関してであった。ちなみに、昨年末ま

での配給は、内容がCSB、オイル、ビスケットで１日約1000Calで、対象者は次の通りで

あった。

　　１）妊娠７ヵ月以上の妊婦と出産後６ヵ月以内の授乳婦

　　２）結核と診断された患者に対して、治療と同時に２ヵ月間

　　３）麻疹・赤痢患者の回復期に１ヵ月間

　　４）栄養失調の大人の患者（体重／身長2＜16）に対して１ヵ月間

　　５）ＨＩＶ感染症疑いの患者に１ヵ月間

　　６）重度の栄養失調児の回復期に１週間もしくは体重身長（Ｗ／Ｈ）が85％以上に

　　　　なるまで

　このうち１）、４）、５）に該当する人への配給を、１月から中止することになった。

例えば４）については藁痩や浮腫のある大人の場合、社会的に問題のあるケースや他の

基礎疾患がある場合が多いことから、まず診断を確定させる必要があるという理由から

である。

　１）に関する問題は、６ヵ月以前の乳児はFeeding centerで授乳婦が食糧の配給を受け

ているからとの理由で、一般配給日に食糧が何も配られていないにも関わらず１月の間

は結局、Feeding centerからも一般配給からも何も受け取ることが出来なかった。最終的

には、今日から授乳婦のみ約1000Cal/dayの食事の配給をFeeding centerにて行うことに

決定された。その他重度のマラリアと貧血の小児は注意してフォローするように指示さ

れるも、食糧の配給の見通しは今のところない模様である。

　昨日12月最後のUNHCRのミーティングでは、今年からは毎月ＵＮＨＣＲに提出するレポ

ートの内容を少し詳しくするように指示もあり（例えば、月毎の目標を立てどこまで目

標が達成されたかetc）これを機会にF6eding centerでこれからの方針について話し合って

みた。

　まず始めに、要入院治療例の全てについて原因を調べてみたところ、以下のことがわ

かった。

　　１）１才６ヵ月女児。昨年11月21日、マラリアにて入院。その後下痢が出現し、約

　　　　１ヵ月持続（ひどい時には10回／日）12月11日にＷ／Ｈが標準の71％まで低下

　　　　__ぃ治療開始となる。
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　　２）１才男児。 12月７日寄生虫疾患および嘔吐にて入院。その後マラリアに罹患し、

　　　　治療するも症状改善せず。 Ｗ／Ｈも70％まで低下し、12月18日より小児科病棟

　　　　にて治療食開始する

　　３）９ヵ月男児。 11月27日、マラリアにて入院。マラリア回復後麻疹に罹患（麻疹

　　　　ワクチン接種直前）、その後体重減少が著しく、W/H70～69.1％となる。治療

　　　　食開始するも状態回復がみられず、下気道感染症も合併、現在Adi-kivn病院で結

　　　　核疑いで検査治療中

　以上３ケースが１月の始めの重度栄養失調児の病状経過である。３ケースに共通して

いる点は入院後他の疾患に罹患し廠痩が出現していることである。

　11～12月にかけて、病院受診患者数が大幅に増加し忙しかったこともあり、十分にケ

アが出来なかったことを反省し、１月の目標を入院患者（特に５才以下）の栄養状態を

チェックすることに重点を置いてみた。重度のマラリア、麻疹、赤痢で入院してきた小

児は特に注意して体重の変動を見るように試みた（５才以下の小児には毎日体重をチェッ

クした。）

　１月中に、上記のケース以外で入院中に栄養失調になったケースは見られなかった。

また、重度のマラリアの患者も退院後に治療が終了するまでFeeding centerに来てもらい、

体重の変動と食欲の有無をチェックしてみたがＷ／Ｈが80％以下に低下するケースはみ

られなかった。

　１月の患者数は以下の通りです。

Supplyment計32人－5才以下25人　5～15才6人　大人（Ｗ／Ｈ２く15）1人

入院治療計14人　5才以下9人

※麻疹4人　重度マラリア12人

　　　　１月に入って要入院治療のケースが増加してきたので、その原因について少し分析し

●　　てみたところ、11～12月にかけて呼吸器感染症（インフルエンザの流行）マラリアなど

　　　が増えた。（大げさに聞こえるかもしれないけど本当にすごかった。キャンプ内を歩い

　　　て数分も進まないうちに高熱の患者がディスペンサリーにも行かずテントの外で寝てい

　　　る）
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■ルワンダ難民救援医療活動報告

●

●

ザイールリレワンダ難民プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護婦　大谷敬子

　　今回は、ディスベンサリー以外の難民たちの活動について報告したいと思います。

　　4月のはじめ頃、仕事が終わった後、息抜きにと思ってディスペンサリーにバレーボ

　ールを持っていってみた。はじめの頃は数人で輪になって昼休みや終わった後に楽しく

　やっていたが、そのうちスタッフの何人かからチームを作りたいとの欲求がでてきた。

　はじめは、無理なんじやないかーて真剣には考えてなかったけど、しつこく言ってきた

　ので、まず、ケアーとコンタクトをとってケアー対アムダチームで4月中旬頃の休みの

　日に試合を行ってみた。結果はしっかり負けてしまった（アムダはスタッフの中だけで

　選んだけど、ケアーは一般からも選んでいて、だいたい背の高さからして負けてしまっ

　ていたと思う）

　　その頃からみんなまじめに練習する様になってキャンプ内でも、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄゾーン

　別に試合を行って、その中から選手を決めてカレヘチームを作成。

　　その時に起こった問題がバレーボールコートで、はじめはケアーの中のグランドを使

　わせてもらってたけど、難民たちに自由に出入りされたらセキュリティーに問題が出て

　くる…て言われてキャンプのはずれの学校（難民たちのもの）の前のグランドを使う様

　勧めてくれた。草がたくさんはえていて少し坂にもなってた為、手入れする必要があっ

　たので、仕事のあとでみんなまずコート作りから取り組んだ。練習は一時出来なくて、

　難民たちもアムダのスタッフ（ローカル）　別として、自分たちの食べ物を手に入れる

　為に働かなくてはいけないのでコートの完成も2週間以上かかってしまったけど、本当

　にきれいに仕上げられたと思う。又、試合を行うにあたって、ルワンダのカスタムと言っ

　て、招待した相手に対し、バナナワインなどで振舞わないといけないとか招待されたら

　されたでキャンプに行く足がなくトラックをかりなくてはいけないなどお金の問題が出

　てくるし、又、試合を行うのにキャンプのアドミニストレーターとまず連絡をとった方

　がいいなど色々面倒くさい問題がでてきたので、コミュニティーを作成して各責任を決

　めた。お金はその都度コントリビューションして少しずつためて、ためたお金を試合の

　時に使うようにしてもらった。

　　今までに行った試合は

　5月21日（日）　カビラキャンプのチームを招待

　　　　　　　　　カレヘ1－2カビラ

　6月4日（日）　カビラキャンプ

　　　　　　　　　カレヘ←3カビラ

　7月９日（日）　ホンゴーキャンプ

　　　　　　　　　カレヘ←3ホンゴー

　7月30日（日）　ホンゴー、カビラチームを招待

　　　　　　　　　カレヘ←3ホンゴー

　　　　　　　　　カレヘ1－2カビラ？

　　　　　　　　　カビラ3－2ホンゴー
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　試合中はコートの周りにキャンプの人たちがたくさん集まって、みんな自分たちのチ

ームを一生懸命応援して、本当にいいExhibitionになったとは思うけど、さすがにいつも

この結果じゃ選手のみんなにも肩身が狭いと思う。やる気がなくなったんじゃないかっ

ていつも心配するけど、彼らの中でもミーティングを行って、この次はもっといい試合

をする様練習するって言ってくれてその度に期待してしまった。（カレヘの人たちは農

家の出身が多くバレーボールに対して試合の経験もなく背も低めで…試合の前からハン

ディがあることも原因の一つだと思う）

　それでも少ない配給だけでは生活出来ないのでみんなローカルに出て働いている為、

練習する時間なんてほとんどなく試合の何週間か前ぐらいしか集中して練習することは

出来なかった。

　その後、リバートリエイションがホンゴーキャンプであって、みんな練習どころじゃ

なくなって一時中断。それからホンゴーの難民たちがカレヘに来て私もいそがしい毎日

を送って、バレーボールのことなどすっかり忘れていたら、ある日、ＣＨＷの人たちか

ら「ＡＭＤＡでチームを作って練習している、今度カレヘキャンプと試合をするから見

に来てくれ」て言われて行ってみた所、ＡＭＤＡ（卜･3カレヘで勝ったと言ってくれた時

は、すごく嬉しかった。

　今、カレヘキャンプのメンバーはホンゴーの選手とＭｉｘして、いきなり強くなった

様な気がする。最近カビラキャンプのチームと試合をした所カレヘ3－2カビラで、初め

て勝ったとの由、聞いた時はすごく嬉しかったけど、あの弱いチームから少しずつ力を

つけていくのもやりがいがあったのではー？て勝手なことを考えてもしまう。

　本当にみんな、苦しい状況の中で生活しているなあていつも感じるけど、この時だけ

は何もかも忘れて試合に勝つことに集中出来て…こういった時間も彼らにもっと必要な

んじゃないかって気がします。

　Ｐ．Ｓ．こんな風に書いたらバレーボールばかりで仕事の方はそちのけなんじゃ…っ

て思われるかも知れないけど、これは全部時間外で行ってますので安心して下さい。ディ

スペンサリーにさまたげになる様な時は、諦めてます。（本当です…！）

ディスベンサリーの近くに住んでいる子どもたち
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■カンボジア救援医療活動報告

-

‘●

？●

カンボジア精神医療プロジェクト活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイレクター　岩間　邦夫

　1994年の５月に開設されたシアヌーク病院の精神科病棟は日増しに患者数も増し、95

年度の1年間の診療数は1万を越えました｡今までこの分野での国の政策は遅れがちでし

たが、最近は少しずつこの分野のニーズの高さに対する認識が深まってきているようで

す。

　一方で近頃、病棟内の壁のひび割れもとみに目立つようになってきました。94年の病

棟の開設前に一度ＡＭＤＡが補修を行ったのですが、その時は建物の表面に対する補修

だけで、患者を治療するのに最低限ふさわしい環境を整えるためのものでした。しかし

建物自体が相当古く、その構造に一部欠陥があるため、壁の崩壊がじわじわと進み、欠

陥を抱えている構造そのものにメスを加えなければ、近い将来危険な状態になるだろう

という事が専門家により指摘されました。

　そこで今回、在カンボジア日本大使館より草の根無償資金の供与を受け、病棟の抜本

的な補修を行う事になりました｡工事は1月半ばよりすでに始まり、工事期間は４ヵ月の

予定です。その間、診療は規模を半分に縮小して、新規患者の受付は行わず通院患者の

診療のみを継続していく予定です。

こ ．
乙
－

r?77

－ 一 一 　 ・
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■インドネシア大震災緊急救援医療活動報告

インドネシアの地震被災者医療救援

一中央スラウェシ島トンゴロビビー

ＡＭＤＡインドネシア

　４名の専門医（Syafifuddin Wahid 医学博士、ldrus Paturusi外科医、Poltak医師Abd.Azis

Manaf内科医）で構成されているインドネシアＡＭＤＡは､構造地震の起こった中央スラ

ウェシ島のトンゴロビビに1996年１月17日到着した。一行は、400から500名分の患者

への食糧のほかに、抗生物質等の医薬品も運び込んだ。

　一行は、中央スラウェシの首都であるパルに向けて、マーパティ航空で出発した。パ

ルでは、H. Abd. Azis Lamadjido 知事に歓迎された。骨折の患者を処置した後、同日さら

にトンゴロビビヘ向かった。

　医師らは、トンゴロビビと構造地震で被害を受けた全ての村落を訪れた。被災者の健

康診断をするための全般的な診察の場を設置し、同時に処置も行った。また、コレラや

赤痢等にかかっている被災者の治療も施し、食事も集中的に惜しみなく与えた。

　一行を率いるSyarifuddin wahid医学博士は、パルの報道陣に対し、持参した抗生物質

や他の医薬品、食糧は、日本のＡＭＤＡインターナショナルから寄付されたものである

ことを説明した。

　３日間の現地滞在の後、1996年１月20日にはUjung Pandangへ向けて出発し、残りの

医薬品や食糧を構造地震の被災地に届けた。
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ＡＰＲＯに出席のSyarifuddin Wahid 医学博士

Ｉ
．
。

－一
『

1/2　毎日新聞

１日午後４時（日本時間同日午後：　インドネシア国立地震観開所な
５時）過ぎ､マグニチュード（Ｍ）ミどによるとヽ震源地は中部スラウ

：エシ州の州都パルの北125゛｡のセ

：レペス海で、震源の深さは約30゛。

:と見られている。

時）過ぎ､マグニチュード（Ｍ）

規模の地震が発生、家屋や橋が
７

倒壊した。２日現在、死者が出て

　　インドネシアで　　　　　：

　　Ｍ７規模地震

【ジャカルタ２日大塚智彦】イミ
ンドネシアのスラウェシ島中部で：いるとの情報はない。

山陽新聞1/2

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
東
部
で
Ｍ
７

　
【
ジ
ャ
カ
ル
タ
ー
目
共
同
一

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
気
象
庁
が
発
表

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
国

東
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
ａ
（
セ
レ
ベ

ス
隔
）
中
部
で
一
目
午
後
門
時

五
分
（
日
本
時
間
間
五
時
五
分
）

ご
ろ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

７
・
Ｏ
の
強
い
地
震
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
日
夜
現
代
被
害

ｉ

が
出
た
と
の
報
告
は
入
っ
て
い

な
い
。

　
発
表
に
よ
る
と
、
震
源
地
は

同
島
中
西
部
の
町
パ
ル
北
方
約

フ
ハ
ｏ
～
の
海
底
三
三
ぐ
揺

れ
は
パ
ル
、
ト
リ
ト
リ
な
ど
で

感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
パ
ル

の
住
民
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
の

電
話
取
材
に
対
し
、
死
傷
者
や

建
物
損
壊
な
ど
の
被
害
が
出
た

と
の
情
報
は
聞
い
て
い
な
い
と

述
べ
、
気
象
庁
も
こ
れ
を
確
認

し
た
。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

センター東京　〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

TEL相談03-5285-8088　事務03-5285-8086　FAX03-5285-8087

相談対応言語：英語　中国語　スペイン語　韓国語　タイ語

及び時間　　　　　　　　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　：月／水　9 :00～□:00

　　　　　　　フィリピノ語　：水曜日　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ペルシャ語　　：火曜日　9 :00～13 : 00

センター関西　〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TEL相談06-636-2333，FAX06-636-2340

相談対応言語：英語、スペイン語　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

及び時間　　　中国語　　　　　　　　　月／金　10 : 00～13 : 00

　　　　　　　韓国語　　　　　　　　　　　木　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　　　　　　　　木　10 : 00～13 : 00

　　　　　　　タイ語、ネパール語、ヒンディー語　不定期

ＡＭＤＡ国際医療情報センター東京発　紙上オープンハウス

『　冬　の　あ　る　日　』

　新宿の午前９時。在日外国人のための電話相談が始まります。

今回はセンターの活動がよく分からないという方ヘー日の流れをご紹介しましょう。

今日は水曜日なので対応言語が７カ国語でした。英語、中国語、韓国語、タイ語、スペイン語、フ

ィリピノ語、ポルトガル語の相談員が来ています。皆さん研修やスーパービジョンに参加して常に

相談内容の向上を目指しています。

9:00　ミーティング（前日の相談内容、事務連絡など）

　　　相談電話

　　　①兄弟が入院中だが、保険もお金もない。もう国に帰らせたい。

　　　②妻の生理が遅れている。妊娠したなら中絶したい。言葉の通じる医師を

　　　　　紹介してほしい。

　　　③　エイズの症状はどのようなものか。

　　　④夫が風邪で鼻血がでる。言葉の通じる医師を紹介してほしい。

　　　⑤弟のことで相談したい。言葉の通じる内科を紹介してほしい。

　　　⑤　胃から背中にかけて痛みがある。言葉の通じる医師を紹介してほしい。
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12:00昼休み

　　　交代で休憩や食事を取りながら相談電話を待ちます。

　　　昼休みを利用して相談電話をかけてくる人が多いので相談員は常に電話に出られるようにし

　ています。

　　　⑦　友人が医師に日本語で「甲状腺」と言われたが、「甲状腺」とは何か。

　　　⑧　歯科を紹介してほしい。手術が必要なので大きい病院がよい。

　　　⑨　犯罪歴が無い、という証明書はどこで手に入るか。

　　　⑩　祖国で胃炎のため薬を飲んでいた。病院へ行ったが何でもないと言われた。

　　　　　言葉の通じる医師を紹介してほしい。

　　　⑩　母国語で法律相談ができる所を紹介してほしい。

　　　⑩　言葉の通じる産婦人科と歯科を紹介してほしい。

17:00業務終了

電話相談は毎日平均で２０件くらいです。相談電話がない時は、医療用語の研修やその他の研修を

行っています。

相談員は留学生や日本人学生、外国の方、長期海外滞在経験のある日本人など様々です。年齢層も

様々ですが和気あいあいとやっています。センター東京の雰囲気を少しでもお分かり頂けたでしょ

うか？

１

２

(センター東京　岡本)

外国人患者の診療にすぐに役立つA縫)A国際医療情報センター刊・臨床対訳表

１１カ国語対応　診察補助表

９カ国語対応　服薬指導の本

Ａ４サイズ

B 5 153ページ

定価各5.000円　お求めはセンター事務局（東京・関西）まで。



マニュフ陽ﾚﾆ
AMDA国際医療情報センター副所長

　　　　　　　　町谷原病院院長

　　　　　　　　　　　　中西泉

　　あれから一年経った。「防災」、「危機管理」、「ボランティア」などの言葉はも

　う耳にタコができてしまって、そこにスピール膏（魚の目取り）を張りたいぐらいであ

　る。これに関連してシンポジウムや「何々マニュアル」が様々な所で、数限りなく、開

　催され、作られているに相違ない。事実この私もその作成に関りあったので、以下は半

　分自分の首を絞めるような話である。

　　例を日本救急学会にとってみよう。ちなみに私もこの学会の会員であり、非難や鄭

　楡を目的に取り上げたのではないことを予めお断りしておきたい。

　　昨年秋に開催された日本救急学会総会の主題は当然ながら阪神淡路大震災に伴う救急

　医療であった。しかし残念なことにAMDAを始めNGOからの発表は皆無であった。またNGO

　の活動に言及した発表もなかったのである。私はAMDAの活動をこの学会で発表させるよ

　う具申しなかったのを悔やんでいる。蓋を開けてみるとあったのはひたすら大災害時に

　むけてのシステム作りをどうするかという、大学病院や救急救命センターを中心とする

　論議であった。この論議自体決して間違ったり悪いことではないのだが、このような物

　事の進め方のうちに現われる、象徴的な日本人の業、を私は感じてしまうのである。こ

　の前兆はこの学会に先立って行われた救急学会関東地方会で既に現われていたように思

　う。AMDAと東京の私立病院との協力について発表したのだが、その時同時に開催された、

　震災についてのシンポジウムで盛んに、システム作り、という単語が宙を飛び交ってい

　たのだった。備えあれば憂いなし、という格言に尽きるのである。なぜ皆で考えること、

　必要なことに文句を付けるのか、と怪冴に思う人が殆どであろう。だが敢えてなお、象

　徴的な日本人の業、と書く理由は次のような事象を経験しているからである。

　　整然と行われた、東京オリンピック、大阪万博、札幌冬季オリンピック、こうした

　大掛かりなことだけでなく、学校の行事、たとえば卒業式の送辞、答辞に至るまで私達

　は「きめこまかに」（私の嫌いな言葉だ）事前に手筈を整えるのが好きな、いやせずに

　はいられない国民である。私達は「前例に倣って」次の物事を卒なくこなすことには随

　分長けてはいる。しかしそれが巧く出来るからといって予定しなかった事象に巧く対応

　できることとはまた別であると私は思うのだ。マニュアル化することでの良い点は多々

　あろう。だが緊急の際に必要とされるのは少しそれとは違うものであるような気がする。

　感性の豊かさ、とでも言ったらよいのだろうか、巧く表現できないのが残念だが。

　　マニュアル化は既に充分されている。むしろ思いがけない事に出会った時マニュア

　ルを見ないで行動が起こせるような、つまるところ「教育」に話は遡っていくのではな

　いだろうか。神戸に集まったボランティアの人々の心中にはマニュアルなどで管理され

　ることから逃れたい衝動があったのだと私は思っている。以上にも拘わらず、これから

　AMDAもシステム化、マニュアル化の問題は避けては通れないだろう。この矛盾をどうす

　るか。立派なマニュアルできて、感性失わないよう御用心。
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８年)２月３日(土曜日)１９９６年(平咸

祓射線
４４

　
レ
ス
ト
ラ
ン

の
レ
ジ
に
釣
り

践
を
目
当
て
に

し
た
募
金
箱
が

置
か
れ
て
い
る

の
豪
よ
く
目
に
す
る
。
多
く

は
一
円
玉
、
五
円
玉
、
十
円

玉
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
私

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受
付
に
も

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
募
金
箱
が
置
い

て
あ
る
。
箱
の
上
に
は
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て

あ
り
、
寄
付
金
の
使
い
道
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
私
自
身
も
時
々
財
布
の
中

の
小
銭
を
入
れ
て
い
る
。
あ

る
と
き
事
務
員
が

だ
さ
い
。
目
立
ち

１３日（土曜日）

だだ当ラ　動

ろ根然ン

窟

が

う●とチすあ

Ｉかいいイるり
　0.あ｡●－－jiゝ‾ゝ

月１９９６年（平成８年）１

　
　
　
　
　
ポ
ラ
ン
テ
ィ

　
旅
　
　
ア
と
言
っ
て

　
豺

一
一
″

も
、
幅
広
い
分

　
載
　
　
野
に
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
な
レ
ベ
ル
の
活

動
が
あ
り
。
一
つ
の
概
念
で

定
義
す
る
の
は
難
し
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
料
奉
仕
が

当
黙
と
い
う
風
潮
が
ま
だ
ま

だ
根
強
い
が
、
本
当
に
そ
う

だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
日
曜
日
の
公
園
の

清
掃
な
ど
は
、
自
分
の
気
が

向
い
た
と
き
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
し
、
都
合
が
悪
け
れ

ば
延
ば
す
こ
と
も
で
き
る
。

す
ぎ
る
か
ら
」
と
霧
っ
て
き

た
。
見
る
と
確
か
に
コ
イ
ン

に
交
じ
っ
て
千
円
札
が
三
枚

人
っ
て
い
た
。

　
取
り
出
し
て
数
カ
月
が
過

ぎ
た
頃
、
募
金
箱
に
ま
た
千

円
札
が
二
枚
入
っ
て
い
た
。

よ
ほ
ど
の
篤
志
家
が
い
る
の

か
と
思
っ
た
が
気
に
も
留
め

金
箱
に
千
円
札
人
れ
て
い
っ

た
よ
」
と
興
奮
気
味
に
私
の

診
察
室
に
駆
け
込
ん
で
き

た
。

　
そ
れ
は
三
十
代
に
な
ろ
う

と
す
る
物
静
か
な
女
性
だ
っ

た
。
通
院
を
始
め
て
半
年
近

く
に
な
る
。
彼
女
は
来
る
た

ぴ
に
千
円
札
聚
人
れ
て
い
っ

な
か
っ
た
。

　
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者

さ
ん
の
一
五
％
近
く
は
外
国

人
で
あ
る
。
一
ヵ
月
に
延
べ

二
百
人
近
く
や
っ
て
く
る
こ

　
　
　
　
と
も
あ
る
。
あ
る

募
　
　
金
　
　
箱

　
　
　
　
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
か
ら

日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

か
ら
帰
化
し
た
事

務
員
が
「
さ
っ
き

の
タ
イ
の
娘
、
募

に
は
、
こ
う
は
い
か
な
い
。

　
ま
ず
運
営
の
た
め
の
オ
フ

ィ
ス
と
オ
フ
ィ
ス
を
き
り
も

り
す
る
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
で
あ
る
。

　
毎
日
一
定
の
仕
事
を
こ
な

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

日
は
時
間
が
あ
る
か
ら
来
る

が
明
日
は
来
ら
れ
な
い
、
と

一
ヵ
月
、
や
っ
て
き
た
彼
女

は
果
た
し
て
千
円
札
を
一
枚

人
れ
て
立
ち
云
っ
た
。

　
私
は
声
も
出
せ
ず
、
頭
が

混
乱
し
た
。
募
金
箱
と
い
え

ば
手
元
の
小
銭
を
入
れ
る
と

い
う
の
が
世
間
の
一
般
的
な

考
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
タ
イ
人
女
性
は
保
険
を

満
足
と
は
言
え
な
い
全
額
だ

が
有
給
雇
用
し
、
生
活
面
で

の
不
安
な
く
活
動
に
１
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
有
給
ス
タ
ッ
フ

畝
と
な
り
、
そ
の
ま
わ
り

に
無
給
で
も
い
い
か
ら
自
分

の
空
い
た
時
間
に
活
動
に
か

か
わ
り
た
い
と
い
う
人
が
い

大
切
な
自
助
努
力

い
う
人
ば
か
り
で
は
活
動
で

き
な
い
の
だ
。

　
従
っ
て
、
事
務
局
の
中
心

的
ス
タ
ッ
フ
は
有
給
雇
用
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
た

ち
の
場
合
、
無
給

？
ヱ
い
か
ら
こ

の
よ
う
な
仕
事
に

携
わ
り
た
い
と
い

う
人
を
、
決
し
て

て
、
初
め
て
我
々
の
よ
う
な

活
動
の
組
織
的
骨
組
み
が
で

き
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
常
に
資
金
集

め
に
奔
走
し
て
き
た
。

　
ふ
ん
ぞ
り
か
え
っ
て
ろ
く

な
返
事
を
し
な
い
人
や
、
さ

Ｉ
。
。

－ｒ

持
た
な
い
。
医
療
費
全
額
を

窓
口
で
支
払
っ
て
い
く
。
身

な
り
か
ら
は
決
し
て
裕
福
と

は
思
え
な
い
。

　
小
乗
仏
教
の
Ｊ
鴫
イ
で

は
、
人
々
は
毎
朝
謳
の
お

坊
様
に
供
物
を
さ
し
あ
げ

る
。
こ
の
恚
っ
な
功
徳
４
碩

む
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
白
身

が
幸
せ
に
な
れ
る
と
考
凡
て

い
る
か
ら
だ
。

　
日
本
の
常
識
と
タ
イ
の
常

識
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は

私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が

彼
女
の
千
円
札
は
「
募
金
」

に
関
す
る
私
の
中
の
常
識

を
、
見
事
に
ひ
っ
く
り
返
し

て
く
れ
た
。

　
　
（
小
林
米
奉
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
木
曜
代
表
）

っ
さ
と
帰
れ
と
い
う
態
度
の

人
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

お
会
い
し
た
。

　
こ
れ
は
日
頃
医
師
と
い
う

他
人
様
か
ら
頭
を
下
げ
ら
れ

や
す
い
立
場
の
私
に
と
っ
て

貴
重
な
反
面
教
師
的
体
験
で

あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
い
う
美
し
い
仕
事
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
寄
付
金

を
く
れ
る
の
は
当
然
と
い
っ

た
態
度
は
剔
で
あ
る
。

　
自
助
努
力
の
姿
勢
が
何
よ

り
大
切
な
の
だ
。
寄
付
金
も

大
歓
迎
だ
が
、
出
版
物
を
販

売
し
、
機
関
誌
へ
の
広
告
を

取
り
、
税
金
全
ヱ
払
っ
て
が

ん
ぱ
っ
て
い
る
。

　
　
（
小
林
米
畢
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
副
代
表
）

　
　
　
　
　
阪
神
・
淡
路

鋒
　
　
大
震
災
の
被
災

射

丿

者
に
対
す
る
救

抜
　
　
糎
薪
を
通
じ

　
　
　
　
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
社
会

に
広
く
認
識
さ
れ
た
の
は
喜

ば
し
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
人
は
、
多
く
の
貴
い
命

と
、
生
き
延
び
た
人
々
の
苦

渋
の
代
償
と
し
ｙ
孝
に
入
れ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
社
負
か
ら
の
認
知
を
、
後

退
さ
せ
る
４
つ
な
行
為
は
決

し
て
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
運

誉
に
は
経
費
が
か

か
る
が
、
現
在
寄

付
金
が
課
税
對
象

か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
の
は
公
益
法

　
　
　
　
　
人
道
援
助
が

鋒
　

｀
欧
米
の
大
国
や

ａ
;

米
Ｘ
Ｇ
Ｏ

械

丿
一

（
非
政
府
組

　
　
　
　
織
）
の
専
売
特

許
で
あ
っ
た
の
は
過
去
の
話

だ
。

　
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
で
発
生
し

た
難
民
の
支
援
に
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
や
い
く
つ
か
の
団
体
が

日
本
か
ら
、
ま
た
韓
国
か
ら

も
参
加
し
た
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ピ
ア
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど

Ｊ
Ｅ
Ｎ
（
日
本
緊
急
救
援
グ

ル
ー
プ
）
の
メ
ン
バ
ー
が
多

数
人
っ
て
、
医
療
や
職
業
訓

練
、
人
形
劇
を
通

じ
て
の
子
供
た
ち

の
心
の
ケ
ア
な
ど

を
、
危
険
と
背
中

合
わ
せ
の
中
で
頑

人
格
の
団
体
だ
け
で
あ
る
。

　
公
益
法
人
の
一
つ
で
あ
る

財
団
法
人
に
つ
い
て
み
て
み

ぶ
つ
。

　
国
の
認
可
に
よ
る
財
団
法

人
恋
弼
芳
る
に
は
二
徳
か

ら
三
徳
円
の
自
己
資
金
が
必

要
で
あ
る
。
都
道
府
県
知
事

の
認
可
に
よ
る
場
合
で
も
、

二
千
万
か
ら
三
千
万
円
が
必

ま
で
税
金
を
課
せ
ら
れ
て
き

た
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
与
野
党
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
の

運
営
、
特
に
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
市
民
団
体
に
対
す

る
寄
付
金
変
作
課
税
と
す
る

案
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
喜

ぱ
し
い
。

『
監
査
付
き
非
課
税
』
を

要
と
い
わ
れ
、
草
の
根
活
動

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
集

め
る
に
は
全
く
不
可
能
な
金

額
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
、
多
く
の
ポ
ラ

　
　
　
　
ン
テ
ィ
ア
団
体
は

　
「
任
意
団
体
」
と

い
う
ｎ
場
に
お
か

れ
、
苦
し
い
運
営

の
中
、
寄
付
金
に

張
っ
て
い
た
。

　
だ
が
、
こ
こ
に
至
る
過
程

　
ｊ
Ｓ
４
Ｍ
．
　
　
‐

も
罵
坦
で
は
な
か
っ
た
。
か

つ
て
日
本
に
経
済
大
国
の
地

位
を
奪
わ
れ
た
欧
米
諸
国
か

ら
み
る
と
、
人
道
援
助
の
分

野
は
最
後
趾
ぞ
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
日
本
と
い
う
国

に
多
額
の
人
道
援
助
の
た
め

　
　
　
人
　
道
　
援

の
請
求
書
を
押
し
つ
け
て
、

そ
の
一
方
で
お
金
で
し
か
国

際
貢
献
で
き
な
い
国
と
あ
ざ

け
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
だ
が
実
際
に
人
を
出
し
た

　
　
　
　
ら
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
お
こ
っ
た
の

か
。
ネ
バ
ー
ル
の

ブ
ー
タ
ン
難
民
キ

ャ
ン
プ
や
ジ
プ
チ

１一

　
某
新
聞
に
、
こ
れ
に
関
連

し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
民
間
に
お
け
る
自
発
的
活

動
で
あ
り
、
国
が
認
可
を
与

え
る
と
い
弓
種
類
の
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
規
制
緩
和

に
逆
行
す
る
動
き
で
あ
り
、

各
団
体
は
こ
の
議
論
が
解
決

す
る
ま
で
税
務
上
の
優
遇
措

置
に
目
が
く
ら
む
こ
と
な
く

の
ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
は
、
圧
倒
的
に
医
師
が
足

り
な
い
と
い
う
の
に
、
先
に

到
着
し
て
い
た
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
我
々
が
キ
ャ
ン
プ
内
で

診
療
す
る
こ
と
を
拒
否
し

た
。

　
た
だ
、
人
道
援
助
は
欧
米

が
行
つ
も
の
と
い
う
構
図
は

　
助

こ
れ
で
崩
れ
た
。
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
で
の
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
活

動
は
、
欧
州
に
お
い
て
ア
ジ

ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
初
め
て
活
動

し
た
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。

　
で
は
先
進
国
に
な
ら
な
け

れ
ば
人
道
援
助
に
参
加
で
き

な
い
の
か
。
答
え
は
ノ
ー
で

あ
る
。

頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

趣
旨
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
が
、
あ
ま
り
に
も
原
則

論
的
、
傍
観
者
的
意
見
で
あ

る
。

　
ま
ず
、
ど
こ
の
団
体
も
ま

じ
め
に
取
り
組
め
ば
取
り
組

む
ほ
ど
資
金
に
行
き
づ
ま
っ

て
お
り
、
時
間
的
余
裕
な
ど

な
い
。
第
二
に
濁
唇
の

組
織
運
営
が
不
明
瞭
な
団
体

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
第
三

者
の
眼
葦
抜
き
で
は
善
意
の

寄
付
金
の
行
方
さ
え
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
は

な
い
か
。

　
「
監
査
抜
き
の
非
課
税
」

で
国
民
が
納
得
す
る
だ
ろ
う

か
。

　
（
小
林
米
奉
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

余
日
本
則
代
表
）

　
四
年
前
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
イ
ス

ラ
ム
教
少
数
民
族
が
難
民
と

し
て
纏
人
し
た
と
き
、
我
々

4
U
の
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
と
き
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ラ
モ
ス
大
統
領
は
自

身
の
給
与
の
】
部
嘉
瓜
し

た
人
々
の
た
め
に
寄
付
し

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
パ
キ
ス
タ
ン

支
部
か
ら
は
即
日
医
療
班
を

送
り
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ

た
。

　
人
道
援
助
は
、
経
済
的
に

優
位
に
立
つ
者
が
下
に
向
か

っ
て
行
つ
だ
け
で
は
、
な
い

の
で
あ
る
。
（
小
林
米
辛

＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
日
本
副
代
表
）

月２７日（土曜日）１９９６年（平咸８年）１日）１月２０日(土曜１９９６年(平成８年)
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岡
山
で
Ｕ
Ｎ
Ｖ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

部
を
持
つ
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
選
挙
監
視
活
動
中
に
射
殺
さ
る
。

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）
は
、
二
月
十
れ
た
中
田
厚
仁
さ
ん
の
父
親
　
Ｕ
Ｎ
Ｖ
は
各
国
で
ボ
ラ
ン
テ

三
日
に
岡
山
市
大
供
の
岡
山
東
で
、
現
在
Ｕ
Ｎ
Ｖ
名
誉
大
使
を
ィ
ア
を
募
り
、
発
展
途
上
国
の

急
ホ
テ
ル
で
、
「
平
和
の
た
め
務
め
る
中
田
武
仁
さ
ん
ら
の
講
難
民
支
援
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
テ
演
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ
の
世
界
各
ト
ヘ
派
遣
す
る
業
務
を
行
っ
て

Ｉ
マ
に
研
究
集
会
（
ワ
ー
ク
シ
国
で
の
活
動
を
紹
介
し
た
ピ
デ
お
り
、
現
在
約
二
千
五
百
人
が

ョ
ッ
プ
）
を
開
く
。
　
　
　
　
オ
を
上
映
。
最
後
に
菅
波
茂
・
　
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

平
和
テ
ー
マ
に
開
催

碩
腿
昌
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
後
援

　
国
運
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
を
司
会
に
一
般
動
し
て
い
る
。

に
認
定
さ
れ
て
い
る
国
際
医
療
参
加
者
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
　
参
加
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
ア
ジ
ア
ム
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
（
０
８

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
　
菅
波
代
表
は
（
こ
の
ワ
ー
ク
６
１
２
８
４
－
７
７
３
０
、
フ

本
部
岡
山
市
檜
津
）
の
後
援
で
シ
ョ
ッ
プ
を
岡
山
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
　
ァ
ク
ス
０
８
６
１
２
８
４
－
６

行
わ
れ
る
。
県
下
で
は
初
の
開
Ｕ
Ｎ
Ｖ
と
の
連
携
を
深
め
る
契
７
５
８
）
。

催
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
と
し
、
国
際
的
な
人
道
援
助

　
平
成
五
年
四
月
、
国
連
ボ
ラ
の
在
り
方
を
参
加
者
全
員
で
考
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一
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一
一
一
一
一
一
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●

１

'S

　　国連ボランティア計萬（UNV）

　　　　ワークショップ　イン　岡山

テ　　ー　　マ：　平和のfり）のパートナーシップ

　　　　　ー肴いヽボランティア衣香の剣蓬にむけてー

目
　
場

主
　
杖
　
聡

碕：　／タタ６年２月／ｊｑ（大）　／￥：ｊひ～／ク

所：　岡山東急ホテル（岡山県）

　　　（呈）ク∂ａ　岡山事大供ｊ－２－／ｓ
　　　ａ（θＩ０ ２ｊｊ－２￥／／（代）

　　　車で岡山駁よ１１蚕／徒歩で岡山駅よ１／∫蚕

　　　　依

　　　　載

蚕　司　蚕

14:00-14:30

14:30-14:45

国連ボランテ４７計画（ＵＮＶ）

ＡＭＯＡ（アジアｉ師連絡協議会）

衡短、角チ　国連ボランティア計画連絡調整官

　　　　§プロ　グ　ラ　ム§

：３∂

受付

蘭蚕の雅春

プレンダ・マヅタスツ4－.==,一　国連ボランティア計為事務局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通訳つき）14:45-15:00　来賓哉･抄

　　　　　　　渾考　安勇　岡山桑●|,知事　／　安宅　泉祐　岡山市長　／
　　　　　　　函ケぷ　砂　外務省国連行政課長

15:0（ﾄ15:30　基柵講演

　　　　　　　演　題：『嵯旱市民』
　　　　　　　申田　武4こ　国連ポランテ４？名誉大使

15:30-15:50　ビデオ上蔵

　　　　　　　「一連ポランテ４７と地域住民の11立」

15:5｛ﾄ16:10　林･懇

16:1（ﾄ17:20　一敏討論

　　　　　　　司　会：　菅波洩．ＡＭＯＡ（アジア１匈連絡協議会）代表

17:20-17:30　閉会の勒抄

　　　　　　　放泰孝雄　国達朗ｔ計画（ＵＮｏｐ）東京連絡亨務所所l:

　　　　　　　　　　　　　　〈t l･ 会見〉
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浬司在T協こ　　　　　j謳し　　　　　畜命

　１９９６年（平成８年）１月２８日（日曜日）

■　ll　　　　　　　　　　　　
｀　゛　｀　　　.

l

‘　

ISll･?外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥－議尚忿ニン

●

　
日
本
人
が
海
外
に
飛
び
出
し
、
外
国
人
が
流
入
す
る
相
互
浸
透
。

制
度
、
意
識
の
両
面
で
の
「
内
な
る
国
際
化
」
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

が
、
阪
神
大
震
災
を
経
て
八
共
生
▽
が
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

っ
た
。
外
国
人
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
っ
て
み
た
。

(昨年11月)中国人女性の話に耳を傾ける桑山医師（中央）

　
　
「
冷
静
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

道
は
開
け
ま
す
よ
」
。
岡
山
市

に
本
部
を
置
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

長
刄
山
形
県
の
精
神
科
医
桑

山
紀
彦
さ
ん
（
三
二
）
は
、
日
本
人

の
夫
か
ら
暴
力
を
受
け
て
離
婚

調
停
中
の
中
国
人
女
性
に
声
を

か
け
る
。
同
県
内
の
母
子
寮
の

一
室
。
女
性
は
目
に
涙
を
浮
か

べ
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

ＪＶＣ山頁參

●

　
日
本
が
経
済
大

国
化
し
、
交
通
機

関
の
発
達
で
世
界

と
の
時
間
距
離
が

短
く
な
る
中
、
地

方
が
簡
単
に
国
際

社
会
の
中
に
入
っ

て
い
け
る
こ
と
を

端
的
に
示
し
た
こ

の
出
来
事
は
当

時
、
大
き
な
議
論

を
巻
き
起
こ
し

た
九
〇
年
暮
れ
。
往
診
依
頼
が

あ
っ
た
山
間
部
の
民
家
で
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
女
性
が
ぼ
う
然
自
失

で
座
り
込
ん
で
い
た
。

　
翌
九
一
年
、
こ
の
地
区
で
日

本
語
教
室
を
始
め
た
。
携
帯
電

話
一
本
で
、
花
嫁
か
ら
相
談
を

受
け
始
め
た
。
同
年
十
二
月
、

外
国
人
花
嫁
を
救
う
た
め
、
東

京
に
本
部
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｊ

Ｖ
Ｃ
」
　
（
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
の
姉
妹
団
体

う
息
の
長
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
桑
山
さ
ん
ら
は
今
、
外
国
人

花
嫁
を
通
し
て
見
え
て
来
た

　
「
家
庭
に
お
け
る
妻
の
地
位
の

低
さ
」
　
「
夫
の
自
信
喪
失
」
と

い
う
問
題
を
、
日
本
人
女
性
の

問
題
と
し
て
見
よ
う
と
し
て
い

る
。
三
月
に
「
ア
ジ
ア
国
際
家

族
会
議
」
を
開
く
。
岡
山
か
ら
遠

く
離
れ
た
東
北
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。

　
　
「
東
北
は
東
京
に
労
働
者
を

z
#
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a
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す
」
と
何
度
も
頭
を
下
げ
て
桑
だ
。
岡
山
の
農
村
部
で
も
、
国

山
さ
ん
を
見
送
っ
た
。

　
嫁
不
足
に
悩
む
山
形
の
寒
村

に
、
行
政
の
仲
介
で
△
外
国
人

花
嫁
▽
が
や
っ
て
来
た
の
は
十

一
年
前
。
彼
女
ら
の
多
く
が
嫁

い
だ
家
庭
の
雰
囲
気
に
な
じ
め

ず
、
日
本
海
側
特
有
の
垂
れ
込

め
た
冬
空
の
下
で
、
心
を
患
っ

て
い
く
。

際
結
婚
へ
の
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
他
人

事
で
は
な
い
。

　
タ
イ
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の

医
療
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た

桑
山
さ
ん
が
国
内
、
そ
れ
も
自

分
の
生
活
エ
リ
ア
で
△
足
元
の

ア
ジ
ア
▽
に
初
め
て
出
会
っ
た

の
は
、
山
形
大
大
学
院
生
だ
っ

「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
山
形
」
を
設
立
。
保

健
所
が
呼
び
掛
け
た
健
康
相
談

に
医
師
や
通
訳
を
派
遣
す
る
な

ど
、
行
政
に
も
協
力
し
た
。

　
外
国
か
ら
の
花
嫁
は
現
在
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
中
国
な

ど
の
千
人
に
増
え
た
。
桑
山
さ

ん
ら
の
活
動
内
容
も
緊
急
性
を

要
す
る
医
療
だ
け
で
な
く
、
社

会
生
活
全
体
を
支
援
す
る
と
い

送
り
、
高
度
成
長
を
支
え
て
き

た
日
本
の
第
三
世
界
。
ア
ジ
ア

と
同
じ
な
ん
で
す
よ
苫
い
い
。

　
「
日
本
の
い
ろ
ん
な
地
域
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
れ
ば
素

晴
ら
し
い
」
と
桑
山
さ
ん
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
使
命
と
は
「
行
政
の
枠

組
み
が
な
い
部
分
に
、
新
た
な

枠
組
み
を
作
る
こ
と
」
と
話
し
、

顔
を
引
き
締
め
た
。
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Ｉ
ｉ
ｚ
」
ｊ
Ｎ
ｌ
ｊ
び
．
瞑
．
こ
徊
ｌ

で
昨
年
十
月
六
日
か
ら
三
日
間
、
岡

ll

▼ ‐
”
‐
”
‘
‐
’

部
（
岡
山
市
根
津
）
に
設
置
す
る
こい'X

ゝり　ｙ兄∧

　
昨
年
は
日
本
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」
で
あ
る
と
い
う
人
が
い

焉
阪
神
・
旅
路
大
震
災
の
際
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
目
ｉ
見
張

゛国際協力発進地，へ

　外務雀経済協力局民間援助支援室長

五月女光弘さん

る
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
医
療
分

野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
巣
た
し
た

祝
詞
は
大
き
く
、
そ
の
中
で
も
い

ち
早
く
現
地
へ
駆
け
付
け
て
軟
復

活
動
に
当
た
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
多

く
の
人
々
に
感
銘
を
尋
え
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
Ｉ
年
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民

救
援
活
動
の
際
の
活
躍
ぶ
ｎ
も
記

憶
に
新
し
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
所
在
す
る
岡
山

は
、
こ
れ
ま
で
も
国
原
又
薦
や
国

際
化
の
分
野
で
の
活
動
ぶ
り
か
注

目
さ
れ
て
参
た
が
、
近
年
は
国
際

協
力
分
野
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
と
も
に

ア
ジ
ア
地
域
は
郭
″
’
よ
り
、
広
く

開
発
途
上
地
域
へ
の
積
極
的
な
貢

献
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
と
か
く
、

海
外
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
拠
点
が
東

京
、
大
阪
な
ど
大
都
市
に
集
中
す

る
中
で
、
地
方
で
キ
ラ
日
と
光
る

　
″
大
都
市
″
岡
山
が
、
世
界
へ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
発
進
の
拠
点
と
し
て

　
「
民
・
官
」
協
力
し
て
世
界
で
助

け
を
寄
っ
て
い
る
人
々
へ
の
輝
く

農
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
。

ｊ
；
Ｉ
Ｉ

１

の
コ
央

ｙ
Ｊ
｀
－
一
ｊ
‐
‐
４

　
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
古
本
市
’
は
六
月

の
生
徒
会
で
提
案
さ
れ
た
。
「
僕
た

ち
高
校
生
は
何
か
世
の
中
に
役
立
つ

こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
岡
山
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
本
部
が

あ
っ
て
世
界
の
人
道
援
助
に
貢
献
し

ＡＭＤＡ大古本市､コーナー

て
い
刄
そ
れ
な
ら
ば
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

お
手
伝
い
を
し
て
み
よ
う
と
考
え
た

わ
け
で
す
」
と
当
時
生
徒
会
長
の
久

本
聯
絡
君
。

　
古
本
の
販
売
に
し
た
の
は
み
ん
な

の
家
に
読
み
大
じ
の
漫
画
本
な
ど
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
邪
翼
に
な
っ
て
い

た
こ
と
に
加
え
て
、
現
任
も
結
構
人

気
が
あ
っ
た
か
ら
。
「
果
た
し
て
た

く
さ
ん
の
古
本
が
集
ま
る
だ
ろ
う

か
」
「
本
当
に
売
れ
る
だ
る
£
’
」

な
ど
の
心
配
は
あ
っ
た
が
、
生
徒
会

な
ど
通
じ
て
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

ま
た
た
く
聞
に
六
千
五
百
五
冊
も
の

！
一
１
１
１
１
１
Ｉ
ａ
彊
－
■
ｊ
一
－
１
１
ｊ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ち
に
も
ｉ
一
’
の
読
み
石
し
が
こ
ん
な

に
あ
っ
た
よ
」
と
持
寥
し
た
千
九
百

六
十
六
冊
。
生
徒
の
断
を
聞
い
た
一

般
市
民
か
ら
の
千
百
四
十
九
冊
。
そ

む
り
の
本
に
思
い
恩
い
の
１
７
付

Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
寄
付
し
た
。

　
生
徒
た
ち
に
は
「
押
し
入
れ
の
中

で
邪
薦
に
な
っ
て
い
た
本
が
人
道
援

助
に
役
立
っ
て
、
本
も
審
ん
で
い
る

の
で
は
」
な
ど
好
評
だ
っ
た
。

　
昨
年
一
月
十
七
日
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
あ
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
。
凄
ま
じ
い
被
災
地
の
状
況
に
何

か
役
に
立
ち
た
い
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

へ
救
援
限
動
の
参
加
を
申
し
出
ま
し

た
。
一
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
お
け
函
私
の
活

動
の
始
ま
り
で
す
。

阪神大震災を機会に

ボランティアに参加
ＡＭＤＡポランティアグループ

リーダー権家寿樹さん(33)

　
私
は
（
財
）
淳
風
向
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
健
診
事
業
友
部
に
動
め
て
い

て
大
型
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
を
運
転
す

　
　
　
　
　
会
の
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｈ
群
Ｇ
ｑ
ａ

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絡
か
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
物
資
を
搬
送
す
芯
業
務
を
担
当
し

　
　
　
　
　
。
乙
　

ｒ

／

じ

た
。
毎
週
金
曜
日
夜
、
仕
事
を

国
際
貢
献

パ

μ
ド

か
や
ま
は
動
く

終
え
た
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
へ
出
向

い
て
救
援
物
資
岑
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク

で
被
災
地
へ
向
か
い
、
翌
日
岡
山
へ

帰
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
ん
な
仕
事

を
二
月
中
旬
ま
で
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
サ
ハ
リ
ン
の
大
地
鱗
。

救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
を
夜
を
徴

し
て
行
い
ま
し
た
。
’
私
は
こ
の
時
、

初
め
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
海
外
で
活
動
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
深
い
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
八
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど

剱
岳
ｉ
蚕
汀
っ
て
い
る
旧
ユ
ー
ゴ

ー
ス
ラ
ピ
ア
で
救
援
物
資
の
配
給
を

手
伝
い
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず

世
界
の
至
泰
と
こ
ろ
で
医
棄
援
助
活

即
否
っ
て
い
ま
す
。
私
は
医
師
で

は
あ
杓
ま
せ
ん
が
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
が
あ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

ど
ん
出
向
い
て
海
外
で
の
活
動
に
も

寥
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
開
す
る

ご
意
見
、
ご
感
感
を
左
記
に

お
寄
せ
下
さ
い
。

　
〒
鵡
岡
山
市
柳
町
二
Ｉ
一

圭
一
三
山
陽
新
聞
社
広
告

喝
「
ア
ム
ダ
佩
」

《
企
圖
・
制
作
山
偏
新
蜀
耽
広
告
局
》



涙
流
し
た
被
災
者
ら

　
南
北
に
細
長
い
サ
ハ
リ
ン
。
彼
曹

が
一
番
ひ
ど
か
っ
た
の
は
北
端
の
ネ

フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
だ
っ
た
。
窟
か
ら

見
る
町
は
ま
さ
に
瓦
礪
（
が
れ
き
）

の
山
。
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
遺
体
を
列

を
な
し
て
運
び
出
し
て
い
る
。
夜
間

の
気
風
が
零
度
を
下
回
る
極
寒
の

地
。
「
瓦
礦
の
下
に
生
存
看
は
い
な

い
か
も
」
。
臓
田
が
呟
（
つ
ぷ
）
や

い
た
。

第
二
次
隊
は
岡
山
空
港
か
ら
章
接

サ
ハ
リ
ン
ヘ

廬
沼
１
１
昌
２
ハ
ｉ

‐
'
｡
ｊ

一
日
だ
っ
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
予
定
よ
り
連
れ
て
日
本
奮
｀
一
ち
、

最
初
に
到
着
し
た
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
で
は
持
尹
）
た
医
薬
品
の
通
関

で
時
間
痴
農
責
。
幸
い
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

本
部
か
ら
の
連
絡
で
出
迎
え
て
く
れ

た
サ
ハ
リ
ン
・
日
本
協
会
（
サ
ハ
リ

ン
の
民
間
友
好
団
体
）
の
尽
力
で
入

国
で
き
た
も
の
の
、
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル

ス
ク
ヘ
の
移
動
で
は
州
政
府
の
許
可

に
手
間
取
っ
た
の
だ
。

　
　
「
と
に
か
く
最
善
の
努
力
を
し
よ

う
」
と
呟
く
三
人
の
医
師
。

で
は
多
く
の
経
験
を
し
た
。

－
･-
１

サ

ノゝ

リ

｜
が
『
医
師
は
俺
た
ち
で
十
分
間
に
合

っ
て
い
る
。
お
前
た
気
ほ
医
薬
品
を

置
い
た
ら
す
ぐ
帰
れ
』
と
い
っ
た
調

子
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
普
及
し

て
い
な
い
こ
の
国
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

　
エ
リ
テ
ィ
ン
大
恢
恢
の
発
言
が
飛

び
出
し
た
の
は
そ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

Ｊ
四
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
山
〃
に

市
民
パ
ワ
ー
盛
り
上
が
る

　
　
″
西
の
ジ
ュ
↑
プ
、
東
の
岡
山
’

に
Ｉ
そ
ん
な
合
言
葉
の
も
と
岡
山
で

は
今
、
世
界
へ
向
け
た
国
・
入
道
復

－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

上
が
っ
て
い
る
。

　
ジ
ュ
↑
プ
は
国
際
赤
十
字
社
な

ど
国
際
平
和
機
関
が
集
中
し
て
い
る

世
界
の
人
道
援
助
拠
点
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

な
ど
民
間
団
体
が
岡
山
市
民
と
も
ど

も
里
涵
え
て
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊

急
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
ｉ
お
か

や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
人
道
援
助
の
国
際
会
議
”
稲
次

い
で
開
い
て
い
る
の
は
、
岡
山
を
そ

の
ジ
ュ
↑
プ
に
匹
瞰
す
苓
入
道
援

助
都
市
に
育
て
た
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ

山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
奉

蕭
町
）
で
開
か
れ
た
。
参
加
し
た
の

は
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
南
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
十
四
力

国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
士
ハ

団
体
。

　
話
す
言
葉
が
違
い
、
肌
の
色
が
違

う
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が
こ
の
岡
山

市
で
堅
い
握
手
を
交
わ
し
、
テ
ー
ブ

ル
を
挟
ん
で
話
し
あ
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
阪
神
・
淡
！
八
震
災

Ｉ
靫
割
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
災
害
発
生
時
に
ど
ん
な
協

力
体
制
を
組
む
の
が
好
ま
し
い
の
か

に
つ
い
て
。
出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
状
況
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
熟
心
に
討
論
。
災

害
時
の
協
力
体
制
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊

急
救
援
機
構
」
＝
略
称
・
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

と
岑
灰
め
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ー
利
用
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
相
互
通

僧
器
養
蝉
す
る
、
災
害
発
生
地
域
の

住
民
に
有
効
な
防
災
教
育
を
行
う

「
災
害
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
豪
環
海
す
る
、
な
ど
痴
灰
議

し
た
。
背
肢
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
岡

山
県
下
で
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
」

　
（
仮
称
）
の
新
設
構
想
が
あ
る
こ
と

を
発
表
。
参
加
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
同
大
学
へ

の
教
師
の
派
還
や
研
修
場
所
の
提
供

な
ど
協
力
痴
呼
ぴ
掛
け
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
。
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
、
東
の
岡
山
’

構
想
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
「
お
か
や

ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
。

岡
山
県
国
際
交
流
協
会
、
岡
山
青
年

余
繭
所
な
ど
約
四
十
団
体
と
約
四
百

人
の
個
人
会
員
で
つ
く
る
岡
山
国
際

貢
献
ト
ピ
ア
構
想
を
推
進
す
る
余

十
一
月
十
三
日
か
ら
四
日
間
、
岡
山

市
を
は
じ
め
、
倉
敷
市
、
隼
山
市
、

御
準
郡
加
茂
川
町
、
阿
哲
郡
哲
多
町
、

和
気
郡
和
気
町
、
邑
久
郡
ａ
久
町
の

七
会
場
で
開
か
れ
た
。

　
「
生
存
の
た
め
の
教
胃
」
奮
果

テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は

海
外
二
十
カ
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
開
堡
君

約
四
十
人
が
出
席
。
発
展
池
上
国
の

初
等
教
育
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
倉
島
ｍ

　
「
下
心
の
あ
る
日
本
の
援
助
な
ど

驀
ら
な
い
」
。

　
搬
田
た
ち
は
そ
の
誤
解
を
解
く
ぺ

く
懸
命
に
訴
え
た
。

　
「
自
分
た
ち
は
先
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
ロ
シ
ア
国
民
か
ら
受
け
た

温
か
い
援
助
の
恩
返
し
に
や
っ
て
き

た
。
ど
う
か
救
援
活
動
を
孚
伝
わ
せ

て
欲
し
い
」
。

　
そ
の
言
葉
に
彼
ら
は
少
し
軟
化
し

始
め
た
。
し
か
も
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医

　
世
界
に
は
現
在
も
多
く
の
場
所

で
災
害
や
紛
争
が
起
き
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道

ま
す
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
昨
年
、
和
平
が
結
ぱ
れ
た

直
後
、
ア
ン
ゴ
ラ
″
）
ボ
ス
ニ
ア
に

医
療
団
｛
’
遥
り
、
軟
畏
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
一
般

会
場
で
は
「
共
に
生
き
る
」
の
テ
ー

マ
で
市
民
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
な

ど
八
力
国
十
二
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ

ー
を
囲
ん
で
意
見
を
又
換
。
哲
多
町

金
場
は
「
奉
仕
の
心
を
育
て
る
」
の

テ
ー
マ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
出
席

　
s
=
~
~

I
M
I
I
I
I
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郵
へ
依
頼
す
る
。
そ
ん
な
緊
に
感
激

し
た
の
だ
る
っ
。

　
最
初
は
不
信
順
ば
か
り
見
せ
て
い

被災者から贈られたjl抽1はＡＭ

ＤＡの宝だ 「
な
ん
の
傭
け
に
も
な

　
ら
な
い
と
い
う
の

　
に
、
こ
ん
な
に
親

　
切
に
し
て
く
れ

　
て
」
と
涙
ぐ
む
ま

　
で
に
な
っ
た
。

　
　
野
宿
同
然
の
被

　
災
者
に
防
寒
毛
布

　
蛮
勣
っ
て
い
た
派

遣
チ
ー
ム
に
一
人

の
被
災
者
が
燦
み

出
て
言
っ
た
。

　
「
私
は
地
震
で

家
唇
豪
も
す
べ

て
失
っ
た
。
お
礼

を
し
た
い
が
上
？
り
れ
る
も
の
は
こ

れ
し
か
な
い
」
と
一
枚
の
油
絵
を
出

し
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
Ｉ
｛
景
を
爾
い
た

そ
の
絵
は
と
て
も
大
切
に
し
て
い
た

も
の
。
地
震
の
時
も
一
番
に
持
ち
出

し
て
無
事
だ
っ
た
の
だ
と
か
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
派
遣
チ
ー
ム
の
最
終
便

が
帰
国
す
る
六
月
十
二
日
、
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
て
く
れ
た
サ

ハ
リ
ン
北
海
道
会
会
【
宍
（
通
称
・
日

１
リ

活
動
に
ど
う
か
、

奏ｌ
≒

１
せ
は
事
務
局
（
�
０
８
６
・
２
８

４
・
７
７
３
０
）
ま
で
お
寄
せ
下

さ
い
。

者
と
熱
心
に
話
し
合
っ
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
最
終
日
の
全
体
会
議
で

は
岡
山
県
下
り
小
中
学
校
と
発
展
途

上
国
｛
示
中
学
校
の
間
で
姉
妹
校
縁

組
み
婁
珊
や
し
て
い
き
、
お
互
い
の

理
解
痴
療
め
る
こ
と
を
軍
認
し
あ
っ

”
”
･
”

ハ
リ
ン
で
は
在
住
の
元
日
本
人
や
駐

在
商
社
員
ら
で
構
成
の
日
本
入
会
の

通
訳
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。

　
新
が
弾
ん
だ
と
こ
ろ
で
戦
後
サ
ハ

リ
ン
に
残
留
し
て
紡
輝
し
た
と
い
う

会
員
が
感
極
ま
っ
て
こ
う
い
っ
た
。

　
「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
肩
身
の
狭

い
思
い
で
生
活
し
て
き
た
。
し
か
Ｑ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
立
派
な
活
動
の
お
か
げ

で
明
日
か
ら
は
胸
参
甕
っ
て
町
を
歩

け
る
。
あ
り
が
と
う
」
。

　
七
月
。
サ
ハ
リ
ン
州
知
事
か
ら
感

謝
状
が
届
い
た
。
「
サ
ハ
リ
ン
地
震

で
の
被
災
者
救
援
の
多
大
尽
Ａ
道
援

助
に
深
く
感
謝
す
る
」
だ
っ
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
サ
ハ
リ
ン
救
援
で
三

次
に
わ
た
っ
て
医
師
ら
十
一
人
参
政

桟
敷
覆
物
資
約
五
十
Ｊ
ン
を
届
け
た
。

第
二
次
派
壇
で
は
チ
ャ
ー
タ
ー
の
ア

エ
ロ
フ
ロ
ー
ｔ
機
で
直
接
サ
ハ
リ
ン

ヘ
。
日
本
の
一
端
万
都
市
・
岡
山
か

ら
９
〈
型
人
道
援
助
が
世
界
に
報
道

さ
れ
た
。

　
サ
ハ
リ
ン
救
援
で
驀
し
た
費
用
は

四
千
三
十
九
万
八
千
四
百
九
十
三

円
。
二
千
五
百
三
十
九
万
八
千
四
百

九
十
三
円
は
一
般
か
ら
の
脊
忖
で
賄

わ
れ
た
。

た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
こ
の
二
つ
の
国
原
会
議
は
一
鉛
軍

民
も
多
数
傍
聴
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な

ど
の
主
催
団
体
は
、
こ
の
よ
う
な
人

道
復
肋
の
国
際
豪
華
を
今
後
、
毎
年

開
催
し
て
実
輯
岑
積
み
、
岡
山
か
ら

世
界
へ
人
道
世
籾
の
情
報
を
発
價
し

て
い
く
考
え
。

　
曹
波
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
「
日
本
が

人
道
援
助
の
炉
と
な
る
こ
と
は
国
際

社
会
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
責

務
。
岡
山
は
昔
か
ら
多
く
の
宗
教
家

が
肇
出
し
て
お
り
入
道
世
籾
の
素
地

が
あ
る
こ
と
、
教
育
レ
ベ
ル
が
高
い

こ
と
、
医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
な
ど
考
え
る
と
国
際
貢
献
拠
点

の
条
件
岑
子
分
に
備
え
て
い
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

題
躇
Ｉ
り
け
に
大
き
く
盛
り

僕
た
ち
も
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
た

東
商
高
ぶ
ロ
本
市
〃
で
募
金

||

岡
山
東
商
高
の
『
東
商
デ
パ
ー
ト
』
。

昨
年
は
ひ
と
昧
違
っ
た
店
舗
が
お
目

見
え
し
た
。
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
本
冪
市
’

漫
画
本
や
単
行
本
な
ど
が
集
ま
っ

た
。
内
訳
は
生
徒
が
持
っ
て
き
た
も

の
三
千
三
百
九
十
『
教
一
員
が
「
う

け
て
、
十
一
月
二
十
三
日
の
『
東
商

デ
パ
ー
ト
』
模
擬
店
に
並
べ
た
と
こ

ろ
「
ま
あ
、
安
い
」
「
古
本
を
買
っ

た
お
金
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
役
立
つ
な
ん

て
粟
散
じ
ゃ
な
い
」
な
μ
夭
変
な
評

判
。
会
場
に
設
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
募
金

箱
に
は
四
万
九
千
六
百
六
十
円
の
募

金
が
脊
せ
ら
れ
、
古
本
の
販
売
代
金

と
合
わ
せ
て
二
十
五
万
五
千
円
を
Ａ
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平
成
七
年
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部

・
岡
山
市
）
に
と
っ
て
忙
し
い

一
年
だ
っ
た
。
一
月
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
続
き
、
五
月
に

ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
、
十
月
に

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ

島
Ｉ
ハ
地
震
が
発
生
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
そ
む
り
被
災
地
に
緊
急
救

援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
人
道
援

助
に
活
躍
し
た
。
中
で
も
、
サ

ハ
リ
ン
ヘ
の
軟
援
活
動
で
は
岡

山
空
港
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を

直
接
飛
ば
し
て
現
地
入
り
し
、

迅
速
な
活
動
が
世
界
の
耳
目
を

集
め
た
。
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
国
際

貢
献
パ
ワ
ー
・
オ
カ
ヤ
マ
は
動

く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
の
報
告
」

の
二
回
目
は
。
近
く
て
遠
い
島
’

サ
ハ
リ
ン
で
の
十
六
日
間
を
紹

介
す
る
。
（
文
中
敬
称
略
）

　
岡
山
市
に
住
む
三
宅
和
久
医
師

９
一
）
。
五
月
二
十
八
日
の
午
後
十
一

時
過
ぎ
に
突
然
、
拡
知
の
電
話
が
鴫

っ
た
９
受
話
器
の
声
は
賛
歌
茂
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）
で
あ
る
。

　
「
今
期
、
サ
ハ
リ
ン
で
大
地
震
が

発
生
し
た
。
死
豪
者
は
二
千
人
近
く

に
上
る
■
つ
だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
緊
急

軟
復
チ
ー
ム
を
涯
遣
す
る
こ
と
に
し

た
。
霖
勁
汀
っ
て
く
れ
」
。
背
教
の

珍
し
く
緊
張
し
た
声
に
三
宅
は
即
座

に
了
解
の
返
事
を
し
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
】
ｉ
ぼ
福
岡
県
の
出
身
。
高
校
生

の
こ
ろ
こ
ん
な
話
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
「
人
間
は
自
分
が
家
か
の
役
に

立
つ
と
感
じ
る
時
が
一
番
幸
せ
な
ん

＊
＊
＊

「
七
十
二
時
間
以
内

の
治
療
開
始
」
を
一
番
の
目
標
に
し

て
い
る
。
時
間
が
経
過
す
る
と
被
災

者
の
傷
が
壊
死
（
え
し
）
し
て
腎
不
全

恚
一
こ
し
死
ん
で
し
ま
ラ
か
ら
だ
。

　
そ
れ
で
も
、
ま
だ
ロ
シ
ア
政
府
か

ら
の
連
絡
を
侍
っ
て
飛
ぴ
立
と
う
と

し
な
い
チ
ャ
ー
タ
ー
機
。
菅
波
は
遂

に
大
き
な
決
断
を
し
た
。

　
「
人
命
救
助
が
一
番
だ
。
と
に
か

く
行
け
φ
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
医
薬

品
だ
け
で
も
瞑
し
て
こ
い
」
。

　
こ
の
言
葉
で
飛
ぴ
立
っ
た
チ
ャ
ー

タ
ー
機
は
二
時
間
半
後
に
織
田
、
早

川
と
合
流
の
た
差
一
難
空
港
に
曹
陸

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ロ
シ
ア
政
府

か
ら
の
乗
り
Ａ
れ
許
可
は
来
て
い
な

い
。

　
「
ど
う
し
恚
っ
」
。

　
三
人
が
相
談
を
始
め
た
時
だ
っ

た
。
岡
山
県
航
空
協
会
か
ら
連
絡
が

入
っ
た
の
は
。

　
「
女
贋
別
の
不
定
期
航
翌
荘
が

事
業
目
的
で
飛
ぶ
セ
ス
ナ
機
の
乗
り

入
れ
許
可
痴
受
け
て
い
る
様
子
。
そ

の
航
９
会
社
に
こ
れ
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
み
る
」
と
大
森
の
声
。

　
「
そ
れ
だ
。
そ
れ
で
サ
ハ
リ
ン
ヘ

飛
ぼ
う
」
。
三
人
は
同
時
に
叫
ん
だ
。

五
月
二
十
九
日
午
後
三
時
過
ぎ
。
函

館
９
港
の
太
陽
は
Ｉ
つ
沈
み
掛
け
て

い
た
。
緊
急
救
援
発
進
の
た
め
ピ
ザ

　
（
入
国
東
証
）
な
し
飛
行
だ
っ
た
。

ネフチェゴルスクは瓦磯の山だった

国
際
貢
献
パ
ワ
ー
・
お
か
や
ま
は
勣
Ｋ

Ｊ
果
り
入
れ
許
可
〃
な
ん
か
待
て
な
い

　
岡
由
か
ら
激
震
地
へ
直
行
だ

だ
よ
ね
」
。

　
そ
の
人
助
け
が
人
命
救
助
な
ら
、

そ
れ
に
琴
宕
）
の
は
な
い
。
三
宅
は

岡
山
大
学
医
学
部
に
進
学
、
卒
業
す

る
と
迷
わ
ず
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
参

加
し
た
。

　
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
、

ル
ワ
ン
ダ
・
・
・
。
こ
れ
ま
で
に
緊
急
救

擾
活
動
で
海
外
へ
幾
度
も
派
壇
さ
れ

て
い
る
。
一
輪
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
医
師
の
鎌
田
裕
十
朗
（
茨
城
県
）
、

早
川
瀋
也
（
札
幌
市
）
は
と
も
に
一

息
救
援
チ
ー
ム
の
大
べ
そ
フ
ン
。
三

宅
は
心
強
い
擾
軍
痴
毒
た
思
い
だ
っ

た
。

　
サ
ハ
リ
ン
は
戦
前
「
樺
太
」
と
呼

ぱ
れ
、
日
本
人
漁
業
孝
り
が
居
住
し

ﾋ医師）

て
カ
ニ
や
タ
ラ
な
ど
の
漁
獲
で
賑
わ

っ
た
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
戦
後
は
北

海
道
の
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
と
い
う

の
に
″
近
く
て
遠
い
島
″
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
「
そ
の
サ
ハ
リ
ン

で
ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
の
か
」
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
駆
け
付
け
ス
ｙ
と

そ
こ
で
は
既
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
跡
局
の

ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
情
報
収
集
な
ど
に

忙
し
く
走
り
回
っ
て
い
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
二
十
九
日
早
朝
。
岡
山
市
日
応
寺

の
岡
山
空
港
で
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
が
救
援
医
療
物
資
を
チ
ャ
ー
タ
ー

機
に
積
み
込
む
作
業
に
追
わ
れ
て
い

た
。
持
参
す
る
医
薬
品
は
キ
ャ
パ
（
収

容
能
力
）
に
合
わ
せ
て
三
百
♂
で
あ

る
。
応
急
処
置
に
必
要
な
鎮
痛
解
熱

剤
、
抗
生
物
質
、
人
工
透
析
液
・
；
作

業
が
終
わ
っ
た
の
は
お
簒
前
だ
っ

た
。

　
空
港
に
は
チ
ャ
ー
タ
ー
檎
を
一
息

壬
一
し
て
く
れ
た
岡
山
県
航
窟
協
会

の
大
森
章
夫
２
）
も
来
て
い
た
。

　
「
一
刻
も
早
く
被
災
地
へ
駆
け
付

け
て
治
療
を
」
と
焦
る
ス
タ
ッ
フ
た

ち
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
政
府
側
は
日

本
か
ら
の
緊
急
救
援
機
乗
り
‘
Å
れ
の

申
ｌ
ｙ
Ａ
れ
に
対
し
て
何
の
返
事
も
し

て
く
れ
な
い
の
だ
。
そ
れ
ば
か
り
か

地
震
が
発
生
し
た
こ
と
さ
え
公
一
‥
）

た
く
な
い
様
子
。

　
「
東
急
救
農
機
が
こ
の
ま
ま
飛
び

立
て
ば
不
法
侵
入
機
と
し
て
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
し
た
ロ
シ
ア
空
軍
撫
に
撃
墜

さ
れ
て
し
ま
う
」
。

　
大
森
の
脳
裏
に
は
そ
ん
な
不
安
が

よ
ぎ
っ
て
い
た
。

　
＊
＊

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

「
儲
け
に
な
ら
な
い
の
に
・
・
・
」

師
は
よ
く
働
い
た
。
両
足
を
切
断
し

て
漱
肩
を
暇
え
る
愚
者
に
は
持
参
の

鎮
肩
U
&
|
栽
切
に
４
え
、
不
足

し
た
医
療
品
の
単
記
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
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．
　
　
　
最
初
は
不
信
感
ば
か
り
見
せ
て
い
　
通
訳
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
蓑
災
者
が
「
な
ん
の
傷
け
に
も
な
　
　
新
が
弾
ん
だ
と
こ
ろ
で
戦
後
サ
ハ

南
北
に
細
長
い
サ
ハ
リ
ン
．
筆
答
　
し
た
の
は
地
震
発
生
五
日
目
の
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
”
　
　
　
　
　
ら
な
い
と
い
う
の
　
リ
ン
に
残
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と
い
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涙
流
し
た
被
災
者
ら
　
雨
脚
Ｈ

本
人
会
）
と
お
別
れ
の
昼
食
会
を
し

た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
海
外
派
遭
で
常
に
言

葉
の
壁
に
苦
労
し
た
。
し
か
し
、
サ

ハ
リ
ン
で
は
在
住
の
元
日
本
人
や
駐

在
商
社
員
ら
で
構
成
の
日
本
入
会
の
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へ
誘
致
し
た
▼
産
業
功
労
の

岡
山
県
ア
バ
レ
ル
エ
業
組
合

理
事
長
・
河
合
正
照
さ
ん
は

ｉ
継
の
児
島
’
に
あ
り
、

地
場
産
業
の
活
性
化
吸
両

備
バ
ス
会
長
の
松
田
基
さ
ん

は
財
界
要
職
を
歴
任
、
企
業

文
化
事
業
に
も
軍
歌
”
廓
や

す
。
苅
田
奥
さ
ん
は
前
津
山

商
工
会
議
所
会
頭
。
津
山
国

際
総
合
音
楽
祭
奎
”
功
に
導

く
・
林
厚
生
物
化
｀
函
究
所

　
（
林
原
偉
社
長
）
は
糖
質
・

ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
量
産
化
に
成

功
。
世
界
初
の
快
挙
。

岡山市楢津310ノ１アジア医師連絡協議会＝ＡＭＤＡ(代衰･菅波ｓ)砥郵四
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昭
和
五
十
九
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
し
た
医
師
、
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
。
以
来
、

医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し

て
、
ア
ジ
ア
各
国
の
医
師
ら
と
連
携

し
、
世
界
各
地
で
自
然
災
害
や
紛
争

に
苦
し
む
被
災
民
や
難
民
へ
の
緊
急

医
療
救
援
活
動
や
発
展
途
上
国
で
の

保
健
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
い
る
。
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
な
ど
海
外
に
十
四
叉
部
を
持

ち
、
会
員
数
は
国
内
七
百
人
、
海
外

二
百
人
。

　
平
成
七
年
は
、
一
月
の
阪
神
大
震

災
で
医
療
救
援
活
動
を
展
開
。
五
月

の
サ
ハ
リ
ン
大
地
震
で
は
海
外
の
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
い
ち
早
く
現
地
入

り
し
被
災
者
の
救
援
に
当
た
る
な

ど
、
迅
速
な
救
援
活
動
が
あ
ら
た
め

て
国
内
外
か
ら
大
き
な
評
価
を
受
け

た
。
六
月
に
は
、
国
内
の
医
療
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
初
め
て
国
連
認
定
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
登
録
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
六
年
か
ら
岡
山

f l'1
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ノ
バ

一
｀
一
｜
一
町

県
下
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
で
組
織
す
る

　
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推

進
す
る
会
」
に
参
加
し
て
「
お
か
や

ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
を

開
催
。
国
際
貢
献
の
プ
ロ
を
養
成
す

る
た
め
、
岡
山
県
内
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
大
学
」
の
設
立
構
想
を
進
め
る

な
ど
、
国
際
貢
献
の
立
場
か
ら
地
域

活
性
化
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
菅
波
茂
代
表
（
四
八
）
は
「
地
元
の
皆

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
支
援
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。
国
連
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
政
策
提
言
能
力
を
高

め
て
い
く
と
と
も
に
、
医
療
、
教
育
、

宗
教
を
大
切
に
す
る
岡
山
の
伝
統
的

な
精
神
風
土
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら

も
岡
山
を
拠
点
と
し
て
、
国
際
貢
献

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

国際医療協力vol.19 N0.2 1996　61
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地
域
づ
く
り

は
人
。
豊
か
さ

は
人
の
豊
か
さ

に
あ
る
。
第
五

十
四
回
山
場
新

聞
寅
は
道
一
筋

社
会
へ
貢
献
す

る
十
一
氏
・
こ
団
体
に
贈
ら

れ
る
▼
文
化
功
労
は
五
氏
。

写
良
家
の
中
村
昭
夫
さ
ん
。

深
い
郷
土
愛
で
、
宵
偉
の
文

化
財
や
自
然
を
克
明
に
撮
り

続
け
る
。
陶
芸
の
森
す
蔵
（
号

・
陶
岳
）
さ
ん
は
大
窯
で
古

備
前
再
現
に
情
熱
を
燃
や

す
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作

品
だ
。
同
じ
焼
き
物
の
伊
勢

崎
惇
（
号
・
淳
）
さ
ん
は
緊

に
新
漬
地
を
開
き
、
造
形
美

に
可
能
性
を
探
る
▼
ノ
ー
ト

ル
に
清
心
女
芙
諮
娠

簾
安
令
さ
ん
は
岡
山
県
合
唱

界
青
て
の
親
。
オ
ペ
ラ
上
演

に
も
力
棄
八
れ
る
。
竹
工
芸

の
門
田
頗
男
（
号
・
篇
玉
）

さ
ん
は
高
度
な
ひ
ご
組
み
と

い
う
伝
研
技
術
を
守
る
▼
社

会
功
労
の
ア
ジ
ア
医
師
運
絡

協
顕
会
ｎ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
菅
波

茂
代
表
）
は
岡
山
を
拠
点
に

世
界
の
救
援
医
療
に
活
躍
。

国
運
か
ら
日
本
初
の
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に
認

定
さ
れ
た
。
重
弁
病
院
名
誉

院
長
の
重
弁
博
さ
ん
は
地
域

医
療
の
傍
ら
自
然
保
護
活
動

に
取
り
組
む
▼
教
育
功
労
の

福
田
稔
さ
ん
は
岡
山
大
農
学

部
長
の
後
、
山
陽
学
園
で
大

学
開
設
に
尽
力
、
学
長
と
し

て
活
躍
。
戸
川
大
六
さ
ん
は

翁
敷
肯
陵
、
岡
山
朝
日
高
校

長
。
全
国
高
校
総
体
を
岡
山

第40555号
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山
陽
新
聞
社
は
毎
年
、
文
化
、
社
1
’

4
3
r

i
4
’

l
l
の
各
分
野
で
地
域
社
会
に
貢
献
し
た

個
人
、
団
体
に
『
山
陽
新
聞
貧
』
「
山
陽
新
聞
奨
励
賃
」
タ
嫡
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

今
年
第
5
4
回
は
山
陽
新
聞
寅
十
】
人
、
二
団
体
、
山
陽
新
聞
奨
励
貧
二
団
体
の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し

た
。
受
貧
者
に
は
寅
状
、
賞
牌
（
は
い
）
と
賞
金
（
山
陽
新
聞
貪
。
一
一
十
万
円
、
山
陽
新
聞
奨
励
賞
二

十
万
円
）
を
漕
り
ま
す
。
贈
呈
式
は
八
日
（
月
）
、
岡
山
市
釈
元
町
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

で
行
い
ま
す
。
（
受
貧
者
の
経
歴
、
業
績
は
現
1
7
面
に
掲
載
）

　
な
お
、
山
陽
新
聞
貧
と
同
時
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
体
育
分
野
の
個
人
、
団
体
の
功
績
を
た
た
え

る
山
陽
新
聞
体
育
貧
は
、
貧
の
独
自
性
を
考
慮
し
、
今
回
か
ら
分
離
、
独
立
さ
せ
、
今
月
中
旬
に
発

表
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

幽
幽
新
聞
寫

　
　
　
写
真

四
回

中
村
昭
夫
（
岡
山
）

　
　
　
音
楽
振
興

近
藤

備
前
焼

伊
勢
崎

備
前
焼

森竹
工
芸

門
田

才　。　　安
。恥や

⌒　　⌒　一回　ｍｍ

lis゛
ヤ01

壽

　
　
　
　
自
然
採
譜
の
権
道

闘
四
回

重
井
　
　
博
（
岡
山
）

　
　
　
　
国
庫
医
療
救
援
活
動

　
　
　
　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
　
（
岡
山
）

�

１ １
ｌ
り
Ｊ
Ｊ

大
六
（
岡
山
）

　
　
　
　
大
学
教
育

　
　
　
　
福
田
　
　
稔
（
岡
山
）

　
　
　
　
地
元
経
済
界
の
発
展

四
四
］
醐

松
田
　
　
基
（
岡
山
）

　
　
　
　
繊
維
崖
業
績
具

　
　
　
　
河
合
正
照
（
岡
山
）

　
　
　
　
地
元
経
済
界
の
発
展

　
　
　
　
苅
田
　
　
輿
（
岡
山
）

　
　
　
　
新
技
術
の
開
発

　
　
　
　
（
株
）
林
原
生
物
化
学
研

　
　
　
　
究
所
（
岡
山
）

　
　
穎
陽
難
題
扇
扇

　
　
川
馴
。
‘
Ｓ
ｌ
’
ｉ
．
’
－
１

　
　
　
　
伝
統
芸
能
機
具

四
回

下
津
井
節
振
興
会
（
岡
山
）

11

ｉ

霖

Ｅ
造
メ
タ
ル
（
株
）
新
素
材
事

業
郡
お
よ
び
三
井
造
船
（
株
）

技
術
開
発
本
部
玉
野
研
究
所

　
夭
型
チ
タ
ン
製
ゴ
ル
フ
ヘ
ッ

ド
開
発
チ
ー
．
ム
」
（
岡
山
）

社聞斬陽山｜
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巫
吊
・
葛
飾
区
の
医
師
、
鎌
田

裕
十
朗
さ
ん
（
4
0
）
ら
が
進
め
て

い
る
弓
時
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
阪
神
大
震
災

を
機
に
生
ま
れ
た
。

　
鎌
田
さ
ん
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
。
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
＠
9
1

師
。
震
災
の
翌
日
か
ら
六
日
同
、

神
戸
市
長
ｍ
区
で
医
療
活
動
に
従

事
し
た
。
混
乱
の
中
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。

　
『
最
初
は
医
師
や
召
祓
婦
自
ら
、

受
付
の
机
並
べ
や
水
の
調
達
に
迫

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
し
て
お
か
ね

ぱ
と
痛
感
し
た
。

　
そ
こ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
海
外
で

の
難
民
援
助
活
動
な
ど
で
連
携
し

た
こ
と
が
あ
る
立
。
出
校
成
会
と

　
「
カ
ン
ポ
ジ
ア
の
こ
ど
も
に
学
校

を
つ
く
る
会
」
（
Ｊ
Ｈ
Ｐ
）
、
そ

れ
に
松
下
政
経
塾
に
声
を
か
け

て
、
昨
年
十
月
、
緊
急
救
援
ボ
ラ

わ
れ
た
」
。
効
率
的
な
活
勣
に
は
、
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
発
足
さ
せ
た
。

日
ご
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
　
名
称
の
弓
溥
問
」
は
、
災
害

ｆ●

発
生
時
か
ら
七
十
二
時
問
以
内
に
だ
。

活
動
を
開
始
す
る
こ
と
。
各
団
体

の
特
色
を
生
か
し
て
役
割
を
分
担

す
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
療
活
動
、

全
国
に
組
織
の
あ
る
症
正
佼
成
会

は
救
援
物
資
の
調
達
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
名
数
多
加
す
る
Ｊ
Ｈ

Ｐ
は
人
的
資
献
、
議
員
な
ど
に
太

い
パ
イ
プ
を
持
つ
松
下
政
経
祐
は

行
離
と
の
連
綿
調
幣
。
だ
。

　
日
本
寅
年
会
議
所
や
地
方
の
ポ

救
援
へ
医
師
ら
連
携

メンバー間の連絡にも電子メール
を活用（「72時間ネットワーク」

事務所で、鎌田裕十朗代表励）

yV‘/Xﾐ£Z7

厠騨叉

W憲一om●toA釧DAlnt●yT･●tStat沁n!u
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
も
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
「
各
地
域
ご
と

に
実
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し

た
い
」
と
鎌
田
さ
ん
。

　
さ
ら
に
恕
時
間
ネ
ッ
ト
」
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
災

得
時
の
情
報
収
集
活
動
は
で
き
な

い
か
と
摸
索
し
て
い
る
。
昨
年
十

二
月
十
七
日
、
啜
京
湾
に
大
呪
喫

な
直
下
型
地
図
が
発
生
し
た
と
想

定
し
、
救
援
活
動
の
訓
練
を
し
た
。

そ
の
叫
様
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
逐
次
報
告
し
た
の

　’72時間ネットワーク」はＡＭ
ＤＡのホームページ上で災害訓
練の経過を同時進行で流した

　
　
「
十
二
時
五
十
五
分
に
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
を
積
ん
だ
ト
レ
ー
ラ
ー

が
到
き
」
『
十
五
時
。
一
十
分
、
国

会
付
近
は
進
路
に
多
少
の
亀
裂
が

入
っ
て
い
る
も
の
の
、
比
仮
的
平

穏
』
Ｉ
Ｉ
。
現
場
の
状
況
を
パ
ソ

コ
ン
か
ら
携
帯
電
話
を
通
じ
て
本

部
に
送
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

掲
載
。
現
場
写
貝
も
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
、
送
信
し
た
。

　
各
地
の
災
害
の
曙
子
、
救
價
活

動
の
竹
報
な
ど
、
ど
こ
に
い
て
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
オ
ン

タ
イ
ム
で
現
場
の
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
「
緊
急
活
動
の
カ

ギ
は
何
と
い
っ
て
も
情
報
の
流

通
」
と
、
汲
出
さ
ん
は
強
調
す
る
。

E7太浬麻新聞

１９９６年(平成８年)２月３日(土曜日)

一

揆
習
吋
水
戸
で
意
見
交
換
会

　
六
千
人
に
上
る
犠
牲
者
を
出

し
た
阪
神
大
震
災
か
ら
一
年
が

経
過
し
、
災
害
へ
の
備
え
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
防
災
機
関
・
団
体
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
見
交
換
会
が

十
六
□
、
水
戸
市
千
波
町
の

県
総
合
福
祉
会
館
で
開
か
れ

た
。

　
阪
神
大
震
災
を
契
機
に
設
け

ら
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

一
と
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

被
災
地
で
の
救
援
活
動
の
体
験
談
を
発
表
す
る
鎌

田
さ
ん
日
日
水
戸
市
千
波
町
の
県
総
合
福
祉
会
館

間
」
に
合
わ
せ
、
県
凛
と
県

な
ど
が
主
催
し
、
自
治
体
や
消

防
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
三
百
人
が
参
加
し

た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
震
災
直

後
、
被
災
者
の
救
援
活
動
に
あ

た
っ
た
医
師
と
消
防
署
員
、
警

察
官
、
学
生
と
、
取
材
に
あ
た

っ
た
記
者
な
ど
が
被
災
地
で
の

体
験
を
発
表
し
た
。

　
発
表
者
の
一
人
で
、
ル
ワ
ン

ダ
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
サ
ハ
リ
ン

大
震
災
な
ど
の
医
療
活
動
に
参

加
し
た
経
験
も
あ
る
医
師
の
鎌

田
裕
十
朗
さ
ん
（
一
ぶ
）
は
、
阪
神

大
震
災
を
「
都
市
生
活
市
民
の

弱
点
が
出
た
」
と
分
析
。
「
行

政
機
能
が
回
復
す
る
ま
で
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

意
識
が
大
切
」
と
強
調
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、

剔
緑
化
や
被
災
者
の
気
持
ち
を

十
分
に
理
解
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
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政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の

活
動
に
、
初
め
て
民
間
活
動
団

体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
起
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
乳
幼
児
死
亡
率

が
高
い
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ピ
ア

ヘ
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

◎
Ｄ
瓦
記
Ｈ
窃
◎
朧
朧
題

「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス

会
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
・
岡
山
市
）
が
派
・
ケ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

遣
さ
れ
、
五
年
に
わ
た
り
衛
生
の
援
助
に
対
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
派
遣

環
境
の
向
上
に
汗
を
か
く
。
Ｏ
を
決
め
た
の
は
、
・
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
窓

Ｄ
Ａ
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
援
口
と
な
っ
て
い
る
国
際
協
力
事

前
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
政
府
業
団
。
す
で
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は

機
関
が
前
面
に
で
て
い
た
が
、
二
月
十
六
日
の
首
都
ル
サ
カ
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
仕
入
り
に
向
け
て
、
菅
波
茂
代
表

切
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
顔
」
の
を
団
長
に
十
人
の
事
前
調
査
団

見
え
る
援
助
に
な
り
そ
う
だ
。
を
組
ん
だ
。

加゛1左萱l　　　　j謳し　　　　奈Ｆ

　　１９９６年（平成８年）１月２８日（日曜日）

　
ザ
ン
ビ
ア
は
人
口
八
百
六
十

万
人
。
子
供
た
ち
が
五
歳
ま
で

に
死
亡
す
る
割
合
は
千
人
当
た

り
百
九
十
一
人
に
達
す
る
。
欧

米
諸
国
が
五
―
＋
人
な
の
に
比

べ
て
異
常
に
高
い
。
衛
生
環
境

も
劣
悪
で
、
こ
れ
ら
が
子
供
た

ち
を
直
撃
し
て
い
る
と
い
う
。

　
国
際
協
力
事
業
団
で
も
、
小

児
医
療
や
感
染
症
対
策
の
だ

ザンビアヘ

医師･看護婦

保健所の役割期待

は
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ネ
パ
ー
ル
で
充
実
を
目
指
す
。
日
本
で
戦
後

の
医
療
活
動
に
実
績
が
あ
る
Ａ
間
も
な
い
混
乱
期
に
行
わ
れ
た

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
白
羽
の
矢
を
立
て
消
毒
、
検
査
、
治
療
ま
で
の
Ｉ

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年
貫
し
た
保
健
所
シ
ス
テ
ム
を
、

に
つ
く
ら
れ
、
剥
在
で
は
医
師
根
付
か
せ
た
い
と
い
う
。

め
、
一
九
八
〇
年
か
ら
同
国
唯
三
百
人
に
看
護
婦
な
ど
総
勢
千
　
ま
尼
、
飲
み
水
管
理
な
ど
衛

一
の
高
度
医
療
機
関
で
あ
る
ザ
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
　
生
意
識
の
改
善
に
あ
た
る
。
現

ン
ピ
ア
大
学
医
学
部
に
医
療
機
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ザ
ン
ピ
ア
ヘ
常
地
で
人
気
の
あ
る
旅
役
者
に
一

器
や
医
師
を
送
り
込
ん
だ
り
し
時
、
二
、
三
人
の
医
師
や
看
護
役
買
っ
て
も
ら
い
、
一
番
の
娯

て
き
た
。
し
か
し
、
住
民
は
風
婦
を
派
遣
し
、
現
地
の
医
師
と
楽
で
あ
る
芝
居
を
通
じ
て
水
の

邪
や
け
が
と
い
っ
た
簡
単
な
治
　
一
緒
に
、
ル
サ
カ
市
や
近
郊
に
煮
沸
消
毒
を
呼
び
か
け
、
居
住

療
で
も
訪
れ
、
病
院
の
機
能
は
あ
る
二
十
二
か
所
の
ヘ
ル
ス
セ
区
に
は
簡
易
か
ま
ど
を
普
及
さ

滞
り
が
ち
。

　
住
民
の
生
活
の
場
に
入
っ
て

い
か
な
い
と
Ｉ
Ｉ
－
。
事
業
団
で

ン
タ
ー
と
よ
ぱ
れ
る
診
療
所
の
せ
る
と
い
う
。

顔
の
見
え
る
援
助
狙
う
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政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
活

動
に
、
初
め
て
民
間
活
動
団
体
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
が
起
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
い

ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ピ
ア
ヘ
「
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

・
岡
山
市
）
が
派
遣
さ
れ
、
五
年

に
わ
た
っ
て
衛
生
環
境
の
向
上
に

汗
を
か
く
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま
で

政
府
機
関
が
前
面
に
で
て
い
た

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

仕
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
顔
」
の

見
え
る
援
助
に
な
り
そ
う
だ
。

　
　
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・

ケ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
援

助
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
派
遣
を
淡
め
た
の

は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
窓
口
と
な
っ
て
い

る
国
際
協
力
事
業
団
。
す
で
に
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
二
月
十
六
日
の
首
都

政府海外援助に

ＡＭＤＡを起用

ル
サ
カ
市
入
り
に
向
け
て
、
菅
波

茂
代
表
を
団
長
に
十
人
の
事
前
調

査
団
を
組
ん
で
い
る
。

　
ザ
ン
ビ
ア
は
人
口
八
百
六
十
万

人
。
現
地
を
調
べ
て
い
る
事
業
団

の
職
員
に
よ
る
と
、
子
供
た
ち
が

五
歳
ま
で
に
死
亡
す
る
割
合
は
千

人
当
た
り
百
九
十
一
人
に
違
し
て

い
る
。
上
水
道
は
都
市
の
一
部
に

し
か
な
く
、
住
民
の
ほ
ぼ
七
割
が

生
活
し
て
い
る
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
と

呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
で
は
、
雨
水
や

川
の
水
が
頼
り
。
ひ
と
た
び
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
い
始
め
る
と
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
の
は
避
け

ら
れ
な
い
。

　
住
民
の
生
活
の
場
に
入
っ
て
い

か
な
い
と
ｉ
ｌ
。
事
業
団
で
は
、

ル
ワ
ン
ダ
や
ネ
パ
ー
ル
で
の
医
療

活
動
に
実
績
が
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に

白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
八
四
年
に
つ
く
ら
れ
、
現
在
で

は
医
師
三
百
人
に
看
護
婦
ら
総
勢

千
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ザ
ン
ピ
ア
ヘ
常

時
、
二
、
三
人
の
医
師
や
看
護
媚

た
ち
を
派
遣
し
、
澗
地
の
医
師
と

ル
サ
カ
市
や
そ
の
近
郊
に
あ
る
二

十
二
か
所
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
と

よ
ぱ
れ
る
診
療
所
の
充
実
を
目
指

す
。
消
毒
、
検
査
、
治
療
ま
で
の

一
貫
し
た
保
健
所
シ
ス
テ
ム
を
根

付
か
せ
た
い
と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
は
「
住

民
の
間
に
入
っ
て
の
活
動
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
得
意
分
野
」
と
意
欲
を
燃
や

し
て
い
る
。

配
昿
住
民
に
溶
け
込
み
活
動
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「
官
」
と
「
民
」
の
違
い
だ

ろ
う
か
。
世
界
を
ま
た
に
医
療

救
援
で
活
躍
す
る
二
つ
の
団
体

の
対
応
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て

い
た
。

　
岡
山
市
に
本
拠
を
置
く
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ

・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

は
、
ソ
マ
リ
ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
、

ル
ワ
ン
ダ
な
ど
二
十
力
国
以
上

で
活
動
し
て
き
た
。

　
　
「
神
戸
へ
行
か
な
い
の
か
」

　
「
医
療
チ
ー
ム
は
編
成
し
な
い

の
か
」
。
阪
神
大
震
災
の
発
生

当
日
、
菅
波
茂
代
表
の
も
と
に
、

登
録
す
る
医
師
か
ら
電
話
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
か
か
っ
た
。

　
国
内
の
出
動
経
験
は
な
い
。

だ
が
、
菅
波
さ
ん
は
即
座
に
派

遣
を
決
断
し
た
。
十
七
日
夜
に

は
神
戸
市
長
田
区
へ
入
り
、
救

援
を
開
始
し
た
。

　
国
の
特
殊
法
人
「
国
際
協
力

事
業
団
」
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
国
際

戸
入
り
は
、
遍
れ
る
こ
と
約
三

週
間
、
二
月
五
日
で
あ
る
。

ド
池

緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
神
が
登
録
す
る
。
メ
キ
シ
コ
地
震

？●

や
ニ
カ
ラ
グ
ア
地
震
な
ど
海
外
医
師
受
け
入
れ
に
は
、
厚
生
省

で
の
経
験
が
豊
富
だ
。
　
　
が
医
師
法
を
盾
に
難
色
を
示
し

　
活
動
は
国
際
緊
急
援
助
隊
派
た
。
受
け
入
れ
は
四
十
六
力
国

選
法
で
、
「
海
外
で
の
大
規
模
・
地
域
に
と
ど
ま
っ
た
。

災
害
発
生
時
」
と
限
定
さ
れ
て
　
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

い
る
。
神
戸
派
遣
を
ど
う
ク
リ
リ
ス
は
当
日
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

ア
す
る
か
。
名
目
探
し
に
時
間
派
遣
を
申
し
出
た
。
ス
イ
ス
救

が
か
か
っ
た
。
つ
け
た
の
は
、
助
隊
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
即

　
「
海
外
出
動
前
の
訓
練
」
と
い
日
現
地
入
り
で
き
る
よ
う
二
十

う
理
由
だ
っ
た
。
　
　
　
　
四
時
間
体
制
を
取
る
。
し
か

　
外
務
省
は
「
今
回
は
例
外
申
し
、
被
災
地
入
り
は
そ
れ
ぞ

の
例
外
」
と
し
、
法
改
正
は
今
れ
二
日
、
五
日
、
一
週
間
後
。

後
も
不
要
と
い
う
。

　
　
　
□
　
　
　
□

　
外
務
省
に
よ
る
と
、
震
災
で

現
在
ま
で
八
十
の
国
・
地
域
・

国
際
機
関
か
ら
救
援
物
資
や
援

助
隊
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　
各
省
庁
で
構
成
す
る
非
常
災

害
対
策
本
部
が
申
し
出
内
容
と

現
地
の
必
要
性
を
検
討
し
た
。
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阪神大震災でAMDA受け入れたのは
ＭＤＭ（世界の医療団）です。
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援
に
は
受
け
入
れ
態
勢
が
大
事
だ
＝
１
月
1
0
日
、
神
戸
市
長
田
区

▲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

正
は
難
し
く
、
柔
軟
な
運
用
で
援
組
織

対
応
す
る
し
か
な
い
」
と
話
す
。
を
設
立
、

□

□

？

トＸ

1

4al

市

　
昨
年
五
月
の
サ
ハ
リ
ン
地
震
　
菅
波
さ
ん
は
、
法
や
前
例
に

で
、
菅
肢
さ
ん
ら
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
こ
だ
わ
る
「
官
」
に
、
す
ぱ
や

は
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
救
い
勣
き
は
難
し
い
と
も
考
え
て

援
活
動
に
当
た
っ
た
。

　
阪
神
大
農
災
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国
境

な
き
医
師
団
」
を
受
け
入
れ
、

震
災
特
有
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候

群
治
療
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
そ
れ
が

法
や
前
例
、
こ
だ
わ
る
「
官
」

各
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
受
け
人
す
。
「
こ
れ
ま
で
海
外
の
援
肋
間
が
か
か
っ
た
」

れ
側
の
対
応
の
遅
さ
を
批
判
し
隊
を
受
け
入
れ
た
経
験
が
な
か
　
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

た
。
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。
現
地
で
本
当
に
援
助
が
　
国
土
庁
は
「
災
害
対
策
基
本

　
対
策
本
部
の
関
係
者
は
話
必
要
か
、
問
い
合
わ
せ
に
も
時
法
改
正
で
、
対
策
本
部
メ
ン
バ

－
を
各
省
庁
局
長
級
か
ら
閣
僚
生
き
た
。
医
療
行
為
は
、
法
律

に
引
き
上
げ
た
。
意
思
統
一
や
上
、
無
理
で
も
活
動
の
範
囲
が

迅
速
な
判
断
が
可
能
に
な
っ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

た
」
と
し
、
外
務
省
は
「
法
改
　
十
月
に
は
、
民
間
団
体
と
支

い
る
。

　
　
「
救
急
・
救
助
に
最
も
大
切

な
災
害
発
生
後
七
十
二
時
間
以

内
は
行
政
の
対
応
は
期
待
で
き

な
い
。
各
国
の
民
間
レ
ベ
ル
で

連
携
で
き
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
が
必

要
だ
」

　
十
二
月
中
旬
、
国
が
音
頭
を

取
っ
た
ア
ジ
ア
防
災
政
策
会
議

が
神
戸
で
開
か
れ
た
。

　
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
Ｊ
設
置

や
各
国
の
援
助
協
力
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
神
戸
防
災
官
苔
」

を
採
択
し
た
。
し
か
し
、
民
間

の
役
割
や
官
民
の
協
力
体
制
に

は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

国際医療協力　vol.19 N0.2 1996



1996年1月号から月刊・進研ニュース＜中学版＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

二
菅
波
茂
●

鳶
゜
゛
）
袋

親
切
の
三
原
則
は
、

世
界
の
常
識

①
ａ
　
阪
神
大
震
災
と
サ
ハ
リ
ン

大
震
災

ｂ
　
阪
神
大
震
災
で
は
、
日
本
中

が
動
い
た
こ
と
と
、
海
外
か
ら
温

か
い
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
。
サ
ハ

リ
ン
大
震
災
で
は
、
「
親
切
、
思

い
や
り
の
心
」
に
は
国
境
が
な
い

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

②
ａ
　
親
切
の
三
原
則
は
、
世
界

の
常
識

ｂ
　
阪
神
大
震
災
で
は
、
日
本
中

の
人
た
ち
が
何
か
を
し
た
い
と
思

っ
た
。
事
実
、
百
万
人
以
上
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
者
救
済
活
動

に
従
事
し
、
「
ボ
ラ
ー
ン
テ
ィ
ア
元

年
」
と
い
わ
れ
た
。
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
に
よ
る
暗
い
雰
囲
気
を
吹
き

飛
ば
し
て
、
「
将
来
に
対
す
る
自

信
と
希
望
」
を
与
え
た
。
少
子
・

高
齢
化
社
会
な
ど
数
多
く
の
課
題

を
、
国
民
が
お
互
い
に
協
力
し
あ

っ
て
克
服
し
て
い
く
基
盤
が
で
き

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
な
ど
の
整
備
に

よ
っ
て
、
こ
の
動
き
は
加
速
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

す
が
な
み
・
し
げ
る
●
一
九
四

六
年
生
ま
れ
。
医
師
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
代
表
と
し
て
、
大
震
災
後
の

神
戸
や
サ
ハ
リ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
躍
。
著
書
は
、

『
遥
か
な
る
夢
』
『
ル
ワ
ン
ダ
か

ら
の
証
言
』
「
飛
び
出
せ
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
」
ほ
か
。

　
日
本
は
、
経
済
大
国
と
し
て
海

外
援
助
を
実
施
し
て
き
た
が
、
今

回
、
発
展
途
上
国
の
人
た
ち
か
ら

も
、
「
バ
ナ
ナ
を
売
っ
た
お
金
を

送
り
た
い
」
と
い
っ
た
温
か
い
援

助
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
親
切
と

は
、
お
金
の
額
で
は
な
く
、
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
。
「
困
っ
た
と
き

は
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
隣
近
所

の
つ
き
あ
い
が
、
世
界
的
マ
ナ
ー

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

　
サ
ハ
リ
ン
大
震
災
の
と
き
に
、

ロ
シ
ア
側
は
、
最
初
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

救
援
活
動
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、

阪
神
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
ロ

シ
ア
の
支
援
へ
の
お
返
し
の
気
持

ち
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
喜

ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

　
ま
と
め
。
世
界
中
の
だ
れ
で
も
、

他
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
、

何
か
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
親
切

に
は
国
境
が
な
い
。
た
だ
し
、
親

切
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
親
切
の
三
原
則

で
あ
る
。

ysa.－．罵－_＿査il_7登五水曜日平丿戎８年(1996年)２月了日

菅Ａ
波Ｍ

　
本
年
度
の
日
本
水
道
協
会
岡

山
県
支
部
管
理
職
研
修
会
が
六

日
、
岡
山
市
表
町
一
の
岡
山
シ

ン
フ
ォ
ー
Ｔ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
国
連
医
療
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
、
木
部
・
岡
山
市
）
の

菅
波
及
代
表
か
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と

水
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地

域
で
展
開
し
て
い
る
救
援
活
動

で
も
医
療
の
ほ
か
に
水
や
土
木

が
咀
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と

を
示
し
、
活
動
へ
の
協
力
を
訴

え
た
。

栽
講
演
で
援
助
を
訴
え

援助活動における水の重要性を強調
する曹波代表

　
県
内
各
地
の
自
治
体
な
ど
の

水
道
事
業
管
理
職
約
五
十
人
が

出
席
。
む
波
代
表
は
約
一
面
間

に
わ
た
り
、
救
援
活
動
の
実
際

を
示
し
な
が
ら
漓
演
し
た
。

　
菅
波
代
表
は
、
ル
ワ
ン
ダ
や

チ
ェ
チ
ェ
ン
、
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど

の
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
水

が
原
囚
で
コ
レ
ラ
が
ま
ん
廷
し

た
引
火
や
、
汚
れ
た
水
を
飲
料

水
に
し
て
下
痢
を
起
こ
し
、
多

く
の
子
供
が
死
｛
｝
し
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
「
き
れ
い
な
水
が
確

保
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、
衛

生
知
識
が
な
い
こ
と
が
難
民
の

健
康
状
態
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
活
動
と
し
て
、
今
月
中

旬
に
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
に

向
か
う
こ
と
に
も
触
れ
、
『
首

都
ル
サ
カ
周
辺
の
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
（
診
療
所
）
の
機
能
充
実

を
果
た
す
た
め
に
も
、
水
の
状

態
が
ど
ぅ
な
っ
て
い
る
か
は
重

要
な
調
査
項
目
」
と
し
た
。

　
最
後
に
苛
波
代
表
は
「
水
の

プ
ロ
と
し
て
、
地
方
自
治
体
Ｏ

Ｄ
Ａ
参
加
と
い
う
形
を
岡
山
で

広
げ
て
も
ら
・
え
れ
ば
。
近
い
将

山岡

米
に
わ
た
く
し
た
ち
の
医
療
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

組
め
る
と
き
が
く
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
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海外で慟く　1996年1月　アルク発行から

アフリカと開発援助への関心から現地へ。

スワヒリ謳を習得し、開設間際のNGOへ就職

中村路子さんごこ閃閃ｔごご瓦ｒ）
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ス
ワ
ヒ
リ
腿
を
話
せ
る
外
国
人
は
珍
し
い
た
め
、
皆
フ
レ

／
ド
リ
１
サ

モ

ｙ

略　屋IS5年生まれ。津田塾大学学芸

　　　　学部英文学科卒。日本旧Ｍに

　　　　入社しシステムエンジニアとし

　　　　て約６年間働く。92年、以前か

　　　　ら興味を持っていたアフリカに

　‘　　初めて旅行しケニアにも足を延

昨

ばす。以東アフリカの魅力と

　　　　ともに開発援助や匡犀協力に関

　　　　心を向けはじめ、93年ナイロビ

　　　　のスワヒリ語学校に入学。94年

　　　　11月に現在勤務するＮＧＯの

　　　　AMDAがナイロビオフィスを

　　　　開設すると知って応募、採用。

準備資金150万円の貯金を持参。

収　入基本給が月に刄|)ドルで、これ

　　　　　に手当がつく。ケニアではぜい

　　　　　たくをしなけれぱ暮らしていけ

　　　　　る金額。

ア
フ
リ
カ
ヘ
の
憧
れ
と

開
発
援
助
へ
の
問
題
意
識

　
ア
フ
リ
カ
に
は
昔
か
ら
興
味
が
あ
っ

て
、
１
９
９
２
年
に
初
め
て
ケ
ニ
ア
を

旅
行
し
ま
し
た
。
以
来
、
ま
す
ま
す
あ

こ
が
れ
が
募
る
と
同
時
に
、
国
際
協
力

や
開
発
援
助
と
い
っ
た
分
野
へ
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

関
す
る
新
聞
報
道
な
ど
を
見
る
と
、
税

金
の
無
駄
使
い
、
環
境
破
壊
、
現
地
の

事
情
の
無
理
解
と
い
っ
た
問
題
点
の
指

摘
ば
か
り
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
と
に
か
く
自
分
の
目
で
実

態
を
見
た
い
と
考
え
、
翌
年
ナ
イ
ロ
ビ

に
あ
る
ス
ワ
ヒ
リ
語
の
学
校
｛
ケ
ニ

ア
・
ス
ワ
ヒ
リ
語
学
院
、
ｐ
一
一
参
照
｝
に

入
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
語
学
の
み

な
ら
ず
、
政
治
経
済
や
民
族
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
講
義
も
あ
り
、
い
い
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
ね
。

　
ナ
イ
ロ
ビ
に
は
欧
米
各
国
か
ら
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
も
多
く
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
知
り
た
い
と
田
少
っ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
が
ナ
イ
ロ
ビ

オ
フ
ィ
ス
の
新
設
に
あ
た
っ
て
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
を
探
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
試
し
に
門
を
た
た
い
た
と
こ

住まいワンルームのアパート。広さは

　　　　　船平方メートル。家賃は月額お

　　　　　よそ4（X）ドル。スペースのわり

　　　　　に高額だが、セキュリティサー

　　　　　ビスがついているので安心。

　　　　　オフィスまではマタトウ（小型

　　　　　バス）で約15分。

休日僻癩ケニアのカレンダーに合わせて

　　　　　休む。市内のマーケットを散策

　　　　　するほか、ストリートチルドレ

　　　　　ンの職業訓練を行う英国人女性

　　　　　の手伝いをしたり｡半年に１度、

　　　　　１週間の休暇には国内をバスで

　　　　　旅行する。

１●
ろ
幸
運
に
も
採
用
さ
れ
、
9
4
年
1
1
月
か

ら
事
務
局
長
と
し
て
業
務
の
切
り
盛
り

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
阪
神
大
震
災
で
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
8
4

年
に
日
本
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
の
医
師
が

中
む
に
な
っ
て
設
立
し
た
も
の
で
、
ア

ジ
ア
各
国
の
医
師
が
内
戦
や
災
害
時
の

救
援
に
お
け
る
相
互
協
力
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
仕
事
は
大
別
し
て
ふ
た
つ
で
、

ア
フ
リ
カ
５
力
国
で
行
っ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

と
、
ケ
ニ
ア
国
内
に
お
け
る
医
療
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
掘
り
起
こ
し
、
実
施
可
能

性
調
査
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ

ィ
）
、
ブ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
書
）
作

成
な
ど
。

　
ケ
ニ
ア
政
府
と
の
交
渉
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
他

団
体
と
の
意
見
交
換
、
必
要
に
応
じ
て

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
）
ナ
イ
ロ
ビ
オ
フ
ィ
ス
と
の
や

り
と
り
を
行
う
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
航

空
券
の
手
配
や
物
品
の
発
注
な
ど
、
業

務
の
幅
は
広
い
で
す
。

第
三
世
界
に
し
か
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
つ
つ

　
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
ケ
ニ

ア
政
府
の
腐
敗
は
ひ
ど
く
、
援
助
慣
れ

し
て
、
す
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

ま
し
て
や
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
も
な
れ

ば
い
い
カ
モ
で
、
露
骨
に
チ
ャ
イ
（
賄

賂
）
を
要
求
さ
れ
た
り
・
：
…
。
誰
を
ど

こ
ま
で
信
じ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
当

惑
し
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
と
り
わ
け

兼
任
後
９
ヵ
月
は
ひ
と
り
で
し
た
の
で

不
安
で
し
た
が
、
現
在
で
は
日
本
人
男

性
と
ケ
ニ
ア
人
秘
書
が
加
わ
り
、
ず
い

ぶ
ん
や
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ワ
ヒ
リ
語
が
し
や
べ
れ
る
外
国
人

は
珍
し
い
せ
い
か
、
し
か
め
面
の
役
人

が
急
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
っ
た
り
、

視
察
先
の
地
元
の
人
々
と
じ
か
に
話
が

で
き
る
な
ど
、
仕
事
面
で
も
は
じ
め
に

言
語
を
習
得
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ス
ワ
ヒ
リ
語

で
通
し
て
お
り
、
生
活
の
幅
が
広
が
る

の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ニ
ア
は
多
く
の
部
族
が
個
性
豊
か

に
国
を
彩
っ
て
い
て
、
民
族
音
楽
、
衣

装
、
習
慣
な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
に
と

っ
て
は
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
で
し
ょ

う
。
大
都
会
ナ
イ
ロ
ビ
に
は
ア
フ
リ
カ

全
土
の
ア
ー
ト
が
集
ま
っ
て
お
り
、
高

価
な
土
産
物
屋
は
博
物
館
の
よ
う
で

す
。

　
ま
た
、
各
惰
字
校
か
ら
劇
場
、
映
画

館
、
各
国
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
屋
か
ら
貸
し
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ

プ
ま
で
何
で
も
あ
り
ま
す
。
野
菜
や
果

物
は
素
材
自
体
が
お
い
し
く
種
類
も
豊

富
。
時
折
日
本
酒
が
夢
に
出
て
く
る
ぐ

ら
い
で
（
笑
）
、
何
の
不
自
由
も
感
じ

ま
せ
ん
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
常
に
緊
張
感

は
保
っ
て
い
ま
す
が
、
貨
幣
価
値
の
異

な
る
国
で
暮
ら
す
代
償
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
第
三
世
界
に
は
第
三
世
界
に
し

か
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
そ
こ
に
身
を
置
い
て
暮
ら
す
の
は

と
て
も
刺
激
的
で
す
。

　
将
来
に
つ
い
て
は
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
専

門
家
と
呼
べ
る
人
が
日
本
に
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
ど
う
い

う
方
向
に
自
分
が
底
艮
す
べ
き
か
が
ま

だ
よ
く
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
焦
る
気
持

ち
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
の
「
ざ

レ
ポ
レ
（
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
く
り
）
」

の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
焦
る
こ
と
自
体

が
ば
か
ば
か
し
い
気
も
し
て
、
「
納
得

い
く
道
を
気
長
に
探
そ
う
」
と
、
つ
い

楽
観
的
に
な
る
の
も
事
実
で
す
。
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菅ぶ

耐

ア
ジ

（
Ａ

アＭ

　
　
し
げ
る

　
　
茂
氏

医
師
連
絡
協
議
会

Ｄ
Ａ
）
の
代
表

　
今
か
ら
二
五
年
前
、
ま
だ
大
学

紛
争
の
余
焔
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、

岡
山
大
の
大
学
院
生
だ
っ
た
菅
波

さ
ん
は
谷
口
澄
夫
学
長
（
当
時
）

の
自
宅
書
斎
に
通
さ
れ
て
い
た
。

　
タ
イ
と
ビ
ル
マ
の
国
境
近
く
で

の
「
ク
ワ
イ
河
医
学
踏
査
隊
」
の

実
施
を
計
画
す
る
に
当
た
り
、
当

国
か
ら
ピ
ザ
を
得
る
に
は
学
長
の

推
薦
状
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

　
日
本
の
国
際
医
学
交
流
は
大
学

当
局
が
行
う
も
の
が
中
心
で
、
学

生
が
主
体
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
菅
波
青
年
の
説
明
を
聞
い
て

い
た
谷
口
学
長
は
、
最
後
に
「
分

か
っ
た
。
谷
口
個
人
と
し
て
、
必

要
な
印
鑑
は
い
く
ら
で
も
押
そ

う
。
岡
山
県
の
将

来
を
考
え
る
と
、

君
た
ち
の
や
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と

は
大
切
だ
」
と
励

し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
翌
昭
和
四
十
七
年
、
総
勢
ニ
ハ

人
か
ら
な
る
踏
査
隊
が
出
発
。
邦

楽
演
奏
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
兼
ね
た
、

こ
の
若
く
も
賑
や
か
な
海
外
交
流

が
、
今
日
、
一
五
カ
国
九
〇
〇
人

の
会
員
を
擁
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

に
成
長
す
る
と
は
、
菅
波
さ
ん

も
、
ま
た
谷
口
学
長
も
想
像
し
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
ア
ジ
ア
で
あ

り
、
医
療
協
力
な
の
か
。

　
「
高
校
二
年
の
時
、
写
真
で
若

い
日
本
兵
が
死
ん
で
る
の
を
み
て

ね
」
。
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
自

分
と
同
じ
ほ
ど
の
年
齢
の
兵
士

が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
で
迎
え

昭和21年広島県生まれ，49歳。

52年岡山大大学院を修了，56年

に岡山市内に菅波内科を開業。

54年のカンボジア難民への医療

支援を皮切りに本格的な医療救

援のＮＧＯ活動に入り，59年に

ＡＭＤＡを設立。これまでに保

健文化賞，読売国際協力賞，毎

日国際交流賞などを受賞。

71

た
死
。
海
岸
の
浅
瀬
に
顔
を
半
分

突
っ
込
ん
で
い
る
無
惨
な
姿
を
み

て
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
金
縛
り
に
遭
っ
た
よ
う
な

衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
。

　
学
生
時
代
に
ア
ジ
ア
を
放
浪
。

多
く
の
人
々
に
会
う
な
か
で
、

「
第
二
次
大
戦
の
時
に
日
本
が
や

っ
た
こ
と
の
反
対
の
こ
と
を
す
れ

ぱ
い
い
」
と
知
る
。
大
学
院

で
は
、
「
ア
ジ
ア
を
や
り
た

い
」
と
の
申
し
出
に
「
い
い

だ
ろ
う
」
と
禅
問
答
の
よ
う

な
許
可
を
与
え
た
、
公
衆
衛

生
学
の
緒
方
正
名
博
士
に
は

い
ま
も
感
謝
す
る
。

　
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
国

際
的
な
救
援
医
療
活
動
を
行

っ
て
き
た
菅
波
さ
ん
だ
が
、

最
初
は
は
か
ば
か
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
昭

和
五
十
四
年
、
二
人
の
医
学

生
と
と
も
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
の
医
療
支
援
に
赴
く
。
初
の
本

格
的
な
救
援
活
動
と
な
る
は
ず

が
、
現
地
で
は
何
も
で
き
な
か
っ

た
。
Ｎ
Ｇ
o
!
2
4
）
“
業
界
ａ
：
&
４

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
も

こ
の
頃
。
「
善
意
だ
け
で
は
だ
め

だ
、
シ
ス
テ
ム
が
な
い
と
」
と
手

探
り
で
の
組
織
作
り
が
始
ま
る
。

　
実
際
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
国
際
的
に
み
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る
。
ま
ず
、
特
定
の
宗
教

や
政
治
団
体
の
背
景
が
な
い
。

　
そ
れ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
。

そ
れ
ぞ
れ
の
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

毎
に
ス
タ
ッ
フ
を
募
る
。
現
地
で

の
連
携
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
融
通
無
碍
に
変
え
て

い
く
。

'94年４月の日本・パングラデシュ友好病院

開院式にて現地のドクターたちと。

　
そ
し
て
地
域
主
義
。
救
援
地
の

地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
を
第
一
に
置
く
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
本
部
は
菅
波
さ
ん
の
診
療
所

内
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
の

仲
間
と
連
絡
を
取
り
合
う
現
在
、

「
東
京
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
は
何
も
な
い
」
と
言
い
切
る
。

　
し
か
も
こ
の
診
療
所
、
有
床
診

１

療
所
で
あ
り
な
が
ら
一
四
九
床
の

老
健
施
設
、
八
五
床
の
デ
イ
ケ
ア

施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
付
設
。
「
耳
鼻
科
は
う
ち
の
女

房
が
や
り
、
内
科
は
二
人
の
若
い

医
師
が
い
て
く
れ
て
る
ん
で
す
。

一
人
が
出
て
い
く
と
き
は
後
の
二

人
が
頑
張
る
（
笑
）
」
。
地
域
に
根

ざ
し
た
医
療
は
、
自
院
で
も
実
践

中
で
あ
る
。

　
最
近
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
以
外
に
も
、

次
々
と
国
際
貢
献
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
出
し
て
い
る
が
、
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
大
学
の
開
校
だ
ろ
う
。

　
実
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
連
か
ら

カ
テ
ゴ
リ
ー
２
（
経
済
社
会
理
事

会
で
の
討
議
権
、
議
決
権
を
持

つ
）
に
認
定
さ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
こ

れ
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
（
さ
ら
に

政
策
提
言
権
が
加
わ
る
。
現
在
世

界
に
四
一
団
体
）
に
な
れ
ば
、
大
学

構
想
も
非
常
に
現
実
的
に
な
る
。

　
「
日
本
が
平
和
に
貢
献
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
医
療
と
教
育
と
い

う
の
は
分
か
り
や
す
い
。
そ
の
意

味
で
医
療
人
に
は
責
任
、
と
い
う

か
役
割
が
あ
り
ま
す
ね
」
。

　
非
常
に
も
の
静
か
な
口
調
だ

が
、
語
ら
れ
る
そ
の
夢
は
邁
か
な

り
、
ま
た
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
き

た
人
で
あ
る
。
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も
こ
の
相
互
扶
助
で
す
が
、
国
連
は
人

権
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
動
い
て
ぃ
ま

す
。
だ
か
ら
、
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て

ぃ
な
い
。
こ
の
二
つ
を
う
ま
く
つ
な
げ

て
い
か
な
い
と
、
な
か
な
か
問
題
解
決

は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。

　
こ
の
中
で
日
本
の
役
割
と
は
何
か
。

一
つ
は
、
「
平
和
」
と
い
う
考
え
方
で

す
。
国
の
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
和

を
掲
げ
て
い
る
日
本
は
大
い
に
胸
を
は

っ
て
正
面
か
ら
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
国

際
社
会
の
中
で
、
お
金
を
出
し
て
い
る

人
は
発
言
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
日

本
は
遠
慮
が
ち
だ
が
、
も
っ
と
、
平
和

と
か
相
互
扶
助
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
に
発
言
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
日
本
が
そ
う
ぃ
う
方
向
を
目

指
す
時
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
役
割
と
し
て
私

だ
ち
と
し
て
一
二
つ
の
方
法
を
あ
げ
て
ぃ

ま
す
。

　
一
つ
は
、
「
援
助
さ
れ
る
側
に
も
ブ
ラ

イ
ド
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
加
味
し

た
人
間
の
尊
厳
と
い
う
も
の
を
中
心
に

し
た
相
互
扶
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど

ん
ど
ん
作
っ
て
ぃ
く
こ
と
。
二
番
目
に
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
え
ど
も
国
連
で
政
策
提
言

を
ど
ん
ど
ん
し
て
い
こ
う
。
最
後
に
、

人
材
の
養
成
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

い
う
形
の
プ
ロ
が
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
構
想
と
い

う
の
を
出
し
て
ま
し
て
、
こ
う
ぃ
う
プ

ロ
の
人
材
を
養
成
し
た
い
と
思
っ
て
ぃ

ま
す
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

″11●
　
こ
の
講
演
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
通

り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
は
「
相
互
理
解
、

相
互
支
援
、
幸
せ
」
を
ス
テ
ッ
プ
に
し

て
「
良
き
医
療
、
長
き
将
来
」
を
目
指

す
こ
と
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
ア
ジ
ア
1
5
ヵ
国
に
６
０

０
人
の
全
員
を
待
つ
今
日
の
姿
を
迎
え

る
ま
で
に
は
当
然
、
試
行
錯
誤
が
あ
っ

た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
救
援
に
医
師
Ｉ

人
、
医
学
生
２
人
が
駆
け
つ
け
た
が
、

欧
米
の
組
織
的
な
活
動
に
つ
い
て
行
け

ず
、
「
何
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
苦

い
思
い
で
現
地
を
後
に
す
る
。
医
薬
品

を
ど
う
や
っ
て
調
達
す
る
か
、
現
地
事

務
所
は
ど
う
や
っ
て
開
く
か
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
を
ど
う
す
る
か
、
活

動
が
長
期
化
し
た
場
合
に
派
遣
者
に
生

活
を
ど
う
補
償
す
る
か
…
。
問
題
は
山

積
し
て
ぃ
た
。
そ
れ
を
解
決
で
き
る
ノ

ウ
・
ハ
ウ
を
待
っ
た
組
織
は
日
本
に
は

な
か
っ
た
。
同
じ
時
期
に
誕
生
し
た
日

本
の
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
同
様
の
問
題
を
抱

え
て
い
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
を
含
む
イ
ン
ド
シ

ナ
難
民
問
題
が
一
過
性
で
終
わ
っ
て
い

れ
ば
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
今
日
の
隆
盛

に
至
っ
て
ぃ
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
シ
’

ナ
の
不
幸
な
事
態
が
、
救
援
活
動
に
立

ち
上
が
っ
た
日
本
人
を
「
国
際
連
帯
」

に
向
か
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
各
国
で
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
心

の
団
体
だ
。
菅
波
医
師
は
「
国
際
医
療

プ
ロ
集
団
」
と
呼
ぶ
。
「
多
国
籍
医
師
団
」

･'1●

暇E｀照x心箔置聊､;a｀wi･717‾'｀'='7'7"=‾
(･･占:･瑕狗｀･．　ヽ　　　　　、､、哨潜

診.姉縦舗囃

一7
1……1ｸ市４

大勢の患者たちの相談に応じるＡＭ

DＡ現地調整員の岩間邦夫さん(カ

ンボジア・コンポンスプー州のプノ

ムスロイ郡病院で)

と
も
言
う
。
こ
の
集
団
が
海
外
と
結
ん

だ
「
緊
急
救
援
と
開
発
の
た
め
の
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
フ
ル
に
活

用
し
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
し
た
海
外

の
緊
急
事
態
に
わ
ず
か
4
8
時
間
の
う
ち

に
現
地
に
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
込
む
。

　
国
際
社
会
の
急
務
の
課
題
は
、
多
様

性
の
共
存
―
難
民
問
題
は
、
多
様
性

の
共
存
が
破
綻
し
た
と
き
に
発
生
し
た
。

菅
波
医
師
の
経
験
的
な
総
括
に
よ
っ
て

引
き
出
ぎ
れ
た
こ
の
理
念
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
を
支
え
て
い
る
。

　
欧
米
の
救
援
団
体
は
普
通
、
派
遣
国

の
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
る
が
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
場
合
、
救
援
さ
れ
る
国
の
医
師

を
表
看
板
に
す
る
の
が
原
則
だ
。
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
洪
水
が
発
生
し
た
と
き
、

日
本
に
留
学
し
て
ぃ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
の
医
師
を
中
心
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
ん
だ
。
援
助
を
受
け
る
国
に
も

誇
り
が
あ
る
。
そ
の
誇
り
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
、
そ
の
国
の
宗
教
、
慣
習
を

熟
知
し
た
人
物
が
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
こ
そ
が
現
地
で
は
歓
迎
さ
れ
る
の

だ
。

　
活
動
は
、
一
見
派
手
な
海
外
ば
か
り

で
は
な
い
。
国
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
在
日
外
国
人
に
対
す
る
医
療
が

あ
る
。

　
法
務
省
の
統
計
で
は
、
外
国
人
登
録

者
は
現
在
、
約
１
３
０
万
人
。
「
不
法
滞

在
者
」
は
約
3
0
万
人
と
い
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
外
国
人
の
多
く
は
、
地
域
の
医

療
情
報
を
含
む
生
活
情
報
か
ら
取
り
残

さ
れ
が
ち
だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
国
際
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
ー
」
（
束
京
都
）
を
つ
く

り
、
大
阪
に
も
一
昨
年
「
セ
ン
タ
ー
ー
関

西
」
を
設
立
。
外
国
人
か
ら
の
医
療
・

医
事
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
こ
の
国
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
①
日
本

国
内
で
の
国
際
貢
献
活
動
へ
の
参
加
の

道
を
開
き
②
海
外
に
は
行
き
に
く
い
開

業
医
も
活
動
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
Ｉ

－
な
ど
の
意
義
を
持
つ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難

民
と
か
か
わ
っ
た
日
本
の
若
者
が
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
で
着
実
な
活
動
に
従
事

し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
限
り
な
く
大

き
、
い
。

　
　
　
　
　
（
写
真
は
毎
日
新
聞
社
提
供
）

３はア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ア
ム
ダ
）
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

o
f
M
e
d
i
c
a
l

D
o
c
t
o
r
o
f
A
s
i
a'
I
B
e
t
t
e
r

m
e
d
i
c
i
n
e

f
o
「
b
e
t
t
e
r

f
u
t
u
r
e
"
4

i
想
に
掲
げ
、

正
式
に
は
１
９
８
４
年
（
昭
和
5
9
）
に

設
立
さ
れ
た
。
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Water＆Life 1995年12月号から

注目のアジア医師連絡

　　協議会(ＡＭＤＡ)とは

今、

毎日新聞社会部副部長

　　　　ふじわら　　けん
　　　　藤原　健

　
阪
神
大
震
災
や
サ
ハ
リ
ン
地
震
で
の

救
援
活
動
で
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
＝
注
）
が
今

年
、
注
目
を
集
め
た
。
そ
の
目
を
見
張

る
行
動
力
に
対
し
、
毎
日
国
際
交
流
賞

を
は
じ
め
６
つ
も
の
賞
が
贈
ら
れ
、
社

会
的
な
地
位
も
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
は
、
１
９
７
９
年
に
大
量
流

出
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
救
援
に
乗

り
出
し
た
医
学
生
の
組
織
。
こ
れ
が
活

動
の
輪
を
広
げ
る
に
つ
れ
、
ア
ジ
ア
版

　
「
国
境
な
き
医
師
団
」
に
成
長
し
て
い

っ
た
足
跡
は
、
日
本
の
行
う
べ
き
国
際

貢
献
の
あ
り
か
た
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府

組
織
）
の
側
か
ら
先
取
り
し
た
歴
史
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
地
方
都
市
か

ら
、
ア
ジ
ア
に
直
接
の
ネ
ッ
ト
を
広
げ

71＼
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－
１
－
Ｉ
Ｉ
・
・
・
－
一

」

Ｉｒ

ＡＭＯＡが支援するカンボジア・プノンペンの国

立シアヌーク病院精神科で診察する現地の医師

第７回毎日国際交流賞の受賞式で

記念講演をするＡＭ［⊃Ａの菅波茂

代表（毎日新聞大阪本社オーバル

ホールで）

る
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
を
駆
け
出

し
の
岡
山
支
局
時
代
か
ら
見
守
っ
て
き

た
私
と
し
て
は
、
こ
の
団
体
を
さ
ら
に

詳
し
く
ウ
オ
ッ
チ
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
代
表
の
菅
波
茂
医
師
は
、
岡
山
市
で

内
科
医
院
を
開
業
。
岡
山
犬
医
学
部
在

学
中
に
ア
ジ
ア
、
中
東
を
放
浪
。
ア
ジ

ア
に
魅
了
さ
れ
、
7
2
年
に
は
タ
イ
・
ク

ワ
イ
河
で
の
医
学
調
査
・
治
療
隊
を
組

織
し
て
隊
長
に
。
そ
の
後
、
後
輩
学
生

が
組
織
し
た
西
日
本
医
学
生
連
絡
協
議

会
の
顧
問
格
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民

救
援
に
か
か
わ
っ
た
。
今
秋
、
菅
波
医

師
が
毎
日
国
際
交
流
賞
を
受
賞
し
た
際

に
行
っ
た
講
演
の
こ
と
ば
を
イ
ン
ト
ロ

に
、
そ
の
「
理
念
」
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
日
本
は
人
道
援
助
大
国
へ
の
道
を
目

指
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
お
話
し
た
。
い
と
思

い
ま
す
。

　
人
道
援
助
と
い
う
の
は
宗
数
的
な
こ

と
ば
な
ん
で
す
け
ど
、
私
た
ち
は
も
っ

と
簡
単
に
言
え
ば
究
極
の
「
親
切
」
だfり

と
考
え
て
い
ま
す
。
親
切
は
し
た
方
は

忘
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
逆
に
受
け
た
方
は
い
つ
ま
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
親
切
と
い

う
の
は
、
こ
ち
ら
が
親
切
に
し
た
つ
も

り
で
も
、
実
は
親
切
に
と
ら
れ
て
ぃ
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
湾
岸
戦
争
。
あ
の
時
、
日

本
は
膨
大
な
お
金
を
提
供
し
た
ん
で
す

け
ど
、
国
際
的
に
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
逆
に
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
時
は

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
現
場
に
参
加
し

た
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な

非
難
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
必
ず

し
も
私
は
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が

国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
は
必
要
な
い
と
思
ぅ
ん
で
す
が
。

　
「
国
際
的
な
常
識
」
と
い
う
基
準
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
と
も
国
際
社

会
に
か
か
わ
る
場
合
、
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
で
は
、
一
つ
の
国
で

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
次
々
と
起
こ
ぅ

て
ぃ
ま
す
。
そ
の
解
決
に
は
国
連
と
い

う
場
を
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
国
連
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
国
連
や
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
国

連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
属
さ
な
い
発
展
途
上
国
の

ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
組
ま
な
い
と
、
難

民
問
題
一
つ
に
し
て
も
解
決
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
人
道
援
助
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
、
魂
の
救
済
に
は
触
れ
な
い
「
相

互
扶
助
」
と
い
う
考
え
方
を
提
言
し
た

い
。
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
コ
ン
セ
プ
ト
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　　　近　泰男

ジョイセフ（家族計画国際協力財団）

　　常任理事・事務局長

(財)

い
わ
ゆ
る
押
し
つ
け
型
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
彼
ら
と
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

協
力
し
合
う
意
味
で
も
、
日
頃
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ー

ク
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。

　
実
際
、
相
手
が
援
助
を
嫌
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
サ
ハ
リ
ン
の
震
災
で
現
地
へ
急
行
し
た
時
、

先
方
か
ら
一
度
は
帰
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。
そ
の
時
、
私
た
ち
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
時
、
日
本
は
ロ
シ
ア
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
そ
の
時
の
お
礼
が
し
た
い
と

思
い
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
調
査
し
に

き
た
の
で
す
」
と
話
し
、
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

　　　熊岡路矢

日本国際ボランティアセンター代表
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た
。

　
つ
ま
り
、
政
府
と
し
て
外
交
上
問
題
の
あ
る
所

へ
は
、
民
間
し
か
入
り
込
め
な
い
わ
け
で
、
そ
の

場
合
に
は
「
親
切
な
心
」
が
、
も
う
一
つ
の
パ
ス

ポ
ー
ト
に
な
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

吹
浦
　
9
4
年
は
北
方
領
土
で
の
地
震
の
救
援
に
か

か
わ
っ
た
し
、
今
は
北
朝
鮮
の
子
供
た
ち
に
鶏
卵

や
果
物
を
贈
る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
外
務
省
に

と
っ
て
は
難
し
い
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国

交
や
領
土
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
国
、
地
域
に
対

し
て
も
、
将
来
に
備
え
て
何
ら
か
の
準
備
や
関
係

づ
く
り
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
サ
ハ
リ
ン
地
震
の
よ
う
な
緊
急
援
助
の

際
に
は
、
ビ
ザ
の
免
除
な
ど
の
面
で
フ
ォ
ロ
ー
し

て
く
れ
る
こ
と
も
人
事
で
す
。

「
民
」
主
導
、
「
官
」
協
力
の

シ
ス
テ
ム
ヘ

五
月
女
　
最
後
に
、
新
し
い
年
に
か
け
る
み
な
さ

ん
の
抱
負
を
…
…
。

熊
岡
　
今
後
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
現
場
で

の
経
験
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
積
極
的
に
政
策
提
言

も
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア

フ
リ
カ
で
は
「
構
造
調
整
政
策
」
に
よ
っ
て
基
礎

保
健
が
有
料
に
な
り
、
そ
の
た
め
利
用
者
が
減
り
、

在
宅
死
亡
者
が
増
え
た
と
い
う
報
告
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か

ら
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
や
欧
州
な
ど
で
は
、

こ
う
し
た
国
際
金
融
政
策
に
対
す
る
政
策
提
一
。
昌

に
、
実
働
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
銀
行
に
は
大
蔵
省
か
ら
理
事
を
出
し
て
い

ま
す
。
構
造
調
整
政
策
や
累
積
債
務
問
題
に
対
す

る
Ｈ
収
載
ビ
々
べ
謬
葺
石
没
誓
・
。
汀
匍
な
ど
こ
つ
い
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て
、
外
務
省
だ
け
で
な
く
、
大
蔵
省
と
も
対
話
の

機
会
を
も
つ
な
ど
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
府
と
接
触
す
る

機
会
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

菅
波
人
道
援
助
に
関
し
て
「
国
連
機
関
の
拠
点

が
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
な
ら
、
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

拠
点
は
東
の
岡
山
」
と
い
う
構
図
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
9
5
年
1
0
月

に
は
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど

環
太
平
洋
諸
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
緊
急
救
援
機
構
」
を
つ
く
り
、
相
互
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
日
本
が
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
に

は
、
プ
ロ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
政
策
提
言
の

で
き
る
人
材
が
必
要
で
す
。
そ
の
養
成
を
目
指
し

て
私
た
ち
は
今
、
［
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
］
の
設

立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

吹
浦
政
府
と
の
連
携
と
い
う
点
で
は
、
今
後
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
の
連

携
も
、
も
っ
と
強
化
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
中
で
も
、

協
カ
隊
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
接
す
る
機
会
が
な
い
の
は
残

念
な
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
来
、
両
者
の
話
し
合
い

の
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
働
き
か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
民
間
と
政
府
と
を
結
び
つ
け
る
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
さ
ら
に
国
民
啓
発
の
窓
口
と
し
て
、

国
際
協
力
プ
ラ
ザ
の
機
能
に
も
期
待
し
た
い
で
す

ね
。

近
　
政
府
が
せ
っ
か
く
Ｇ
Ｉ
Ｉ
を
発
表
し
た
の
だ

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
自
身
も
も
っ
と
積
極
的
に
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
参
加
し
、
提
言
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ベ
ト
ナ
ム
で
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
話
が
進
ん
で
お
り
、
政
府
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
連
携
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ぜ
ひ
成

功
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

　
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
人
材
不
足
が

深
刻
な
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
政
府
の
人

材
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
現
場
に
派
遣
し
、
そ
こ
で
の

経
験
を
将
来
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
務
に
役
立
て
て
も
ら

う
、
と
い
っ
た
連
携
の
工
夫
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
国
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
自
転
車
や
ミ
シ
ン
、

プ
リ
ベ
イ
ド
カ
ー
ド
を
集
め
る
な
ど
、
身
近
に
で

き
る
活
動
を
通
し
て
国
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
ま
す
。

五
月
女
　
今
日
の
お
話
か
ら
9
6
年
を
展
望
す
る

と
、
ま
ず
国
内
的
に
は
、
一
般
の
人
に
身
近
に
参

加
で
き
る
活
動
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
で
、
国
際

筝
刀
の
裾
野
を
広
げ
る
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
携
に
よ
る
国
際
的

な
活
動
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
活
動
に
つ
い
て
、

私
は
「
民
」
主
導
の
「
民
・
官
協
力
」
と
い
ら
表

現
を
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
緊
急
救
援
を
は
じ

め
、
「
政
府
は
動
き
に
く
い
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ら
」
と

い
う
ケ
ー
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

場
合
は
、
ま
ず
「
民
」
が
主
体
的
に
動
き
、
追
っ

て
「
官
」
が
資
金
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
面
で
フ

ォ
ロ
ー
す
る
の
が
理
想
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気

が
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
｀

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
後
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、

非
常
に
具
体
的
な
ご
意
見
が
う
か
が
え
た
と
思
い

ま
す
。
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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一
方
、
社
会
開
発
型
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
政

府
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
国
益
や
人
道
援
助
の
観
点
が
含

ま
れ
な
い
限
り
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
任
せ
て
し
ま
っ
た

ほ
う
が
い
い
。
外
務
省
は
そ
う
し
た
選
択
権
を
も

つ
立
場
か
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
も
っ
と
実
務

的
に
詰
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

吹
浦
　
民
と
官
の
連
携
を
国
際
的
な
視
野
で
と
ら

え
る
と
、
日
本
の
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
外
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
日
本
政
府
、
外
国
政
府
、
国
連

ｙ
と
し
ｖ
ｖ
、
い

レ
　
タ
計
に
f
o

=
4
u
j
:
;
=
f
Ａ
　
　
｀

ﾍﾉ
７ ｅ Ｓ _

助ける会代表幹事難民を

と
、
六
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
様
々
な
連
携
の
形
態

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
多
角
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
気
を
遺
っ
て
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
一
つ
の
課
題
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
連
携

が
可
能
な
の
か
、
そ
う
し
た
場
合
に
、
政
府
は
ど

ん
な
形
で
力
を
貸
し
て
く
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た

こ
と
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
政
府
尤
勉
強
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

国
速
了
の
発
言
と

南
々
協
力
支
援

五
月
女
　
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

菅
波
　
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ

は
国
連
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。
も
う
一
つ
は
、
欧
界
に
き
ら
星
の
ご
と
く
存

在
す
る
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。

　
そ
の
中
で
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
一
方
で
国
連
へ

の
政
策
提
言
を
目
指
し
、
も
う
一
方
で
は
、
国
連

で
カ
バ
ー
で
き
な
い
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
を

吸
い
上
げ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活

か
し
て
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
な
る

で
し
ょ
う
。

近
　
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
場
合
は
、
発
足
当
初
か
ら
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｆ
Ａ
ｉ
一
会
。
『
・
六
示
万
古
や
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
ぶ
冽

町
家
僕
計
画
圭
司
ニ
こ
の
実
同
事
簑
ヒ
い
う
形
を

fツS

と
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は

ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
っ
て
も
、
資
金
や
人
材
が
足
り
な

い
。
そ
こ
で
、
国
連
機
関
が
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
相
手
国
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
、
そ
し
て
資
金
面
で
の
協
力
を
得
て
い
る

わ
け
で
す
。

菅
波
　
今
後
の
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
考
え
る

と
、
国
連
で
弩
晋
権
を
も
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
国
連
に
は
日
本
か
ら
も
多
額
の
拠
出
金
か
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
民
の
税
金
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
政
府
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

納
税
者
で
あ
る
民
間
人
、
つ
ま
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
大
挙

し
て
国
連
へ
進
出
し
、
ど
ん
ど
ん
発
言
す
べ
き
で

す
。
そ
う
で
な
い
と
、
私
た
ち
が
汗
を
流
し
て
い

る
の
と
は
別
の
場
所
で
物
事
が
決
ま
っ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
か
ら
…
…
。

近
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
て
も
、

相
手
が
先
進
国
か
、
途
上
国
か
に
よ
っ
て
、
協
力

の
あ
り
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
ジ
ョ
イ
セ
フ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
私
た
ち
が
現
地
に
滞
在
す

る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
事
業
は
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
任
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
人
を
派
遣
し
、
技
術
を
学
ん
で
も

ら
う
と
い
っ
た
途
ｈ
国
ど
う
し
の
協
力
も
進
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
南
々
協
力
」
の
推
進
も
、

今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
中
で
、
重
要
な

柱
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
。
方
、
政
府
が
Ｇ
ｌ
ｌ
を
打
ち
出
し
て
以
来
、

先
進
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
顕
著
に
な

乙
て
き
ま
し
た
。
9
6
年
に
は
米
国
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ａ

f‥1

（
開
発
・
人
口
問
題
セ
ン
タ
ー
）
と
、
ア
ジ
ア
女

性
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
）
と
の
共
催

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
欧

米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に

「
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
社
会
開
発
を
住
民

参
加
の
下
に
行
う
」
手
法
は
、
目
新
し
い
も
の
と

し
て
映
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
親
切

ｔ
‥
ｙ
・
つ

めが

ﾉヽζ

ス
ポ
ー
ト
に

熊
岡
　
南
々
協
力
と
い
え
ば
最
近
、
南
ア
フ
リ
カ

を
調
査
に
訪
れ
た
の
で
す
が
、
か
つ
て
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
体
制
下
の
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
（
居
留
地
）

だ
っ
た
農
村
で
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
有
機

農
法
の
普
及
に
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
っ
な
ぐ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
所
に

は
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
資
金
面
、
情
報
面
で

フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
社
会
開
発
型
の
連
携
と
、

緊
急
救
援
型
の
そ
れ
と
で
は
、
確
か
に
政
府
と
の

関
係
も
含
め
て
様
々
な
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う

ね
。

菅
波
　
基
本
的
に
人
道
援
助
と
い
う
の
は
、
だ
れ

も
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
も
の
で
、
そ

こ
に
国
境
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
つ
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
援
助
さ
れ
る
側

に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は

「
白
分
た
ち
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
Ｉ
と
い

う
気
持
ち
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
大
事
に
し
な
い
と
、
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ン
が
取
れ
て
い
た
り
、
破
れ
て
い
た
り
し
た
も
の

ま
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で
は
新
品
同
様
の
も
の
が

寄
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
、
多
く
の
日
本
人
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
こ
と
を
何
や
ら
政
府
を
批
判
す
る
人
た

ち
の
集
ま
り
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
。
で
す

か
ら
、
今
後
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
」
に
つ
い

て
、
も
っ
と
啓
発
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
就
職
難
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
実
に
優
秀
な
人
が
参
加
を
希
望
し
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
教
育
の
場
で
海
外
協

力
や
開
発
教
育
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
人
材
育
成
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が

問
わ
れ
る
時
代

近
　
私
た
ち
は
「
人
口
・
家
族
計
画
」
と
い
ヽ
２
専

門
分
野
を
手
が
け
て
い
る
わ
け
で
す
か
、
ジ
ョ
イ

セ
フ
（
㈲
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）
に
は
近
年
、

　　　五月女光弘

外務省経済協力局民間援助支援室長
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思
い
も
か
け
ぬ
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
人
口
・
家
族
計
画
と
い
う
の
は
、
と
も
す
れ

ば
人
口
抑
制
と
い
う
、
欧
米
型
の
押
し
つ
け
的
な

手
法
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
基
本
は
、

あ
く
ま
で
も
「
人
間
的
な
」
家
族
計
画
。
そ
れ
は

「
生
ま
な
い
自
由
」
を
住
民
白
身
が
考
え
て
行
動

す
る
、
そ
の
た
め
に
ど
う
協
力
を
す
る
か
、
と
い

う
か
か
わ
り
方
で
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
国
民
の
反

響
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
政
府
が
9
4
年
２
月

に
「
人
口
・
エ
イ
ズ
に
間
す
る
地
球
規
模
問
題
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
を
打
ち
出
し
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
で
も
本
格
的
な
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
年
９
月
の
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
に
は
、

私
た
ち
も
政
府
代
表
団
の
中
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
３
団

体
の
Ｉ
つ
と
し
て
参
加
。
9
5
年
に
は
社
会
開
発
サ

ミ
ッ
ト
、
第
４
回
世
界
女
性
会
議
も
開
か
れ
、
人

口
・
家
族
計
画
に
対
す
る
関
心
は
世
界
的
に
高
ま

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
今
や
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
が
問
わ
れ
る
段
階
に

き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
は
井
の
中
の
蛙
に

終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
情

報
交
換
や
協
力
を
し
な
が
ら
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

評
価
を
高
め
る
よ
う
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
岡
　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
9
5
年
で
設
立
1
5
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、
現
在
一
つ
の
壁
に
突
き
当
た
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
従
来
私
た
ち
が
活

動
の
対
象
と
し
て
き
た
の
は
、
東
西
対
立
の
ひ
ず

み
を
受
け
た
、
例
え
ば
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
の
地
域
。

と
こ
ろ
が
、
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
た
た
め
、
現
在
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は
南
北
問
題
の
観
点
、
開
発
の
観
点
を
前
面
に
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
大
き
な
課
題
と
し

て
は
、
貧
困
、
平
和
、
人
権
、
環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
（
男
女
の
社
会
的
・
文
化
的
性
差
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
貧
困
問
題
は
、
南
北
間
だ
け
の

こ
と
で
は
な
く
、
南
の
中
の
貧
富
の
格
差
、
北
の

貧
富
の
格
差
も
開
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
含

め
た
形
で
、
５
年
、
1
0
年
と
い
う
長
い
視
野
か
ら

開
発
、
と
り
わ
け
農
村
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
支
持
層
の
拡

大
、
組
織
、
意
思
決
定
の
仕
組
み
な
ど
の
問
題
に

対
し
て
も
、
9
6
年
は
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
あ
る
と

い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
生
き
延
び
て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
危
機
咸
ｙ
乞
も
っ
て
い
ま
す
。

五
月
女
　
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
の
で
す
が
、
民
間
援
助
支
援
室
が
設
置
さ

れ
て
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
政
府
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
は
、
非
常
に
い
い
歩
み
寄
り
が
み

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
地
方
レ

ベ
ル
の
会
合
な
ど
で
は
、
「
な
ぜ
こ
ん
な
厳
し
い

経
済
情
勢
の
中
で
、
海
外
援
助
を
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
の
か
」
と
？
つ
声
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
両
者
と
も
に
な
ぜ
国
際
協
力
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
国
民
の
支
持
を

得
る
よ
う
啓
発
す
る
努
力
が
必
要
で
す
ね
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
は
、
活
動
の
質
を
深

め
る
こ
と
で
、
一
般
の
支
持
を
得
る
必
要
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
外
務
省
と
し
て
は
今
後
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

支
援
の
予
算
を
、
さ
ら
に
使
い
や
す
い
も
の
に
し

て
い
く
と
同
時
に
、
質
の
い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
援
す
る
よ
う
、
私
た
ち
自
身
も
目
を
肥
や
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
と
連
携
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト

五
月
女
　
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
膝
を
交
え
て
議
論
す

る
場
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
外
務
省
だ
け
で
な
く

補
助
金
を
も
っ
て
い
る
全
省
庁
が
参
加
し
た
、
説

明
を
か
ね
て
の
懇
談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
好
評
で
、
今
後
も
東
京
に
偏
ら
ず
、
全
国
各
地

で
開
催
し
て
い
き
ま
す
が
、
情
報
交
換
す
る
こ
と

で
解
決
す
る
問
題
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

吹
浦
　
一
般
の
人
に
と
っ
て
外
務
省
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
敷
居
の
高
い
所
の
よ
う
で
す
。

審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
が
、
非
常
に
少
な
い
。
民

間
人
と
対
話
や
議
論
す
る
場
を
、
も
っ
と
設
置
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
外
務
省
で
は
、

担
当
の
人
が
２
～
３
年
で
異
動
に
な
る
た
め
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
こ
と
は
不
慣
れ
な
の
に
、
す
ぐ
人
が
代
わ

っ
て
し
ま
う
。

菅
波
　
情
報
交
換
は
も
と
よ
り
、
も
っ
と
問
題
解

決
型
、
つ
ま
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
心
の
積
極
的
な

官
民
連
携
が
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
は
、
大
き
く
分
け
て
社
会
開
発

型
と
緊
急
救
援
型
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
緊
急
救
援
型
は
国
連
、
現
地
政
府
、
ロ
本

政
府
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
５
名

の
連
携
シ
ス
テ
ム
が
整
わ
な
い
と
機
能
で
き
な

い
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
日
本

政
府
は
必
須
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ん
で
す
。
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国際協カプラザ　1996年1月号から

「
民
・
官
協
力
」
で

新
時
代
の
幕
開
け

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

国
際
社
会
の
申
で
、

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
と
っ
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を
魂
け
る
た
め
に
今
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
価
値
が

見
直
さ
れ
た
9
5
年

五
月
女
　
１
９
９
５
年
は
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
始
ま
り
、
そ
の
緊
急
救
援
や
復
興
対
策
の

面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
が
改
め
て
見
直
さ
れ

る
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け

れ
ば
、
３
月
の
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
、
９
月
の
第

４
回
世
界
女
性
会
議
な
ど
大
規
模
な
国
際
舞
台

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
が
大
い
に
注
目
を
集
め
た
の

は
周
知
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
の
内
外
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

え
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
新
年
に

あ
た
り
、
今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い

て
、
特
に
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て

さ
ら
に
活
動
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
質
を
深
め
る
に

は
何
か
必
要
な
の
か
。
み
な
さ
ん
の
経
験
を
基
に
、

他
の
団
体
の
参
考
に
も
な
る
よ
う
な
討
議
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
9
5
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
成
果

と
新
年
の
課
題
を
う
か
が
え
ま
す
か
。

菅
波
　
阪
神
・
淡
路
大
支
災
で
の
救
援
活
動
を
通

し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
得
た
も
の
は
二
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
は
、
こ
の
時
の
活
動
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
初
め
て
、
広
く
一
般
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
緊
急
救
援
と
復
興
対
策
に
必
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
の
Ｉ
つ
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
機
能
す
る

た
め
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
一
方
で
こ
の
時
、
欧
界
１
０
０
カ
国
以
上
か
ら

支
援
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
こ
れ

ま
で
の
援
助
へ
の
恩
返
し
と
い
う
意
味
で
、
途
上

国
か
ら
も
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本

か
ら
は
具
体
的
な
受
け
入
れ
の
対
応
を
示
せ
な
か

fツ1

［
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
］

外
務
省
経
済
協
力
局
民
間
援
助
支
援
室
長

五
月
女
光
弘

［
出
席
者
］

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
代
表

菅
波
　
茂

難
民
を
助
け
る
会
代
表
幹
事

吹
浦
忠
正

匍
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）

常
任
理
事
・
事
務
局
長

近
泰
男
・

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表

熊
岡
路
矢

［
順
不
同
、
敬
称
略
］

っ
た
。
果
た
し
て
こ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
か
、
と

い
う
思
い
が
残
り
ま
し
た
ね
。

　
今
後
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
救
援
活
動

を
徹
頭
徹
尾
検
証
し
、
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
9
5
年
は
、
ま

さ
に
災
害
に
始
ま
り
、
災
害
に
終
わ
っ
た
１
年
と

い
え
ま
す
。

ｆｌ
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，

吹
浦
　
活
動
1
7
年
目
に
入
っ
た
私
ど
も
と
し
て
は

「
国
民
啓
発
」
と
い
う
観
点
か
ら
振
り
返
っ
て
み

た
い
の
で
す
が
、
確
か
に
昔
に
比
べ
れ
ば
、
国
民

一
般
の
国
際
協
力
へ
の
意
識
は
向
上
し
て
き
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
9
5
年
の
運
動
の
Ｉ
つ
と
し
て
ル

ワ
ン
ダ
に
セ
ー
タ
ー
を
贈
り
ま
し
た
が
、
同
様
に

途
ｈ
国
へ
古
着
を
贈
る
に
し
て
も
、
以
前
は
ボ
タ
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記
者

他
府
県
の
人
よ
り
指
摘
さ
れ
る
の
と

同
じ
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
復
活
の
た

め
の
実
際
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

津
曲

岡
山
県
、
あ
る

目
標
を
設
定
し

｀1ji

は
学
校
で
独
自
の

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

を
育
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

岡そ
の
と
お
り
で
す
、
特
に
低
学
年
の

時
か
ら
興
味
が
持
て
る
目
標
を
設
定

し
。
算
数
・
国
語
と
い
っ
た
通
常
の

教
科
の
ほ
か
に
、
何
か
心
と
き
め
く

目
標
を
も
た
せ
た
い
で
す
ね
。

河
合

切
小
知
の
基
礎
が
と
に
か
く
大
切
で

す
ク
家
庭
内
教
育
と
学
校
内
教
育
と

分
け
て
考
え
ず
に
、
少
な
く
と
も
小

学
校
四
年
く
ら
い
ま
で
は
、
学
校
に

ま
か
せ
二
氷
庭
は
学
校
が
運
営
し
や

す
い
よ
う
に
全
幅
の
協
力
を
す
べ
き

で
す
。

ご
者

次
に
Ｉ
Ｔ
一
世
紀
に
は
ば
た
く
若
者

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
学
校
時
代
は
錬

袁
の
時
期
と
も
言
え
ま
す
が
…
。

河
合

と
に
か
く
び
ん
ば
っ
て
自
『
』
を
鍛
え

て
欲
し
い
。
こ
れ
は
体
力
は
も
ち
ろ

ん
ご
頁
昌
侍
も
耐
え
抜
く
精
神
力

か
備
え
る
こ
と
ス
将
来
い
ろ
い
ろ

の
対
応
で
必
ず
強
さ
を
発
揮
す
る
と

思
い
ま
す
よ
。

岡同
感
で
す
。
自
己
錬
磨
は
自
立
心
を

養
成
し
ま
す
。
学
生
時
代
に
し
っ
か

り
と
自
立
心
を
養
っ
て
社
会
人
に
な

っ
て
欲
し
い
。

津
曲

自
立
心
を
養
成
す
る
期
間
に
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。
人
に
頼
ら
な
い
心
は
、

他
人
の
事
は
無
関
心
と
い
う
の
と
は

全
く
別
の
こ
と
で
、
冷
静
な
判
断
力

と
、
協
調
の
精
神
を
培
う
と
思
い
ま

す
。

記
者

さ
て
、
物
事
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
、
複
眼
的
に
見
た
り
、
考
え
た

り
す
る
必
要
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

津
曲

社
会
の
流
れ
に
共
鳴
し
、
直
接
自
分

の
利
益
に
っ
な
が
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
、
社
会
的
行
動
も
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
実
行
し
て

欲
し
い
。

岡ぞ
ろ
ぞ
ろ
つ
い
て
歩
く
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
他
人
と
異
な
る
点
や
長
所

を
は
っ
き
り
と
自
己
表
現
す
べ
き
で

し
ょ
う
ね
。
全
員
一
点
集
中
で
は
、

個
人
の
優
れ
た
特
性
は
埋
も
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

耳
介

‘●私
も
岡
さ
ん
と
同
じ
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
基
礎
的
な
レ
ベ
ル
は
人
間

的
水
準
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
、

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
根
本
的
に
同
じ
も

の
で
す
。
こ
の
し
っ
か
り
し
た
土
台

の
上
に
他
人
と
区
別
す
る
行
動
・
考

え
が
展
開
さ
れ
れ
ば
す
ば
ら
し
い
。

記
者

生
徒
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
苫
し
む
時
が

あ
り
ま
す
が
、
対
処
の
仕
方
で
何
か

あ
り
ま
せ
ん
か
。

岡苦
し
い
事
は
、
ま
ず
自
分
で
と
こ
と

ん
苫
し
む
の
も
方
法
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
す
ぐ
泣
き
つ
い
た
り
す
る

よ
り
、
外
面
に
は
出
さ
な
い
や
せ
が

ま
ん
も
良
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。

河
合

人
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
苦
し
み
努

力
す
る
こ
と
は
、
現
代
で
も
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
会
社
内
の
人

た
ち
に
は
、
人
に
か
く
れ
て
努
力
す

る
よ
う
で
な
い
と
大
成
し
な
い
と
常

々
言
っ
て
い
ま
す
。

津
曲

私
も
ま
ず
自
分
で
苦
し
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
先
生
・
親
な

ど
に
相
談
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
自
分
一

人
で
は
解
決
で
き
な
い
場
合
に
は
、

先
生
や
親
や
友
だ
ち
に
助
け
て
も
ら

っ
て
い
い
の
で
す
。
し
か
し
ま
ず
自

分
で
解
決
し
て
み
る
。
そ
の
心
構
え

で
す
。
苦
し
ん
で
自
分
の
力
で
解
決

で
き
た
時
、
一
皮
む
け
る
の
で
す
。

そ
の
こ
と
が
ま
た
他
人
に
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
よ
。

記
者

次
に
、
若
者
の
集
中
力
、
感
性
に
つ

い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

河
合

今
の
子
供
は
集
中
力
が
足
り
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
知
性
先
行
に
よ

る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い

っ
た
意
味
で
、
感
情
と
理
性
の
平
衡

的
な
発
展
が
望
ま
れ
ま
す
。

岡集
中
力
が
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
集
中
力
を
養
う
強
権
的
な
訓

練
が
教
育
の
場
で
与
え
ら
れ
て
い
な

い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
感
情
と

理
・
性
は
ど
ち
ら
が
先
行
し
て
も
バ
ラ

ン
ス
が
悪
く
な
り
、
均
衡
し
て
発
達

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

津
曲

私
は
集
中
力
と
い
う
点
で
は
、
問
題

は
集
中
す
る
対
象
で
、
変
に
集
中
し

な
い
方
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

記
者

学
業
以
外
で
教
育
現
場
に
望
ま
れ
る

事
を
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

津
曲

細
か
い
事
よ
り
も
、
幹
に
な
る
事
を

一●

身
に
っ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

モ
ラ
ル
と
か
社
会
通
念
と
か
。

岡時
に
は
、
社
会
人
に
そ
の
生
き
様
な

ど
を
学
校
で
活
か
し
て
も
ら
う
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

河
合

や
は
り
ほ
ん
と
う
に
大
切
な
こ
と
、

例
え
ば
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
す
る
、

間
違
っ
た
ら
素
直
に
謝
る
。
こ
う
い

っ
た
人
間
の
資
質
に
係
る
こ
と
を
特

に
低
学
年
で
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

記
者

今
、
若
者
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

河
合

運
動
場
・
実
験
・
設
備
な
ど
の
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

津
曲

校
則
・
規
制
を
緩
め
て
、
も
っ
と
自

己
主
張
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。

岡同
感
で
す
。
規
制
が
あ
ま
り
良
い
方

向
に
は
作
用
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
こ
れ
に
は
し
っ
か
り
し
た
社
会

的
基
盤
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
。

ま
た
社
会
人
の
教
育
現
場
へ
の
参
加
、

生
徒
の
社
会
現
場
へ
の
参
加
な
ど
に

よ
り
社
会
教
育
の
場
を
広
げ
る
べ
き

で
す
。

津
曲

社
会
教
育
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
子
供
に
具
体
的
な

夢
を
持
た
せ
る
と
か
、
個
々
に
対
応

で
き
る
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

な
ど
、
一
つ
ず
つ
積
み
重
ね
た
い
で

す
ね
。

河
合

要
す
る
に
今
い
ち
ば
ん
は
私
た
ち
大

人
が
、
こ
れ
か
ら
の
国
を
荷
負
う
人

た
ち
に
夢
を
持
た
せ
る
こ
と
で
し
ょ

記
者

最
後
に
、
社
会
人
か
ら
若
者
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡企
業
は
戦
場
と
同
じ
で
す
。
だ
か
ら
当
然
人
材

に
対
し
て
冷
徹
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ち
ゃ
ん
と

自
己
主
張
の
で
き
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

河
合

学
校
が
若
い
者
に
し
っ
か
り
し
た
基
礎
・
基
本

を
定
着
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

企
業
が
求
め
て
い
る
人
材
は
、
す
ぐ
実
務
を
こ

な
す
人
で
は
な
く
、
基
本
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
、
応
用
問
題
に
対
応
で
き
る
人
だ
と
思
い
ま

す
。
礼
儀
作
法
を
わ
き
ま
え
、
自
分
で
健
康
管

理
が
で
き
る
あ
る
意
味
で
ご
く
普
通
の
人
な
の

で
す
。

記
者

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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か
つ
て
岡
山
県
は
教
育
立
県
、
教
育
先
進
県
と
し
て
、
内

外
と
も
に
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
今
で
は
そ
う
い
う
声

も
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
善
悪
は
別
と
し
て
、

明
治
以
降
、
日
本
の
発
展
を
支
え
て
き
た
も
の
は
、
教
育
の

存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
冷
戦
構
造
の
終
結
以
降
、
価
値
観
そ
の
も
の
が
流
動
化
し

て
い
る
と
も
思
え
る
が
、
岡
山
県
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

は
教
育
は
不
可
欠
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
街
起
こ
し
の
核
に
な

り
、
さ
ら
に
知
的
情
報
の
発
信
基
地
に
も
な
り
得
る
。

　
本
日
は
、
教
育
界
に
直
接
的
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
実
業

界
の
先
達
よ
り
、
児
童
、
生
徒
、
学
校
へ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
、
提
言
提
案
を
紙
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
形
式
で
御
意
見
を

う
か
が
っ
た
。
紙
上
で
は
敬
称
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

紙
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ﾀﾞｗ

jir

河合正照氏

河
合
正
照
氏

明
石
被
服
興
業
㈱
代
表
取
締
役

薗
内
で
の
学
生
服
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ

エ
ア
ー
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
知
名
度

も
高
い
が
、
二
年
後
中
国
で
の
現
地

生
産
・
現
地
販
売
に
と
り
組
ん
で
い

る
。
既
に
北
京
市
内
の
中
学
校
を
モ

デ
ル
に
制
服
を
提
供
す
る
と
共
に
、

中
国
の
子
供
た
ち
の
書
道
・
絵
画
工

十
万
点
を
集
め
た
コ
ン
ク
ー
ル
を
主

催
し
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
国
に

定
着
さ
せ
る
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。

就
職
担
当
の
先
生
方
、
就
職
希
望
の

学
生
と
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
接
し
、
若
者

の
考
え
方
を
理
解
さ
れ
て
い
る
。

fツl

津曲兼司氏

医
師
　
津
曲
兼
司
氏

岡
山
に
本
部
を
置
く
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
ア
ム
ダ
本
部
事
務
局
次
長

阪
神
火
震
災
や
世
界
中
の
災
害
に
世

界
各
国
の
医
師
を
派
遣
し
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
医
療
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
大
学
の
設
立
も

急
務
と
し
て
推
進
し
て
お
ら
れ
る
。

将男氏岡

岡
　
将
男
氏

中
国
食
品
㈱
常
務
取
締
役

佃
煮
、
う
ま
い
か
の
製
造
の
本
業
の

他
、
岡
山
未
来
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
代

表
、
百
鬼
園
惧
楽
部
会
長
、
岡
山
朝

日
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
、
文
化
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
。
諸
事
に
対
す
る
論
評
は
辛
口
で

明
解
で
あ
る
。

　
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
御
意
見

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
「
人
を
育
て
、
人
が
育
つ

ま
ち
岡
山
」
を
願
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
ず
教
育
県
岡

山
の
復
活
、
教
育
の
今
昔
に
っ
い
て

思
う
こ
と
を
お
話
く
だ
さ
い
。

河
合

私
は
児
童
の
人
格
形
成
は
、
小
学
校

初
期
ま
で
に
で
き
あ
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
昔
の
修

身
の
よ
う
な
も
の
が
、
幼
小
期
に
成

さ
れ
れ
ば
と
思
い
、
旧
制
を
な
っ
か

し
く
思
い
ま
す
。

津
曲

一
点
何
か
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で

は
、
昔
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
っ
子
は
そ

れ
な
り
の
長
所
も
あ
り
ま
す
が
。

岡私
も
同
感
で
す
。
何
か
を
ね
ば
り
強

く
や
り
と
げ
る
こ
と
は
、
社
会
に
出

て
か
ら
最
も
必
要
な
こ
と
で
す
が
、

ど
う
も
こ
れ
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
ね
。

記
者

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
、

幼
小
期
の
性
格
形
成
が
大
切
だ
と
い

う
点
で
一
致
し
た
と
思
い
ま
す
。
次

に
岡
山
県
の
教
育
特
色
、
こ
れ
は
岡

ｆｌ

山
県
人
の
特
色
と
も
言
え
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

岡比
較
的
小
じ
ん
ま
り
し
た
人
間
を
作

り
が
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
平

均
以
上
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
が
、

日
本
に
世
界
に
羽
ば
た
く
と
い
う
観

点
か
ら
す
れ
ば
や
や
淋
し
い
で
す
ね
。

小
さ
な
こ
と
よ
り
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
事
が
で
き
る
人
間
が
も
っ

と
出
て
き
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

津
曲

同
感
で
す
。
国
際
社
会
の
中
で
共
存

共
栄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
、

融
和
性
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
り
ま

す
。

他私河
的は合

も
う
一
歩
進
ん
で
、
利
己
・
排

な
き
ら
い
が
あ
る
と
言
い
た
い

で
す
ね
。
あ
ま
り
利
口
す
ぎ
て
、
そ

の
く
せ
、
何
か
大
き
な
損
を
す
る
、

そ
う
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
先
日
北

京
で
書
道
・
絵
画
の
コ
ン
テ
ス
ト
を

や
り
ま
し
た
が
、
中
国
の
Ｉ
人
っ
子

政
策
で
、
兄
弟
の
い
な
い
子
供
が
実

に
朗
ら
か
で
堂
々
と
自
分
を
表
現
し
、

年
長
者
を
敬
っ
て
い
る
。
風
土
の
違

い
だ
け
で
な
く
や
は
り
教
育
シ
ス
テ

ム
が
違
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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治
療
の
嗜
好
と

　　異文化圈からの患者さんを迎えた時、

カルチャーショックを受けることかあります。

　　　また、外国人患者さんとの間に

ある種のトラブルか発生することもあります。

　　　こんな時どうすればよいのか…。

　　　今回ご紹介するいくつかの実例を

　何かの参考にしていただければ幸いです。

　　　【二二二こて二こ二二ｺ

医療法人小林国際クリニック理事長･院長

　ＡＭＤＡ国際医療情報センター所長

　　　　小林米幸

　　　　にばやしよねゆき)
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　刺青・アザ

　まず、視診上の注意がいくつかあります。インド

シナの人々やタイ人の身体に刺青を見たことはあり

ませんか？日本人なら刺青といえばその筋の現役ま

たはOBということになるのでしょうが､彼らの刺青

は全く意味が違います｡刺青の絵は六角陣や仏様で、

それらに細かな文字が添えられています。これは戦

争に行っても弾が当らないようにとか死なないよう

にという仏教のおまじないなのです。カンボジア人

の患者さんの中には顔、頭部を除いて類部まで身体

中に経文が細かく刻まれている人もいます。ですか

ら、患者さんの身体にこれらを見つけてもびっくり

する必要はありません｡英語間､スペイン語間の人々

もいたずらやファッションで刺青をしていることが

あります。ところが、看護婦さんや周囲の患者さん

までが刺青を気にとめ、当人を避けるようにしてい

ることがあります。こんな場合は先生がたの出番で

す。刺青の意味と、恐い人ではないということをぜ

ひ周囲の方に話してあげて下さい。

　また､カンボジア、ラォス、ベトナムなどインドシ

ナ三国の人々は発熱すると前胸部や背部に、痛みが

ある場合は局所にコインをギュウギュウと押しつ

け、赤あざをつける場合があります。こすりつける

ことはお灸同様、局所の温度を高めることになり、

それが治療につながるらしいといわれていますが、

実際どういう医学的理論に基づくのかは私も知りま

せん。子どもや赤ん坊がこんな派手な模様を身体に

付けている場合、診察した医師は幼児虐待と誤解す

ることがあります。幼児虐待といえば、アメリカで

の話ですが、ある在留邦人の奥さんが子供を病院に

連れていったところ、医師がその子の蒙古班を見て

幼児虐待と勘違いし警察に通報してしまい、その奥

さんは大変な目にあったということを聞いたことが

あります。自分たちにとっては常識であっても異文

化の中においてはそれが理解しがたいものに映ると

いうことの典型例です。

ﾌ治療や薬の好み

Ｕ

　治療に関しては、民族や宗教によりいろいろと嗜

好があります。東南アジアや南西アジアの人々は点

滴が大好きなようで、体がだるい、疲れたといって

は点滴を希望してやってきます。もちろん、このよ

うな場合、血液検査、特に肝機能は忘れずにチェッ

クします。肝機能に異常がない場合、どうしてよい

尹゛’
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のか悩んでしまう場合がありますが、そのようなと

きに彼らは「点滴、お願いします」と迫ってくるの

です。当初は「点滴をしても水分が身体に入るだけ

で栄養がつくわけではありませんよ」と私も渋って

いたのですが、実際に点滴を行なうと不思議、不思

議、元気になったと満面笑みを浮かべて帰っていく

のです。東南アジアや南西アジアのような極端に暑

い地域では日本に比べて脱水が起こりやすく、ゆえ

に点滴の有用性は日本より高いのではないでしょう

か。彼らにとって点滴をすることは、単に水分を体

内に入れるということだけでなく、その行為自体が

精神的安心感を彼らにもたらしているのではないか

と私は考えます。また、インドシナをはじめとする

東南アジアや南米の人達はビタミン剤が大好きで、

診察室でけっこうストレートに「欲しい」と切り出

します。彼らの要求が医学的にみて身体によくない

場合は別ですが、それ以外の場合はひととおりこち

らの言い分を話し、それでも彼らの要求が変わらな

い場合は、精神心理学的な効果も期待してできるだ

け彼らの要求を聞き入れるようにしています。

トラブルを避けるために

　外国人の診察では、注意をしていないと大きなト

ラブルに巻き込まれることがあります。いくつか例

をあげて説明しましょう。

１．旅行者保険の扱いに関して

　健康保険や国民健康保険を所持していない人の中

には、海外旅行者保険を使いたいと提示する人もい

ます。扱い慣れない先生がたは保険会社から本当に

費用がおりるのかどうか心配されるかもしれません

が、これらの保険は原則として受診者が医療機関の

窓口で現金を支払い、受診者はその金額を会社に請

求するというシステムになっていますので心配は要

りません。受診者がお金を会社に請求する際、会社

が定めた所定の診断用紙に医師が患者の診断、経過

そして費用を記載して提出することが必要とされま

す。この診断書の費用は保険ではカバーされず、受

診者の個人的な負担となります。この個人負担に納

得できないという人が少なからずいるのです。この

ようなトラブルを防ぐためには、受診者からこまめ

に保険会社に費用の請求を出してもらうことです。

一定の金額以下の費用に関しては診断書が必要とさ

れず、領収書だけで事が足りるからです。一定の金

額がいくらなのかは受診者が持参した海外旅行保険

証に付随するパンフレットに記載された会社の担当

部署に連絡して確認してください。

２．診断書に関して

　診断書に故意にうその記載をすることは決して許

されません。うその記載をすると最悪の場合、警察

沙汰になることもありますので、くれぐれも慎重に

対処なさってください。数日間休みたいので会社に

提出する診断書を書いて欲しいと言われることがあ

ります。病状からみて本当に休みが必要な場合は快

く書くのは当然ですが、どうみても必要ない場合は

断るか、当日の病状について会社に報告する簡単な

書類を作成することにとどめるべきです。

　また、不法滞在の人が自ら進んで出頭して帰国す

る場合も、診断書があれば本人の利益になります。

彼らはまず所轄の法務省出入国管理事務所に出頭

し、そこで事情聴取を受け、順番に帰国することに

なるのですが、その間は逮捕されて自由を奪われる

のではなく、今までどおりに生活ができます。ここ

数年の日本経済の停滞に伴い、帰国を希望する不法

滞在者は非常に増加し、出入国管理事務所に出頭し

てもふつうは長期間、帰国の順番を待たされるので

すが、病気のためにすぐに帰国が必要という医師の

診断書があると、順番に関係なく、病状に合わせて

早く帰国できるのです。私自身も肝炎やさまざまな

病気の人の診断書を書いたことがあります。中には

書いたにもかかわらず､気持ちが変わって出頭せず、

その後急激に悪化し約３週間で亡くなったエイズ患

者もいます。なお、不法滞在者が実際に診断書を持

って出入国管理事務所に出頭すると、同事務所の職

員より確認の電話がかかってくることがあります。

　以下にご紹介するのは、私のクリニックで起きた

ケースです。酔った客にビール瓶で頭を殴られてけ

がをした女性から診断書を書くよう求められまし

た。彼女は「症状を重く書いてください。相手が費

用を負担するというので白紙の領収書をください。

費用はだいたい10万円と書けばよいですか？」と言

うのです。私は理由を述べて事実だけを記載した用

紙を渡したのですが、その後、その筋の入らしい日

本人男性を連れてやってきました｡私はその男性に、

診断書にはうその記載はできないことを伝え､「この

かたの医療費は7､500円です｡金額が足りないとお思

いでしたら、実際に仕事ができなかった期間につい

ての慰謝料という形で先方と直接話し合ってくださ

い」と加えました。

　殴られた彼女もかわいそうではありますが、同情

と真実を混同すると、たとえそれが善意から出たも

のであっても、私達自身が取り返しのつかない罪を

犯してしまうことがあることを忘れてはならないで

しょう。
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事務局だよリ 事務局　片山　新子

　最近、ＡＭＤＡへの新規入会が増えている。また、プロジェクトヘの派遣についての問い合わ

せも多い。ここ地元岡山をはじめ､･新聞やテレビ、そしてラジオで「ＡＭＤＡ」を取り上げられ

る機会も多くなった。そして私も必然的に「事務局風景」の一場面で登場したりすることもあ

る・‥昨年放映された某テレビ局のインタビューで「菅波代表の人間像について」の質問を受

けた時、「代表はすばらしい」という内容を１０分間に渡り熱っぽく語った部分はカットされ、

「代表の欠点は？」という質問に答えた２分位がノーカットで放映された。

　私事､ＡＭＤＡの知名度が上がれば大変仕事がしやすい｡私が仕事を始めた当初､親は娘が「と

んでもない団体」に入ったと思い胸を痛めた・‥というより「娘の仕事が一言で説明できない」

ということへの苛立たしさが大いにあったらしい｡「娘さんはどこへお勤めですか？」と尋ねられ

ても、ＡＭＤＡが何なのか、どういう仕事をしているのかうまく説明ができない。私自身、当時

親に対して説明しようとすればするほど「ますます怪しい」となってしまう始末であった。今は

何とか「アムダに‥・」と言えば（ああ、あの‥‥にの後に続く表現は様々）」と１０人

中７人はいい反応をしてくれる。

　先日アンゴラに送った浄水器の部品について、某電気会社に問い合わせをしたところ、請求券

がないので実費で購入して下さいとのこと｡「請求券は海外に一緒に送っちゃったので､実費を支

払います｡」「送り先は？」「えっと‥ＡＭＤＡで‥郵便番号‥」「ああ、あの海外で・・お

医者さんが･‥｡」「ええ、そうです。（急に強気になる）」「でしたら、無料で結構です｡」「えっ、

本当にいいのですか？（ラッキー）ＪＮＧＯだから・‥と甘えてはいけないが､大変嬉しい出来

事であった。

:が侭火箭j:ﾀ:ﾘ::ｼﾞ:x:21:

川崎医療福祉大学1年　黒田　純代

　私にとってＡＭＤＡは、自分の居場所のような空間である。本部に入ってゆくとスタッ

フの暖かい歓迎。「今日は誰がいるかな。」という期待感と「行けば誰かいる。」とい

う安心感。帰り道はなぜかペダルが軽い。

　「ボランティアは、特別な技術をもっていなくてもできます。ぜひ一度、ＡＭＤＡに

来てください。」この言葉が、私がＡＭＤＡに関わるきっかけだった。ちょうどその頃

の私は、電話が苦手でアルバイトをする勇気も持ち合わせてなく、時間を持て余してい

た。そして、「このままではいけない。何かしなければ。」という気持ちばかり焦って

いた。津曲先生の熱い体験談や巧みな話術、そして何よりこの言葉に心が震えた。アパ

ートと大学だけの生活だった私に、アフリカの南端がとても近くにあるように感じられ、

その晩はなかなか寝つけなかった。

　相変わらず電話の苦手な私は、いきなりＡＭＤＡを訪問してしまい、多忙なスタッフ

を驚かせてしまったが、スタッフは丁寧に対応してくれた。

　初めは、あこがれていた「国際協力」という言葉に魅せられていたが、今ではそんな

言葉よりもアットホームな雰囲気や友達に会いたくて行っている。というのが本当のと

ころである。
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も
う
一
つ
の
方
法
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
独
自

に
保
健
医
療
分
野
を
中
心
と
し
た
人
道
援
助

活
動
に
参
加
し
て
、
支
援
し
て
頂
け
る
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
対
象
は
、

医
療
従
事
者
を
含
め
た
社
会
人
か
ら
、
主
婦
、

大
学
生
、
専
門
学
校
生
、
中
・
高
校
生
、
老

入
会
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
我
々
は
、
専
門

学
会
の
講
演
会
か
ら
学
生
の
セ
ミ
ナ
ー
、
地

域
の
婦
人
会
か
ら
学
校
で
の
懇
談
会
ま
で
幅

広
く
会
員
を
派
遣
し
て
、
自
ら
が
体
験
し
た

話
を
も
と
に
、
世
界
の
現
実
を
皆
さ
ん
の
前

⊃
　
　
　
”
゛
’
　
匹
“
　
　
「

｛
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
Ｘ
　
　
　
Ｉ

ソマリア難民キャンプでのミーティング

で
話
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
将
来
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
独
自
の
高
等
教
育
施
設
で
の
、
次
世
代

を
受
け
継
ぐ
若
者
の
育
成
も
計
画
し
て
い
る
。

　
し
か
し
壮
大
な
夢
は
、
一
夜
に
し
て
実
現

で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
着
実
な
努

力
が
必
要
で
あ
る
。

　
先
の
阪
神
大
震
災
の
救
援
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
、
被
災
地
で
の
活
動
に
参
加
し
て
頂
い

た
。
多
く
の
人
に
救
援
活
動
の
実
際
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
各
自
の
地
域
活
動
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　
マ
ス
コ
ミ
は
「
目
本
の
若
者
は
つ
い
に
動

き
だ
し
た
」
と
絶
賛
し
た
が
、
我
々
は
少
し

が
っ
か
り
し
て
い
た
。
「
や
は
り
中
年
の
人
た

ら
は
、
あ
ま
り
活
動
で
き
な
か
っ
た
1
‐
と
。

こ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
日
本
が
人

道
援
助
大
国
と
な
る
に
は
社
会
全
般
の
合
意

だ
け
で
な
く
、
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
的
な
相
互
扶
助
思
想

に
共
感
し
て
も
参
加
で
き
な
い
と
い
う
状
況

を
打
開
す
る
に
は
、
我
々
の
活
動
の
原
点
で

あ
っ
た
保
健
医
療
活
動
の
ほ
か
に
、
広
く
国

民
を
啓
発
す
る
運
動
に
ま
で
手
を
広
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
年
七
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
地
元
の
岡
山
後

｀
恣
づ
（
佐
藤
隆
彦
会
長
／
崩
人
）
か
ら
、
三

ｆｌ

十
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
寄
贈
を
受
け
た
。
我
々

は
こ
れ
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
そ
れ
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
匪
界
各
地

で
進
め
て
い
る
人
道
援
助
活
動
と
教
育
・
研

修
活
動
や
国
際
会
議
の
報
告
、
熱
帯
医
学
の

よ
う
な
我
が
国
に
資
料
が
少
な
い
保
健
医
療

分
野
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

贋
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
ア
ム
ダ
）

　
自
然
災
害
や
戦
争
か
ら
生
じ
た
難
民
に

対
し
て
、
医
療
に
よ
る
人
道
援
助
の
み
な

ら
ず
海
外
の
地
域
コ
ミ
ュ
子
ア
イ
に
お
け

る
保
健
活
動
を
実
施
し
て
い
る
国
際
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

な
ど
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
ル
ワ
ン

ダ
難
民
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ン
ド
連

邦
カ
ル
ナ
タ
カ
州
無
医
村
地
区
巡
回
診
療

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
二
十
一
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
完
了
も
し
く
は
継
続
中
で
あ
る
。

国
内
で
は
、
東
京
と
大
阪
に
国
際
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、
在
日
外
国
人

の
医
療
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
一

九
九
五
年
、
医
療
救
援
活
動
が
認
め
ら
れ

１・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
支
援
し
て
い
る
世
界
各
地
の
難
Ｉ

民
の
状
況
も
発
信
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
　
６

り
世
界
中
と
意
見
や
情
報
交
換
が
可
能
と
な
1
9
9

っ
た
。
こ
の
件
数
は
、
本
年
九
月
の
Ｉ
カ
月

間
だ
け
で
も
六
ド
を
超
え
て
い
る
。
世
界
中

の
人
だ
ち
と
の
じ
か
の
触
れ
合
い
を
目
指
し
、

我
々
は
地
球
全
体
に
相
互
扶
助
の
心
を
網
の

目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
せ
た
い
と
、
願
っ
て

い
る
。

第
七
回
毎
日
国
際
交
流
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
。
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Ａ
東

京
オ
フ
ィ
ス
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
一
三
四
四
〇

－
九
〇
七
三
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
三
上
二
四
四
〇

‐
九
〇
八
七
）

※
医
師
会
員
（
年
会
費
‥
一
万
五
千
円
）

一
般
会
員
（
年
会
費
‥
七
千
五
百
円
）
な
ど
。

　
な
お
寄
付
に
関
し
て
は
、
郵
便
振
替
０

１
２
５
０
－
２
－
４
０
７
０
９
　
加
入
者

名
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
心
児
ど
の
口
座

を
利
用
さ
れ
た
い
。
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「

対
応
で
き
る
よ
う
準
備
願
い
た
い
」
。

　
我
々
は
、
そ
れ
を
事
務
的
に
処
理
す
る
だ

け
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
無
事
任
期
を
終
え
て

帰
国
し
た
後
、
見
聞
し
た
こ
と
を
周
囲
の
人

た
ち
に
話
し
て
く
れ
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
経

験
の
共
有
に
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
社
会
で

は
得
難
い
体
験
の
国
民
的
積
み
重
ね
こ
そ
が
、

い
ま
い
ち
ば
ん
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

要
す
る
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
人
道
援
助
と
は
、

困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
一
方
的
に
援
助
す
る

の
で
は
な
く
、
お
互
い
を
豊
か
に
す
る
相
互

扶
助
の
活
動
な
の
で
あ
る
。

壮
大
な
否

　
最
近
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
は
医
師
以
外

の
会
員
が
半
数
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
、
こ
の
現
象
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

人
道
後
助
は
、
自
衛
隊
や
一
部
の
医
師
の
専

門
分
野
で
は
な
い
。
外
務
省
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
白
書

で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
民
的
な
参
加

が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。
長
い
長
い
人
生

の
一
部
を
、
亜
界
の
人
だ
ち
と
の
相
互
扶
助

の
時
間
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
将
来
き
っ

と
、
「
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
世
界
一
で
あ
る
が
、
は

た
し
て
…
…
」
と
い
う
焦
り
に
似
た
論
調
は

消
え
、
「
私
た
ち
は
、
こ
ん
な
形
で
世
界
の
平

和
と
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が

亘
荼
争
鳴
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で

は
、
こ
ん
な
遥
か
な
夢
を
目
指
し
長
期
戦
略

を
練
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
保
健

医
療
分
野
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を

長
期
的
に
持
続
で
き
る
よ
う
な
地
域
作
り
に

つ
な
げ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

活
動
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の

方
法
は
、
教
育
、
女
性
の
地
位
向
上
、
環
境

保
護
と
い
っ
た
観
点
か
ら
地
域
活
動
を
進
め

る
発
展
途
上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
帯
す
る
こ
と

で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
秋
に
岡
山
で
開

催
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
で
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
緊

急
お
よ
び
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
提
唱
し
た
。
こ
の
連
帯
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
専
門
的
活
動
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
支
援
さ
れ
、
よ
り
包
括
的
で

持
続
性
の
あ
る
活
動
へ
と
広
が
る
可
能
性
が

で
て
き
た
。
実
際
に
ス
ー
ダ
ン
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ａ

と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
、
現
地
の
主
要
な
保
健
問

題
と
な
っ
て
い
る
了
フ
リ
ア
制
圧
の
活
動
を
、

農
村
開
発
や
教
育
問
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
で

実
施
す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
と
っ
て
も
、
海
外
で
活
動
に
際
し
共
同

で
で
き
る
利
点
も
あ
る
。
先
に
述
べ
た
Ｊ
Ｅ

Ｎ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ほ
か
に
Ｒ
Ｋ
Ｋ
（
立
正

校
正
会
）
と
Ｊ
Ｈ
Ｐ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供

に
学
校
を
つ
く
る
会
）
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
合
同
で

活
動
し
て
い
る
の
で
、
難
民
や
国
内
避
難
民

へ
の
幅
広
い
社
会
運
動
が
実
施
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　ト、

　　　＼＼

31百に続く
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緊
急
救
援
物
資
を
、
た
だ
ち
に
一
万
八
千
三

百
人
分
配
布
し
た
。

　
Ｔ
九
七
五
年
か
ら
続
い
て
い
た
内
戦
が
Ｔ

応
終
息
し
た
ア
フ
リ
カ
南
部
の
ア
ン
ゴ
ラ
か

ｓ
ｔ

ら
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菊
地
調
査
員
が
医
療
シ

ス
テ
ム
の
崩
壊
を
伝
え
て
き
た
。
「
ア
ン
ゴ
ラ

で
生
ま
れ
る
乳
児
千
人
当
た
り
、
百
九
十
五

人
が
一
年
以
内
に
下
痢
や
肺
炎
で
死
亡
し
、

山本聘文氏撮影報道写真家ＡＭＤＡの渋谷医師とローカル・スタッフ

五
歳
ま
で
に
三
百
二
十
人
が
命
を
落
と
す
。

こ
の
玲
子
は
世
界
最
悪
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
口
増
加
率
は
二
・
七
暫
を
示
し
て
い
。
る
。

出
生
時
に
低
体
重
で
あ
る
乳
児
の
割
合
は
一

七
智
で
、
就
学
率
は
四
二
智
に
と
ど
ま
る
」
。

こ
の
よ
う
な
困
窮
状
態
に
対
し
て
、
ウ
ガ
ン

ダ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ン
パ
ラ
事
務
所
と
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
医
師
が
救
援
活

動
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統

治
機
構
）
の
活
動
で
平
和
が
戻
っ
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
も
、
貧
困
が
人
々
の
保
健
医
療
に
影

を
落
と
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア

支
部
の
報
告
を
読
ん
で
み
よ
う
。
「
私
た
ち
が

活
動
し
て
い
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
シ
ア
ヌ
ー
ク

病
院
は
、
全
国
二
十
一
県
の
う
ち
十
八
県
か

ら
患
者
が
集
ま
る
。
残
り
の
三
県
は
タ
イ
と

ラ
オ
ス
の
国
境
付
近
で
遠
い
た
め
、
交
通
の

不
便
、
治
安
の
悪
さ
、
交
通
費
の
高
さ
の
せ

い
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
ま
で
来
ら
れ
な
い
だ
け
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
患
者
は
、
地
元
の
祈
祷

師
や
お
坊
さ
ん
に
診
て
も
ら
っ
て
も
治
ら
な

い
の
で
、
家
族
が
お
金
を
出
し
あ
っ
て
病
院

に
来
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
病
院

で
は
ベ
ッ
ド
が
不
足
し
て
い
て
、
薬
だ
け
を

処
方
し
て
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
た
び
た
び

で
あ
る
。
ポ
ル
ポ
ト
政
権
下
で
行
わ
れ
た
虐

殺
で
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
病
院
に
は
看
護
婦
も
ほ

●j●

サハリン大震災で、救援物資を運ぶボランティア

と
ん
ど
い
な
い
。
専
門
的
な
看
護
ス
タ
ッ
フ

の
養
成
が
急
務
で
あ
る
」

　
今
年
十
月
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
七
の
地
震
に
は
、
発
生
直

後
に
日
本
支
部
と
カ
ナ
ダ
支
部
か
ら
医
師
と

調
整
員
の
三
人
が
派
遣
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
現
場
報
告
に
は
、
「
大
き
な
ホ
テ

ル
が
倒
壊
し
、
そ
の
中
に
ま
だ
数
十
人
が
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
津
波
が
発
生
し
て
家

屋
が
被
害
を
受
け
た
。
地
元
の
救
援
部
隊
が

迅
速
な
対
応
を
し
て
人
手
は
足
り
て
い
る
が
、

食
料
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
た
だ
ち
に
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―
万
一
一
回
一
一

いて
、
と
い
う
強
い
感
情
が
現
在
の
私
を
支
え

い
る
。

世
界
各
国
か
ら
の
報
告

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
は
、
同
僚
た
ち
が
世
界

各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
報
告
を
訴
え

て
く
る
。
旧
ュ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
難
民
救
援

医
療
活
動
を
進
め
る
日
本
の
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｎ
（
日
本
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ

グ
ル
ー
プ
）
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
派
遣
さ
れ
た

福
家
寿
樹
さ
ん
は
、
ペ
オ
グ
ラ
ー
ド
か
ら
次

の
よ
う
な
報
告
を
し
て
き
た
。

　
「
ク
ロ
ア
チ
ア
領
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ボ
ス
ニ
ア

を
通
過
し
、
四
日
以
上
も
か
け
て
新
ュ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
国
境
に
た
ど
り
着
い
た
農
民
が
、

国
境
前
で
自
暴
自
棄
と
な
り
、
い
き
な
り
一

緒
に
逃
げ
て
き
た
友
人
を
殺
害
し
て
自
殺
し

た
。
片
方
の
親
が
ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
、
親
が

ク
ロ
ア
チ
ア
領
内
に
逃
げ
た
た
め
孤
児
に
な

っ
た
ケ
ー
ス
は
、
三
百
人
を
超
え
て
い
る
。

現
在
、
十
五
万
人
が
難
民
と
し
て
新
ュ
ー
ー
ゴ

に
流
入
し
て
お
り
、
衛
生
用
品
が
不
足
し
地

元
の
赤
十
字
か
ら
救
援
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」
。

こ
の
要
請
に
対
し
、
洗
剤
五
百
弓
、
石
鹸
一

個
、
歳
フ
ラ
シ
、
歯
磨
き
粉
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

１１９９６
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四
境
日
き
口
車

語
意
‥
相
互
扶
勣
思
想
が
め
ざ
す
も
の

１２月号で掲載いたしましたＡＭＤＡ日本支部　高橋央先生の

ライオン誌１２月号の国境なき課題「医療＝相互扶肋思想がめ

ざすもの」が途中までの掲載となってしまいました。

２月号で改めて全文掲載させていただきます。

■
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
日
本
支
部
高
橋

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
は
、
「
す
ぐ
れ
た
医
療
で
、
よ
り
よ
い
未
来
を
ア
ジ
ア
に
」
を
基
本
理

念
に
ア
ジ
ア
各
国
の
医
師
な
ど
が
一
九
八
四
年
に
結
成
し
た
国
際
保
健
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
設
立
当
初
は
代
表
を
務
め

る
菅
波
茂
医
師
と
二
人
の
医
学
生
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
ア
ジ
ア
の
十
五
カ
国
に
支
部
を
有
し
、
会
員

数
九
百
人
を
超
え
る
国
際
的
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
の
特
徴
は
、
ハ
○
年
代
か
ら
急
増
し
た
ア
ジ
ア
の
難
民

の
問
題
を
保
健
医
療
の
分
野
か
ら
改
善
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
が
、
九
〇
年
代
か
ら
は
、
全
世
界
の

あ
ら
ゆ
る
災
害
や
人
道
問
題
に
も
活
動
対
象
を
広
げ
て
い
る
。

央

人
遥
授
助
を
逼
じ
て
み
る

盟
か
さ

　
も
う
十
年
以
上
も
前
、
私
が
医
学
生
と
し

て
大
学
病
院
で
実
習
を
受
け
始
め
た
こ
ろ
、

教
授
か
ら
こ
う
諭
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
君
た
ち
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
隅
々
ま
で

読
む
こ
と
も
結
構
だ
け
ど
、
患
者
さ
ん
が
受

診
す
る
ま
で
に
、
ど
ん
な
社
会
を
生
き
抜
い

て
き
た
か
を
知
る
こ
と
も
、
と
て
も
大
事
な

ん
だ
。
学
生
の
間
じ
ゃ
な
い
と
、
じ
っ
く
り

と
世
の
中
を
み
る
時
間
な
ん
て
な
い
ん
だ
け

ど
」
と
、
な
か
ば
後
悔
す
る
よ
う
に
つ
ぶ
や

か
れ
た
。
こ
れ
が
直
接
の
契
機
で
は
な
い
が
、

私
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
学
生
会
員
と
な
っ
て
、
足

し
げ
く
発
展
途
上
国
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ

た
。
豊
か
で
平
和
な
日
本
で
育
っ
た
私
が
旅

先
で
目
に
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
の
物
資
的

な
貧
し
さ
と
不
安
定
な
社
会
、
そ
し
て
そ
こ

で
生
き
抜
く
人
々
の
た
く
ま
し
さ
と
心
の
豊

か
さ
で
あ
っ
た
。
私
の
な
か
に
「
こ
の
現
実

を
ど
う
し
た
ら
日
本
の
同
級
生
に
伝
え
ら
れ

る
か
」
と
、
自
問
が
生
じ
た
。

　
現
在
私
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
の
役
員

と
し
て
、
世
界
中
の
難
民
問
題
に
取
り
組
む

同
僚
を
支
え
る
裏
方
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

か
つ
て
感
じ
た
あ
の
自
問
に
答
え
を
出
し
た
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お名前を掲載しない方　５件）

助成金

大同生命厚生事業団（地域保健福祉研究助成）

当センターは寄付などにより運営されています。皆様のご協力をお待ちしています。

広告記載については事務局までご連絡下さい。（０３－５２８５－８０８６）

郵便振替：００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座名：さくら銀行桜新町支店　普通５３８５７１６

口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　　　　　　所長　小林　米幸
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6102東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町1j
昔03(3238)2700(代表)

いちい書房の家庭医学書

０３－３２０７－
絶賛発売中

彰
仙趾

ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

全世界への格安国際航空券手配と販売
対応言語、英語、スペイン語、タガログ語、タイ語、韓国語、ベンガル語、

　　　　ヒンディー語、ウルドウ語、マレー語、インドネシア語、北京jjlli9　上海語、広東語、際謎語、客家語、ペルシア語、ミャンマー語、

　　　　アラカン語、フランス語、日本語、２２言語に･及な

　　　　拠合受付　ｓＯ３-３３４０-６７４５　　　４ふ　A!X

アクロス新宿フライトセンター

吉

昌琵

　　　　　　　　　　　　－９旅行賢一835弓　　41｡･り｡･!｡､11｡､･･､･｡｡
〒160東京都新宿区西新宿卜19-6山手新宿ビル2F　　“｀”oi゛jljf

航空券はアクロスヘ医療相談はＡＭＤＡへ

回相模原市医師会
心長矢島　治

〒229神奈川県相模原市富士見１－３-∠１１

　　　ａ ０４２７－５５－３３ １１

消化器科・外科・小児科

小鉢国際クリニック
Kobayashi　lnternationa卜Clinic

　　　　　　　　　小林國際替院

平　日

休診日

ＴＥＬ

〒２４２

月曜日～金曜日
９：１５～１２：００　／　１４：００～１７：００

土曜日
９：１５～１３：００

水曜日、日曜日、祝祭日

０　４　６　２　－　６　３　－　１　３　８　０

神奈川県大和市西鶴間３－５－６－１１０

　　　　　　　　　　小田急江ノ島線鶴間駅下車徒歩４分
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　内科（老人科）

医療法人社団慶成会

市

青
梅

理学診療科
ＯＢ

産婦人科　　　　心療内科
／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　伊蛙木クリニック

　　　ISEZAKI WOMEN' S CLINIC

吊２３１横浜市中区伊勢佐木町３ -１０７
　　　　Ｋビル伊勢佐木２階
　　　ｎ０４５（２５１）８６２２

内科・理学診療科

福川内科

クリニック

束昌なＷ心仏3

ﾎﾟﾝｸﾞｰﾋﾞﾙ4F　酋974-2338

内科　消化器科　整形外科
精神科　理学診療科

神経内科

　　'|rl･'･‾'I･　　ご･.j･Sa5fjgゝ･|

　　　　　　　　　医療法人社団永生会(

g§Kﾐﾐﾖ)

�喘

ﾐ

ﾌﾌ4床

弓193東京都八王子市椚田町583-15

　　　　　�0426-6!-4108

.ム お
手
本
は
、

自
然
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。

づヽさな知恵から､ａかな末末へ.l{11Ξ加･

７

･一
●

４●

慶友病院
〒１９８東京－;爾今毎仔T大門1－681番丿也

●入院のお問い合せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

大鵬薬品工業株式会社

東京都千代田区神田錦町1-27

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　＝4‐参｡。　医鮭人回　慶泉会　i11

町谷原病院

〒194斡肪融小阻523　　　n0427-95-1668

尚会几都商会
サリー薬局　　　⑨214　川崎市多摩区宿河原２－３１－３
　　　　　　　　ｎ　０４４－９３３－０２０７

エリー薬局　　　⑨214　川崎市多摩区菅６－１３－４
　　　　　　　　昔　０４４－９４５－７００７

マリー薬局　　　⑨214　川崎市多摩区南生田７－２０－２
　　　　　　　　ａ　０４４－９００－２１７０

十字路薬局　　　⑨2H　川崎市中原区小杉御殿町２－９６
　　　　　　　　昔　０４４－７２２－１１５６

セリー薬局　　　⑨216　川崎市宮前区有馬５－１８－２２
　　　　　　　　昔　０４４－８５４－９１３１

７ミー薬局　　　⑨242　大和市西顧問３－５－６－１１４
　　　　　　　　昔　　０４６２－６４－９３８１

マオー薬局　　　庄)242　大和市中央５－４－２４
　　　　　　　　昔　０４６２－６３－１６１１
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